









































メイデーア魔王転生記２




─俺たちの魔王はこれからだ。─
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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ




第一章　怪人事件

【トール、魔導学校にて黒魔術の講義をする。】

【マキア、教国へ行く。】

【トール、物騒な王都の事情。】




第二章　夏風邪と水の腕

【トール、魔導回路システムのエンジニア。】




第三章　四国会議の幕開け

【ユリシス、南の四国会議。】

【ペルセリス、予感と気配の芽吹き。】

【マキア、トールと共に悪質なバイオ兵器を作り出す。】

【トール、エスカの正体を知る。】




第四章　《追憶》白賢者と緑の巫女

【ユリシス、綿花の道。】

【ユノーシス、追憶０　～神器～】

【ユノーシス、追憶１　～勇者カヤ～】

【ユノーシス、追憶２　～エイレーティア～】

【ユノーシス、追憶３　～黒魔王と紅魔女～】

【ユノーシス、追憶４　～海～】

【ユノーシス、追憶５　～シュマ～】

【ユノーシス、追憶６　～裏切りと、永遠～】

【ユノーシス、追憶７　＋エイレーティア】

【ユノーシス、追憶８　＋＋エイレーティア】

【ユリシス、記憶の狭間より。】

【ペルセリス、目覚めの色。】




第五章　エスカの審判

【トール、マキアと共にペルセリスを捜す。】

【トール、逃げる水と迫る影。】

【水人族サリヴァ、閣下に報告をする。】




第六章　約束の場所

【ユリシス、約束の場所の意味を知る。】

【トール、棺に抗うこと。】
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プロローグ









　俺はトール・サガラーム。一七歳。

　二つ前の前世で、最強の魔ま族ぞくの王と謳うたわれた黒魔王、一つ前の前世で、平へい凡ぼんを望んだ高校生だった男だ。




　春の聖教祭以来、ルスキア王宮での生活を始めて、数ヶ月。

　カラッとした夏の暑さにも慣れ始めたこの頃ごろ。

　早朝はまだ涼すずしいはずだが、俺は自らの主あるじであった少女を起こすのに躍やつ起きになっていた。

「おい……おいマキア、起きろって。遅ち刻こくするぞ」

「うーん……もう、うるさいわね。あっち行って」

「ふざけんなよ。お前が遅刻すると俺がぐちぐち文句を言われるんだ」

　うつ伏ぶせでベッドに埋うずまっている少女の腕うでを取って、引っぱり起こした。

　少女の名前はマキア・オディリール。

　二つ前の前世で、最悪と称しようされた紅魔女、一つ前の前世で、枯かれた女子高生を満まん喫きつしていた女だ。

　緩ゆるやかなウェーブのかかった赤毛は燃える様に鮮あざやかで、誰だれもが彼女の赤毛を褒ほめる所だが、寝ね起おきのこいつの髪かみは乱れ、顔も見えない程ほどである。

　マキアはぼんやりとした表情のまま、ベッドから出られずにいた。

「ほら、さっさと制服に着き替がえろ。お前がこんな有様じゃあ、御お館やかた様に申し訳なさ過ぎる。もっと貴族のお嬢じよう様さまって自覚を持て。そもそも、朝食を食べる時間も無くなるぞ」

「そ、それは由ゆ々ゆしき事態」

　朝食の話題を出すと、マキアの眼めはパッと見開く。

　俊しゆん敏びんな動きでベッドを飛び出したのだから、本当に仕方の無い奴やつだ。

　俺の目の前である事を気にもせず、寝巻きを脱ぬいで、投げ捨てる豪ごう快かいっぷり。

　俺はそれをわざわざ拾って、彼女に制服を手て渡わたす。魔導学校の制服だ。

　俺たちは魔王となった程、魔術を極きわめた者たちであるが、ルスキア王宮の命令で魔導学校へ通う事となったのだ。

　と言うのも、俺とマキアは主に黒魔術を利用する魔術師であり、ルスキア王国が主要とする白魔術はてんで素人しろうとと言えるから。

　大きな鏡の前で制服に着替えながら、マキアが俺を呼びつける。

「トール、背中。ボタン、とめてちょうだい」

「お前な、俺はお前の執しつ事じじゃねえぞ。いや、別にいいんだが……いや、何か癪しやくだな」

「何よ。ぶつぶつぶつぶつうるっさいわね。元から使用人体質でしょうに」

　マキアは長い髪をまとめて、右みぎ肩かたから前にもっていって、その背中を露あらわにする。ボタンが閉じられていない状態で、彼女の背中の白い素す肌はだが晒さらされていた。

　俺は低く唸うなる。

　こいつ、俺をまだ自分の好き勝手にできる使用人だと思っているな……？

　ボタンをとめる程に現れていくマキアの体のラインは、一四歳にしては成長著いちじるしい。

　マキアは乱れていた髪を櫛くしでといて、頭にリボンの髪かみ飾かざりを付けた。

　これで、だいたいのマキアは完成である。

「ああっ、お前がちんたらしてるから、もうこんな時間じゃないか。お前、パンをくわえて行け」

「え？　やーよそんな、ハムエッグも食べ……あぐっ」

　マキアの口に、食しよく卓たくに載のっているバターロールを一つ詰つめ込み、その先の言葉を言わせない。

「もうバスケットごと持って行こう」

　でもたった一つのパンで、こいつの腹が満たされる訳が無いのは分かっていたから、俺はパンの詰め込まれたバスケットを抱かかえ、マキアを押すようにして部屋を出る。

　王宮の廊ろう下かで、パンをくわえて走る貴族令嬢と、パンのバスケットを持ったお付き……

　それでも許されるのは、俺たちが王宮の〝顧こ問もん魔術師〟という立場だからである。

「おや、おはよう二人とも。学校かい？　朝から元気だね」

　向かい側から、白い髪の端たん整せいな面おも立だちの少年が、書類を持って歩いてやってきた。

　まるで、学校へ向かう途と中ちゆういつも出会うおじいさん……みたいな口調で挨あい拶さつをしてくる。

　彼はユリシス。

　このルスキア王国の王子の一人で、二〇〇〇年前は白賢けん者じやと呼ばれていた男だ。

　俺とマキアとは、前世からの腐くされ縁えんである。

「おお、ユリシス。言っとくが、マキアの寝起きが悪くて遅刻しそうなんだからな」

「分かっているよ。気をつけて行ってらっしゃい」

「いっれひまーふ」

　悠ゆう長ちようにも、マキアがユリシスに手を振ふっていた。

　慌あわただしい、最近のルスキア王宮にありがちな朝だ。

















第一章　怪かい人じん事件









【トール、魔導学校にて黒魔術の講義をする。】




　俺はトール。

　今は魔導学校の一生徒である。

　ルスキア王国には、昔から白魔術を研究する魔導研究機関という施し設せつ群が、ヴァベル教国の隣となりに存在する。

　魔導研究機関の中には、ルスキア王国で最も大きな魔導学校があるわけだが、俺とマキアはしばらくの間、この学校に通わなければならないのだった。




「……てなわけで、白魔術って言うのは主に〝精せい霊れい魔法〟を総合して言う言葉だねえ。我々は精霊の名前と契けい約やくし、精霊に供く物もつを捧ささげて、期間限定で力を貸してもらうわけだ。稀まれに本体契約を成す事が出来る魔術師も居るけれどね。そう。主に精霊魔法には〝本体契約〟と〝名借契約〟があるわけで、一いつ般ぱんの魔術師は後者の契約を行う」

　メディテ卿きようが教きよう鞭べんを振るっている講義を聴ききながら、俺は真ま面じ目めにノートを取っていた。メディテ卿とは、ルスキア王国の大貴族メディテ家の若き当主であり、俺やマキアなどの〝魔王クラス〟の行動を記録する者。魔導学校の先生もしているマルチな魔術師だ。

　さて、ルスキア王国のほとんどの魔術師は、精霊と直接契約をしている訳ではなく、精霊の名前の〝威い〟を借りて魔法を行使している。

　ユリシスの様に、直接精霊と契約している魔術師は稀だ。

　たとえ一体でも、精霊と本体契約を結んでいるだけで、白魔術師としての格はぐっと上がると言われていた。

　まあ、俺やマキアは精霊を持っていないので、精霊の名前の威を借りて魔術を使う事になる訳だが、精霊魔法と言うのは本当に面めん倒どうな魔術で、儀ぎ式しきなどの前準備に時間がかかる。

　精霊魔法を使うには、本体契約にしろ名借契約にしろ〝魔法陣コスト〟が不可欠だ。

　白魔術において、精霊魔法に利用する魔法陣の事を〝コスト〟と呼び、あらゆる術に必要な枚数分、ガンガンに消費していく。

　そう言えば、ユリシスもマメに魔法陣を作り溜ためているって言っていたなあ。

　あいつ程の白魔術師になれば、体内にストックできる魔法陣の枚数も桁けた外はずれなんだろう。

　まあ、何が言いたいかと言うと、これほど面倒で気を使う魔術を、マキアが好んで学べるはずも無く。

「おい、居い眠ねむりすんなマキア。メディテ卿がめっちゃ見てるぞ」

「……ん～」

　講義室の一番後ろの席で、マキアと並んで座っていた訳だが、午後の授業になるとマキアは満腹でうつらうつらとし始める。

　常習犯なのでメディテ卿にも目を付けられていて、彼は困ったねえと言いたげな胡う散さん臭くさい笑えみを浮うかべつつ、講義室の階段を上って来るのだった。

「こら、マキア嬢」

「うっ」

　案の定、メディテ卿の持つ分厚い教科書で頭を小こ突づかれ、マキアは頭をさすった。

　メディテ卿は眉まゆを八の字にしながらも、口元に笑みを浮かべていた。

「分かるよ……君の様な偉い大だいな〝王宮顧問魔術師〟様には、俺の講義なんてつまらないだろうと言う事はね。だけどねえ、マキア嬢。俺も君らの事を、レイモンド副王に頼たのまれちゃっているからね」

「す、すみません」

「まあいいや。確かに、白魔術と言うのは色々と厄やつ介かいで、覚えないといけない事も手間も多い。そうだ、たまには気分を変えてみよう」

　メディテ卿は何かを思いついた様に、ポンと手を叩たたいた。

　マキアから俺の方に向き直る。

「ルスキア王国も聖教祭の一件で、東の大陸から黒魔術を輸入する事になった。来年度からは我が校にも黒魔術学科が創設される。先だって、トール君？　黒魔術の申し子である君に、黒魔術がなんたるか、ここで講義してもらえないかな？」

「げ」

　いきなり話をふられて、俺はあからさまに嫌いやな顔をした。

　なんで俺？

　居眠りしたのはマキアだろ！　マキアだって黒魔術師だぞ!!

　当のマキアはあくびをして、俺に救いの手を伸のばそうともしない。

「……はあ、分かりました」

　仕方が無い。主の尻しり拭ぬぐいは俺がするしかない。

　立ち上がり教きよう壇だんの方へ降りていく。

　その時の生徒たちの表情はまちまちだ。

　女子は色めきだち、側そばの友人たちときゃっきゃと騒さわいで落ち着きが無くなっている。

　また、東の出身者が出しゃばるなと言いたげな、機き嫌げんの悪そうな表情の生徒も居る。

　なんだかなあと思いながらも、俺は教壇に立った。

「ごほん。黒魔ま術じゆつは、えー……いわば、対価を必要とする魔術の事です。黒魔術用語では、支し払はらうべき対価の事を〝リスク〟と言います。白魔術の様に精霊の力を借りる事は無く、自らの魔力のみで魔術を使う単純な形式の魔法ですが、その分、自らにかかる負ふ荷かも大きいと言えます。白魔術は魔法陣コストを前もって用意する必要があるのに対し、黒魔術は対価リスクの支払いを後から強要されます」

　片手をかざして、手の甲こうにキューブ形の立体魔法陣を形成する。

　生徒たちは見た事の無い立体魔法陣に息を吞のんだ。

「これは黒魔術の一種〝空間魔法〟で利用する立体魔法陣。白魔術で使う魔法陣とは全く違ちがう代しろ物ものです。空間魔法はその名の通り、空間を構築したり移動したり、位置情報把は握あくも得意とする魔法。ただ無から有を生み出す魔法と言うのは、それに伴ともなう対価も大きく、空間魔法はそれが顕けん著ちよです。正直に言うと燃費が悪いです。よって……あまり使わない事をおすすめします」

「……」

　生徒たち、ぽかん。

　そりゃあそうだよな……自分の使っている魔法を否定しているんだから。

「はい、質問です。顧問魔術師トール・サガラーム」

　勢い良く手を挙げた女子生徒が居た。

　誰だれかと思ったら……マキアだ。

「どうぞ……」

「あなたは空間魔法は対価が大きいと言ったわ。ではなぜ、あなたは空間魔法を使うの？」

「……それは」

　マキアの質問は鋭するどい。当然、俺の魔法を良く知るマキアだからだ。

　とはいえ流石さすがに、この場で「俺が作った魔法だからです」とは言えない。

「対価が大きい分、何かと威い力りよくが大きいからです」

「ではもう一つ。支払う対価とは？」

「……えー……内臓、とか？」

　思わず本当の事をポロッと言ってしまった訳だが、この一言で教室が一気にザワつき、騒がしくなった。

　マキアは奥の席で、腹を抱かかえて笑いを堪こらえている。

　メディテ卿が「[image: う゛]、[image: う゛]ん」と咳せき払ばらいをして、手を叩いた。

「はいはい。静せい粛しゆくに、静粛にー。はい、トール君、ありがとう。黒魔術の凄すごさと恐おそろしさは十分みんなに伝わったと思うよ、うん」

　席に戻もどると、マキアが俺の真面目に取っていたノートの端はしに、意味の無い棒人間のラクガキを描かきまくっていた。

　自分のまっさらなノートに描け、と言いたい。







「トールさんは、この後どうされるの？」

　放課後、クラスの女子数名が俺に声をかけてきた。

「街で有名な喫きつ茶さ店をご存じ？　とてもケーキが美味おいしいお店なのよ。今からそちらへ行くのですけれど、良かったらご一いつ緒しよにどうかしら？　私たち、東の大陸の事にとても興味があるの」

「……」

　俺は少々複雑な表情になる。

「先ほどお話しされていた、黒魔術の事も、もっと知りたいですわ」

「ねー、お話聞きたいわよねー」

　女子たちは息ぴったりな様子で賛同し合い、何かと理由をつけて俺を誘さそう。

　しかし俺には放課後、大切な用事があった。

　何よりマキアがとても面おも白しろくなさそうな表情をしているので、「すまないけれど用が」と言って断るほか無い。

「あら、放課後に何かご用事が？」

「王宮騎き士し団の手伝いをしているので……」

「まあっ！　トールさん、騎士団に入っていらしたの!?　それは素す敵てきですわっ！　ぴったりですわ!!」

「きゃああああっ、騎士ですって騎士ですって」

　女子が手を取り合い、悲鳴に近い声を上げる。

　え、騎士って女の子にそんなに需じゆ要ようがあるのか……知らなかった。

　あんなのただの王宮の使いっぱだろ。

「トール、私、先に帰っているから」

　待ち疲つかれたマキアが、いよいよしびれを切らしたようだ。

　刺とげ々とげしい口調でそう言うと、早歩きで教室を出て行った。

「まあっ、愛あい想そのない口ぶりですわね……」

「田舎いなか貴族だもの仕方が無いわ」

　ヒソヒソと、マキアに対して嫌味を言う女子たち。

　俺たちの居るクラスは主に一六、一七歳の者が揃そろうクラスで、マキアは一人だけ一四歳という一番の年下。

　あからさまな特別扱あつかいだし、またあいつの見た目が生意気そうで、態度がでかいもんだから、気に入らない者も多いだろう。

　急いで鞄かばんを持ち「ではこれで」と無難に挨あい拶さつをした後、教室を出て行ったマキアを追う。

「え～、トールさーん」

　女子の残念そうな声を、背中に聞きながら。










【マキア、教国へ行く。】




　私はマキア・オディリール。一四歳。

　西の大陸を焼いた最悪の魔王、紅魔女の生まれ変わり。




　なぜかしら。

　なぜあいつはあんなにモテモテなのに、私には誰も近寄って来ないのかしら。

　ええい、トール、忌いま々いましい奴やつめっ！

「おい、マキア。待てよ」

「……」

「……妬やいてんのか？」

「はあ？　なんですって？　どの口がそんな事を言っているのかしら」

　トールが生き真ま面じ目めに追いかけてきたけれど、私は可愛かわいげの無い態度で返事をする。

「けっ、けっ。何よ、ちょっとクラスの女子に人気だからって」

「お前なあ。お前はもうちょっと人当たりを良くした方が良いぞ。友達できないぞ。それでなくてもお前は、あのクラスじゃ一番の年下なのに、一番生意気そうに見える」

「ふんだ、良いもん。最悪の紅魔女が良い人そうに見えてたまるもんですかっ」

　私からしたら、むしろトールの気さくさをどうにかしたらと言いたい。

　威い厳げんのあった、かつての黒魔王はどこへ行ったのやら。

　まあ、相変わらずおモテになる様だけど。

「それに、私にはペルセリスも、レピスも居るし。そもそも私から見たら、クラスメイトはみんなガキよ」

「……そんな事を言ってるから」

「ふんだ」

　私はつんとした態度のまま、つかつかと廊ろう下かを進んでいった。

　曲がり角にて、トールの行くべき所とは別の方向へと進む。

「おい、最近王都は物ぶつ騒そうだ。帰りに教国へ迎むかえに行くからな」

　背中から声をかけてきたトール。

　お前は保護者か、とつっこみたかったけれど、まあ似たようなものなので手を振ふって返しただけ。

　そう。最近王都は物騒。

　その件で、トールは騎士団での仕事を手伝っているのよね。




　丁度、校舎を出た中庭で、クラスの男子たちが集まって会話をしていた。

　怪かい人じんの話題の様だった。

「怪人は、王都の南なん端たんの森に居るんだって。目もく撃げき証言があるんだ」

「人なのか？」

「奇き怪かいな格かつ好こうをした男だと聞いた」

「いや、俺は醜みにくい怪物だって聞いたけど」

「水みず浸びたしな姿をしているって聞いたぞ」

　そんな内容。

　確かに今、クラスでは〝怪人〟の話題がちらほらと聞こえて来る。

　最近王都では、不思議な事件が連続して起こっているのだけど、それは異国からやってきた奇怪な姿の〝怪人〟の仕し業わざだと、学校の生徒たちは噂うわさしているのだ。

　きっと、事件に付属して勝手に出来上がった都市伝説みたいなものね。

　地球に居た時にも、口くち裂さけ女の噂とか流行はやったなあ……

「あ、マキア・オディリールだ」

「あいつ、この前Ｂクラスのライアン泣かせたって話だぜ」

「マジかよ。ライアンって言ったら相当な大男じゃないか」

「チビ巨きよ乳にゆうって言われたからぶん殴なぐったって話だぞ」

「うわ、こっわ」

　……ひそひそひそひそうるさいわね。

　男子たちは私に気がついて、ある事無い事言いやがる。

　いや、全部本当の事なんだけど。

　でもぶん殴ったんじゃなくてドングリ爆ばく弾だんを投げつけてやっただけよ。

　あれ、こっちのほうが悪質。

「……はん」

　私は長い赤毛を払はらって、早足でその場を立ち去った。

「くそっ、くそおっ、なんでトールはモテモテなのに、私は凶きよう暴ぼうとか凶悪とか言う噂ばっかり……」

　悔くやしくないもん！　と思いつつ、いつもの事だと思って若じやつ干かん涙なみだ目め。

　私だって美少女でしょう。

　地球の頃ころより、よっぽど見た目には気を使うようになったし、貴族のお嬢じよう様さまらしく苦しいだけのコルセットだって付けてるのに……

　別に非モテなのはどうでも良いけど、トールとの差が悔しい所ね。

「……あ、レピス」

　もんもんと考えながら、魔ま導どう研究機関のすぐ側そばの海沿いを歩き、教国へ向かっていた時。

　気がつくと目の前に、黒いローブを羽織ったレピス・トワイライトの姿があった。

　私はムスッとしていた表情をパッと明るくし、彼女に駆かけ寄った。

「レピス～」

「はい……マキア様」

　レピスは黒魔王の子孫の一人。

　長い黒くろ髪かみと白い肌はだ、涼すずしげな目元の、綺き麗れいな子だ。

　その特とく徴ちようは、やはりトールを彷ほう彿ふつとさせるから、私は彼女を気に入っていた。

「マキア様、王都は物騒です……教国へ行かれるのでしたら、私が付き添そいましょう」

「あら、レイモンド副王様のご命令？」

「そう言う事ですので、どうかご容よう赦しやを。基本は隠かくれておりますので」

「ふふ。何それ……ま、良いわよ」

　レピスは正直だった。

　彼女は憂うれいの籠こもった瞳ひとみで「恐れ入ります」とだけ言って、優ゆう雅がに腰こしを折ったのだった。







　ヴァベル教国に辿たどり着く。

　ここはメイデーアで主流の、ヴァビロフォス系宗派の総本山だ。

　私がこの教国の敷しき地ち内をうろうろしていても、気にする司教はいない。

　大聖堂よりずっと奥にある、黒い大おお扉とびらの向こう側へ進み、長い長い階段を下って行く。

　途と中ちゆうにある、神話の壁へき画がを保管するフロアを出来るだけ見ない様にして、まだまだ降りて行く。

　そんな湿しめっぽい暗がりを抜ぬけたら、爽さわやかで清すが々すがしい空気の中に出た。

「……」

　中央の大樹から落ちる、命の雫しずくの音があちこちで響ひびく。

　ここは聖地ヴァビロフォス。

　中央の大樹の幹を囲むようにして、八つの〝魔王クラス〟の亡なき骸がらを収める棺ひつぎが存在する。

　ただ、本来収められるべきではない少年の遺い骸がいが、一つの棺に収められていた。

　私は聖地に咲さく白い花を摘つんで、二〇〇〇年前の白賢けん者じやと緑の巫女みこの息子むすこである、シュマの棺の前にそっと供える。

　その少年は、青白い顔をして、決して目を開ける事は無い。

「あ、マキアだ！　良かったあ……」

「ペルセリス」

　大樹の向こう側に隠れていたのか、緑の巫女ペルセリスがその根元からヒョイと姿を現した。

　木の根や、苔こけむした大地の上を、慣れた様に踏ふんでこちらにやってくる。

「ごきげんようペルセリス。いったいなぜそんな所に隠れていたの？」

「だって、さっきまでここにユリシスが居たから。また、戻もどって来たかと思ったから……」

　ペルセリスはよそよそしい様子で、伏ふし目がちになった。

「ユリシスと何かあったの？」

「そう……言う訳じゃないけど……でも、ユリシスは多分、私に会いたくないの」

「…………ん？」

　さて、いったいどういった事かしらね。私は顔をしかめた。

　ペルセリスはシュマの棺の前で屈かがんで、寂さびしそうにその子供の顔を見つめる。

「ユリシスね、この子の事、知っているらしいの。いつもここに来て、この子を、じっと……悲しそうに見ていたから」

「……そう」

「ユリシスは私の事も悲しそうに見るの。なぜなのか分からないけど……前みたいに一いつ緒しよに、楽しくお話ししてくれないの。私が近づくと、一歩引いちゃうの。だから、私、ユリシスが来たら、いないふりをするんだ」

　拗すねた様子でぷくっと頰ほおを膨ふくらませるペルセリス。

　ユリシスめ……

　私は片手を額に当て、視線を斜ななめに流した。

「あ、あいつも最近忙いそがしいし。ほら、お、お年とし頃ごろだから……？」

「……そーかな」

「いや、まあ……」

　まあね、ユリシスに限ってお年頃も何も無いと思うけれど。

　むしろ色々な事を、考え過ぎているのだろうけれど。

「ほ、ほら。もうすぐ〝四国会議〟とかいうのがあるんでしょう？　それで気が張ってるのよ」

「そーかな」

　ペルセリスは上うわ唇くちびるを突つき出して、両手の人差し指をちょんちょんとつつき合っている。

　しかし、あちゃあ……これは難しいわね。

　ペルセリスは、二〇〇〇年前の緑の巫女で、ユリシスの前世である白賢者の妻だった。

　だけど、今のペルセリスに前世の記き憶おくは無く、この事を知らない。

「ねえ、マキア。マキアはこの子の事、知ってる？」

　ペルセリスが私に尋たずねた。

「……会った事は無いわ」

「私、なんにも知らないの。でもユリシスにとって、特別なのは知ってる。だって、あんなに泣いてたもん」

「……あなたにとっても、この子は特別なのよ」

「私にとっても？」

「そう。詳くわしい事は言えないけれど、それがあなたとユリシスの絆きずなだわ……」

　私もペルセリスの隣となりに座って、寂しそうにしている彼女を横目に見る。

　ユリシスの恐おそれている事は、分かるつもりよ。

　白賢者だったユリシス。

　その妻の緑の巫女だったペルセリス。

　そして、かつての二人の子供だった、棺に眠ねむる少年〝シュマ〟。

　ユリシスは自分が側にいる事で、ペルセリスの前世の記憶が戻る事を恐れているのでしょう。

　それは、ペルセリスにとって、どれほどの重い呪のろいになるか。

「……ごめんなさい……」

　私は、ペルセリスにも聞こえないほど小さな声で、ポツリと呟つぶやいた。







「ねえ、マキア！　一緒に湯ゆ浴あみをしようよ！」

　そろそろ帰ろうかなと思っていた時、ペルセリスが私の腕うでを取り、提案した。

「教国には、巫女の為ための温泉があるの！　広くて、温かくて、体に良くて、気持ちいいよ！」

「ええ～っ!?　いやいや、王宮にもバスタブくらいあるわよ」

「いいじゃない。私、お友達と一緒に入ってみたかったの…………ダメ？」

　ダメ？　ダメ？　と、何度も聞いてくるペルセリス。まるで子犬みたいな瞳で。

　ペルセリスにしょんぼりした顔をされると、私は駄だ目めとは言えない。

「で、でも……私、レピスをそこら辺で待たせているから」

「じゃあ、レピスも一緒に！　女の子だし、良いじゃない」

　まあ確かに女の子同士だけど……

　レピスは夏でも、鉄てつ壁ぺきの黒いローブを脱ぬがないから、嫌いやがりそうだわ。

「ふう……レピス、聞いてるでしょう？　出てらっしゃい」

　私はため息をついて、どこかに隠れているレピスを呼びつけた。

　スッと、彫ちよう像ぞうの後ろから出て来た、影かげの色に紛まぎれているレピス。

　彼女は珍めずらしく、困ったような顔をしていた。

「ねえ、緑の巫女様が、一緒に湯浴みをしましょうって」

「……正気ですか？　湯上がりほっこりで、王宮へ帰るのですか？　教国はいつから銭湯になったのです」

「なにあんた、焦あせってるの？」

　レピスはいつもより早口。言っている事も少しおかしい。

　冷静沈ちん着ちやくな子だと思っていたのに、こういう面もあるのね。

「せっかくだから、私は入ってくわ。広い温泉なんて、久々だし」

「私は嫌です」

「まあ、そうきっぱり言わないでよレピス。緑の巫女様の命令らしいわよ、ねえ」

　意地悪な顔をして、ペルセリスに反応を求めた。

　ペルセリスは口を大きくＶの字にして、「うん！」と。

　レピスはさらに眉み間けんにしわを寄せた。

「……しかし、私は……脱ぐと凄すごいですよ……っ」

「え、何その発言。あんた大だい丈じよう夫ぶ？」

　静かなるパニック状態のレピス。面おも白しろい。

　ペルセリスが「こっちこっち」と、巫女専用の浴場へと案内した。

　聖地に居た時とは裏腹に、天てん真しん爛らん漫まんな笑顔のペルセリス。

　この子には、やっぱりこっちの方が似合うわね。




「だから言いました……脱ぐと凄いって……」

　私とペルセリスは言葉を失ってしまっていた。

　レピスはいつも黒いローブで体を隠していた。だから気がつかなかったんだわ。

「あんた、手と、足が」

「はい……私は右みぎ腕うでと左の膝ひざ下したがありません。ですから、魔導義手と魔導義足を取り付けています。トワイライトの空間魔ま法ほうでコーティングして作っているものなので、水に浸つかっても特に支障はありません。高性能です」

「いや、そんな高性能とか言われても。なんか……知らずにごめんなさい」

「ごめんなさい……」

　顔を真っ青にして、体に湯浴み用の薄うすい布を巻いた姿のまま謝あやまる私とペルセリス。

　レピスの体は、白くて細くて、至る所に傷があった。

　それだけで、彼女が今までどのような状じよう況きよう下かで生きて来たのか分かる。

　東のフレジールからルスキア王国にやってきたトワイライトの者たちは、北のエルメデス連邦から逃れてきた過去がある。

「仕方がありません。空間魔法のリスクで、体がかじられてしまうのです」

　レピスは自らの体を見て、ぽつりと。

「かじられる、ねえ。トールもいつも血ー吐はいてるけどさ」

「トール様のように膨ぼう大だいな魔力があれば、治ち癒ゆに魔力を費ついやし毎回補う事も出来ますが、私たちがあの方と同じ様に空間魔法を使えば、必ず治癒の追いつかないマイナスの部分が出てくるのです……私の兄なんて、もう体の半分がありません」

「……」

　レピスは当たり前の様に言ってのけているけど、それってとんでもない事よね。

　でも、魔王クラスのトールですら、毎回体を傷つけながら空間魔法を使っているのだから、普ふ通つうの人間が平気のはずが無い。

　それは、何となくわかるわ。




　教国の巫女専用の、聖なる浴場に入るなんて、少し恐れ多い。

　だけど、緑色のタイルが張り巡めぐらされた、白い花の浮うかぶ広い浴よく槽そうは、薬草の匂においが立ちこめ落ち着く。

「……わあ」

　緑色の温ぬるいお湯に足をちょんと付け、ゆっくりと体を沈しずめた。

　染しみいく温かさは、日本で入った温泉を思い出すわ。

「あああ、やっぱり良いわねえ……」

「気持ちいいでしょう？」

　ペルセリスが湯に浮かぶ白い花を掬すくって、私たちの方へかけてきた。

　いつもこんな風に、広い浴槽で一人で遊んでいるんでしょうね。

「……」

　私はレピスとペルセリスを無言で見比べていた。首下から、腰こし上うえ辺りを。

　どことはあえて言わない！

　ペルセリスは私の視線に気がついたのか。

　ハッとして、ぶくぶくと湯に沈んでいく。

「……マキアが何を言いたいのか分かるから」

「え」

「分かってるから！」

　な、何も言ってないのに……

　レピスは無表情のまま、ペルセリスに声をかける。

「巫女みこ様、どうせ私のはいつか無くなります。鉄製になりますから」

「やめてえええっ！　そんなこと言われると羨うらやましがれないでしょう！」

　だが、何がとは言わない。

「大丈夫よペルセリス、これからよこれから」

　私も苦く笑しようしつつ、彼女を慰なぐさめる。

　だが、何がとは言わない！

「でも、マキアだって同じ年とし頃ごろなのに……なんでそんな……」

　何がとはまだ言わない。言えない。

「あ、そういえば～……前にユリシスが可愛かわいいって言っていたアイドル、確か〝貧ひん乳にゆう〟だったわ。あいつって〝貧乳派〟……あっ」

　言った！　言っちゃった!!

　ペルセリスは涙なみだ目め。

「言ったね……」

「いやいやいや、だってこれは……」

　私はチラチラと〝それ〟を気にしながらも、視線を逸そらした。

　確かに、ペルセリスは歳としの割に真っ平ら。彼女もそれを気にしている様。

　でもほら、そっちの方が良いって言う人も居るじゃないですかー……

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって。何となーく、ユリシスの好みは分かるんだけど、小こ柄がら、童顔、貧乳ね。あれ、ロ、ロリコン……？」

　あれ……あいつのイメージが良からぬ方へ。

　品行方正、眉び目もく秀しゆう麗れい、やる事為なす事器用にこなすスーパー賢けん者じやなユリシスのイメージが。

　そう言えば、あいつって地球の頃も、やたら妹に……
















　あ、ペルセリスが若じやつ干かん引いてる。

「そんなの慰めになってないよマキア」

「あはは……はあ、ごめん」

　特に、ユリシスごめん。あんたのイメージ、酷ひどい事になったかも。










【トール、物ぶつ騒そうな王都の事情。】




　俺はトール・サガラーム。

　元煙えん突とつ掃そう除じ夫ふで、元オディリール家の使用人。

　今は王宮顧こ問もん魔術師と言う立場でありながら、魔導学校に通い、魔導騎士団の手伝いもしている。




「はははは、よく来たな顧問魔術師様のくせに！　ていうか本当に入団しない？」

　体格の良い魔導騎士団団長のダンテ・ルークメルトは、俺が騎士団の手伝いに訪おとずれるといつもスカウトを始める。騎士団は今、人材不足なんだとか。

　さて、魔導騎士団の仕事は、この王都で起きている事件を追う事であった。

　聖教祭の事件の後、王都が荒あれる事は予想されていたが、反東派は閥ばつの反乱以外にも何かと事件が起こっている状じよう況きようだ。

　特に最近は、王都で謎なぞの殺人事件が連続して起こっている。

　ここからは少しえげつない話だ。

　四し肢しを切り落とされ食い散らかされたような無む惨ざんな死体が見つかったり。

　大きなハンマーで叩たたき付けられたかの様につぶれた死体が見つかったり。

　町外れの小屋で全身の血を抜ぬかれた女性たちの遺体を見つけた事もあった。

　これらの事件の犯人は、同一人物だと分かっている。

　なぜならそれらの現場には、必ずファンシーな〝カメのカード〟が残されているからだ。





俺様参上!!

救済を望むなら、全すべてを晒さらし、俺様の審しん判ぱんを待て！

化け物どもは最強な俺様がスーパー皆みな殺ごろしタイム☆

あの世でグッドラック!!

p.s.　暑いのは嫌きらい。死体もすぐ腐くさる。早く秋にならないかな。　byエスカ






　読んでいるだけで恥はずかしくなる、中二病をこじらせた感じのメッセージだ。

「また〝エスカ〟か……ふざけやがって」

　事件に関かかわっていると思われる、快楽殺さつ人じん鬼きのイメージのある、通つう称しようエスカ。

　奴やつはどうにもおかしい。

　これらの事件とは別に、まるで自分の存在をアピールする様に、こいつは黄昏たそがれ時どきに王都に現れ、事件を追っている魔導騎士団にちょっかいをかけてくるのだ。

　エスカは魔導武具をいくつか持ち合わせている。

　分かっているだけで、魔導銃じゆう、魔導式ライフル、魔導式バズーカなど。

　俺は一度だけエスカを追いつめ、近きん距きよ離り戦にもっていった事があるが、奴は銃を大型のナイフに換かん装そうし、人間離ばなれした身のこなしでその場を逃にげ切ったのだ。

　大きなフードを被かぶっていたため顔は分からなかったが、奴の殺気は鋭するどく、俺をあざ笑っているかのような口元が印象的だった。

　エスカは魔術師だ。

　ただ、こいつはまさしく動ける魔術師。

　身体能力も高く、それを魔力によって極きわめている。

　いくつもの魔導武具を駆く使しし、大おお掛がかりな魔法を避さける事によって得る身軽さがとても厄やつ介かいだ。

　魔術を使うが、魔術師と言うより軍人か殺し屋のイメージに近い。

　この俺が、奴を前にまだ何も出来ていないのだ。




　さて、またしても王都の商店回かい廊ろうの路地裏で、体の一部の無い遺体が発見されたようだ。

　勿もち論ろん、側そばにカードが残されていたが、綴つづられていたメッセージはいつもと少し違ちがう。





雪国の獣けものたち

四肢を折られて繫つながれた

黒魔王に鎖くさりで繫がれた




深い森のミューサたち

皮ひ膚ふを剝はがれて血を抜かれた

紅魔ま女じよに全部吸われた




湖の精せい霊れいたち

騙だまされて鍋なべで煮に込こまれた

白賢者に缶かん詰づめにされた




ああ怖こわい

扉とびらの向こうに大魔王




p.s.　巨きよ兵へいを倒たおしたと言う王宮顧問魔術師三名に死が近寄っている。




敗れれば、あの世でグッドラック!!　　byエスカ






　ダンテ団長は、見つけたカードの内容を読んで、眉まゆを顰ひそめた。

「これは……北の国の民みん謡ようか……？」

「団長、知っているんですか？」

「メイデーアの三大魔王への皮肉を、子供を叱しかりつける時の唄うたにしたものだ。なるほどなあ、我らが顧問魔術師様を三大魔王に例えている訳だ……あ、三大魔王って今時の子、知ってる？」

「……え、ええ、まあ」

　顎あご鬚ひげをジョリジョリ撫なでて、団長は何か言いたげな様子で俺を見た。

　俺はその視線をまったく気にせず、ただカードの言葉を繰くり返し確かく認にんする。

　正直に言うと、この唄に関して言いたい事は沢たく山さんあった。

　時代と共に、三大魔王の言い伝えが形を変えて行く事は仕方が無い。

　分かっているが、まあ紅魔女の部分は色々と酷いな、うん。

「しかしエスカはいったい、何の為ためにこんな事を……」

　エスカの起こす連続殺人は、儀ぎ式しき的な何かだったりするのだろうか。

　それとも、俺たち〝顧問魔術師〟に対する挑ちよう発はつなのか？

「やはり奴は、北の刺し客かくだろうか。それならば、顧問魔術師に執しゆう着ちやくする意味もわかる」

　団長の言うことも、一理あるが。

「しかし、エスカと一度対面した時の印象としては、どこかの刺客というよりは、個人で動いているような……なんと言うか、自由気ままに戦いを楽しんでいる様でしたけど」

「訳が分からんな、エスカ」

「まあ訳は分からないですけど」

「トール、どちらにしろエスカが真に狙ねらっているのは、君たち顧問魔術師という事だろう。それならば、マキア嬢じようが一番危ないのではないだろうか」

　団長の言葉に、俺はハッとした。

　どんな奴に狙われても、危ない状況に陥おちいるという事が、果たしてマキアや俺たち元魔王にあるだろうか。

　こんな話を始めたらきりがないが、正直エスカは得体が知れない。

「……マキア」

　俺は、訪れつつあった夕暮れの匂においに顔を上げた。

　エスカが俺たちを狙っているなら、確かに一番危ないのはマキアだ。

　確実に、一番狙いやすい。

「ほらっ！」

　団長は大げさに俺の背中を叩いた。

　そのせいで若干咽むせる。

「さっさと行きやがれ！　騎士というものは、本来美しい姫ひめを守る存在だぞ！」

「げほっ……いや……それはちょっと違うような……」

「うだうだ言うな若者が！　ははは、若いな!!　ははは、命令だぞ、はははは」

「……」

　いやあ、若々しいのはむしろ団長……

　とはいえ、これは命令だ。

　俺は騎士団のメンバーから離れ、魔導研究機関に建つ時計塔とうを目印に、黒いマントを翻ひるがえし走った。

　教国までの街かい道どうは、だんだんと人気が無くなり、進む程ほどに静かになっていく。

　黄昏時はとても短く、夕暮れの匂いが緊きん張ちよう感かんを帯びている。

　この時間は、いつも魔力が落ち着かない。

「!?」

　教国の鐘かねの音が鳴り響ひびいた、その時だ。

　街道を走っていた俺の脳天を貫つらぬくような殺気に気がつく。

「エスカッ!!」

　前に〝エスカ〟と対たい峙じした時に感じたものだ。

　感覚のまま、教国の側の研究機関の時計塔を見上げた。

　その一番天てつ辺ぺんに、見たことのあるシルエットが浮うかび上がっている。俺は迷わず叫さけぶ。

「魔導要よう塞さい……〝途切れ橋ブレイク・ブリツジ〟!!」

　半はん透とう明めいのモニターがいくつも俺を取り巻き、指示された通りの要塞の構築を始めた。

　時計塔の方へ伸のびて行く途切れ橋は、捕つかまえた獲え物ものに逃げ場を与あたえない。

　これは行動範はん囲いを限定する魔導要塞。

　物理要素20％、幻げん想そう要素80％の、発動対価リスクの少ない軽い要塞だ。

「捕とらえた！」

　俺はその斜ななめの橋を、エスカめがけて登りながら、腰こしの剣けんを抜いた。

　奴がいくら素す早ばやかろうと、俺が〝途切れ橋〟を発動している限り、橋の上から降りる事は出来ない。

「……」

　エスカは一時キョロキョロしていたが、状じよう況きようを把は握あくしたのか、向かっていく俺めがけて大量の魔導手しゆ榴りゆう弾だんを転がしてきた。なんて単純豪ごう快かいな奴。

　しかしそれは、傾けい斜しやで成り立つ要塞ではなかなか良い攻こう撃げきだ。

「ふざけやがって!!」

　だがこの要塞が、俺の舞ぶ台たいだと言う事を忘れるな。

　転がる手榴弾を目で捉とらえ、全てマーク。

「グリミンド、追加だ！　〝墜おちる角砂糖〟を圧縮造形空間として形成!!」

「対価のお支し払はらいは？」

「いつもの通りに！」

「はいはい、課金課金」

　使い魔グリミンドは俺の側に浮いて、常に魔導要塞のプログラミングをしている。

　マークされた手榴弾は、指示通り全て砂すな粒つぶ程に分解され、角砂糖の様に小さく四角に圧縮された。

　橋を可愛かわいらしくコロンコロンと転がっていく。

「!?」

　エスカは少々驚おどろいたようだったが、角砂糖の間を縫ぬって向かっていった俺の剣を大きなファイティングナイフで迎むかえ討うつ。

　お互たがいの刃はが耳みみ障ざわりな金属音を滑すべらせ、激しく打ち交かわされた。

「マジでビビッたぜ……」

「……は？」

「てめえ、実はすげえ建築家とか？　あれ、橋って土木業だっけ？　ひゃはは」

　初めてこいつの声を聞いた。

　どこか安定感の無い、興奮を抑おさえられないと言うような低い男の声。

　側で見ると、防ぼう弾だんチョッキにフードをかぶっている謎なぞのファッションの〝エスカ〟であるが、フードの向こう側の顔は、いまだに良く見えない。

　大きく弧こが描えがかれた口元の、ギザギザの歯だけが、奴やつの異常な愉ゆ悦えつを伝えてくるのだ。

　俺はこの狂くるった（ファッションセンスの）殺さつ人じん鬼きを冷静に見み極きわめようとした。

　ただ先手は譲ゆずるまいと勢いを付け前に出て、剣を振ふって奴の足場を崩くずした。

　討ち取った……！

　そう思ったが、奴の身のこなしは流石さすがで、崩した足場から体を逸そらせ、足を蹴けり上げ、ブーツの先に魔法陣コストを連ねた。

「第三戒かい・精せい霊れい壁へき」

「な……っ、精霊魔法!?」

　俺の剣がエスカの守護壁に弾はじかれ、高い音が響いた。

　こいつは一いつ瞬しゆんの光を目くらましに、俺の剣をそのまま蹴り上げる。

「!?」

　しまった。

　この手の戦せん闘とうスタイルを持つ魔術師に、一瞬の隙すきは命取りだ。

　しかもこの近きん距きよ離りの状況で。
















　奴は口元の歯をむき出して、大きく笑えみを浮かべている。

　ナイフを銃じゆうに換かん装そうし、俺に銃口を向けていた。

「橋の足を折れ！」

　俺は叫さけび、グリミンドは了りよう解かいする。

　橋を支える足が一つ斬きり落とされ、安定感を失った橋は一瞬大きく上下に揺ゆれた。

　銃声が聞こえたが、その弾だん丸がんは斜め上の方へ放たれ、空を切った。

　ふわりと落ちる感覚に、エスカは一瞬怯ひるみ、体勢を立て直そうと俺から間合いを取る。

　緊張感の走った戦闘に、一瞬の息いき継つぎが設けられたようだった。

「チッ……なんっつー、欠けつ陥かん建造物だよ。もうちょっと魔力かねかけて造れっつーの」

「悪いな……建設途と中ちゆうで放ほう棄きされた橋っていう設定だから。資金不足で」

「世せ知ち辛がらいなあ、おい」

　グワングワンと揺れる足場が、やっと大人しくなってきた。

　俺はエスカの行動を目の端はしに捉えながらも、地面に落ちた剣を取る。

　……何なんだこいつ。

　精霊魔法を使っているくせに、精霊の姿が見えない。

「ひゃはは。流石は連邦の巨きよ兵へいを倒したっていう顧問魔術師の一人だな。愉快愉快、こりゃあ、裁きがいがありそうだ。他の二人もこんな感じなのか？　あ？」

「……てめえ、自分のやってきた事を差し置いて、人様を裁く権利があるのかよ」

「はあ？　ムキになってんじゃねーよ。ほんと、南の奴って温ぬるすぎるってもんだぜ」

「……」

　南の奴？　やはりこいつは、他国の者なのか？

　ハッとしたのは、どこからか空間の割れて行く音がしたからだ。

「あわわわ、トール様、先ほどの角砂糖たちが!!」

　グリミンドの慌あわて様から、俺はとっさに振り返った。

　傾斜の下に転がり落ちたはずの、先ほどの手榴弾角砂糖が割れ、中から小さな黒いカメが出てくる。

　まるで卵から孵ふ化かしたかの様に。

「げ」

　青ざめた。なんて状況に不ふ釣つり合いな光景だ。

　エスカは豪快に笑って、命令。

「さあ、黒海うみ亀がめのブラクタータ!!　空間を食っちまえよ！」

「「「「アイアイサー」」」」

　生まれたばかりの小さなカメたちは、それぞれ高い声で返事をすると、そこら中の空間をかじり始めた。

「な、なにっ」

「どーうだ、ビビったか!!　ひゃははは」

「お前……いったい何者なんだ……」

　今まで自分の作った魔導要塞が、精霊魔法によって食われるなんて事は無かった。

　白賢けん者じやの精霊魔法ですら、あり得なかった事だ。

「トール様、空間のあちこちに歪ゆがみが！」

「……クソッ！」

　俺は目の前にモニターを開き、この要塞の解除アイコンを叩たたき割るようにして押す。

　瞬間、ふわりと、宙から地面へとまっしぐらな感覚。

　橋が解除され、俺たちは空に放ほうり出されたのだ。

　落ちる前に四角い浮うき足あし場を形成し飛び乗るが、エスカだけは大の字で落ちていく。

　相変わらずギザギザの歯をむき出しに、狂きよう気きじみた笑みを浮かべながら。

「……エスカ」

　奴の、フードの中の瞳ひとみがちらりと見える。

　鋭するどく光る、獲物を見定めた瞳。奴はまさに狩人かりゆうどだ。

「俺様の審判ジヤツジを待て!!　グッドラック!!　ひゃーははは!!」

　落ち際ぎわに痛々しい捨て台詞ぜりふを吐はき、エスカは落下直前で足先に魔法陣を描かき、一回転して見事に着地。

　そのまま暗い路地裏へと消えた。

　俺が地上に降り立った時には、奴の影かげはどこにも無かった。

「……っ」

　突とつ如じよ、横腹を襲おそう血肉を抉えぐられたような痛みに顔を歪め、民家の壁かべにもたれかかった。

　嫌いやな汗あせが流れて行く。

　巨兵を倒たおした時より随ずい分ぶん軽い要塞を選んだが、魔導要塞のリスクは大なり小なり襲ってくるのだ。

　しかしすぐに、体内で治ち癒ゆ魔法が働き、かじられた僅わずかな体は修復し始めた。

「……はあ」

　エスカ……あの男は正直危ないし、侮あなどれない。

　精霊魔法を使う者は、この国では珍めずらしくないのだが、ユリシスの使うスタンダードな精霊魔法とは違ちがう感覚を味わった気がした。

「あいつ……あいつは危険だ。マキアが危ない……っ」

　歯を食いしばりながら痛みに耐たえ、俺は立ち上がり、教国の方へ向かって歩いた。







　なんとか教国へ辿たどり着いたが、出て来たマキアの姿に、ぽかんとしてしまった。

「……なんで湯上がりほっこり……？」

「あれ、分かる？」

「……火ほ照てってるし、髪かみも少し湿しめってるじゃないか」

「あんた注意深いわね」

「……」

　正直、拍ひよう子し抜ぬけだ。

　あんなに心配したのに、マキアは何も知らずにほかほかした姿でいるのだから。

　安心はしたが、脱だつ力りよく感かんに襲われ一度がくんと項うな垂だれた。

　まあ、何かあったより良いんだけどさ。

「……何かいい匂においがするな……薬草みたいな」

「薬草風ぶ呂ろだったのよ。あんな大浴場、久々に入ったわ。……ね、レピス、気持ちよかったわよね」

　マキアは上じよう機き嫌げんで、後ろに控ひかえるレピスになげかけた。レピスも同じような湯上がりの様子で、思わず「お前もか」とつっこむ。

　レピスはこくりと頷うなずいた。

「巫女みこ様に命令され、一いつ緒しよに入浴しました」

「そりゃあまあ、可愛らしい命令で……女子三人か……」

　ふーん、女子三人で湯ゆ浴あみねえ。

　あれ、さっきまで痛かった体が、あまり痛くなくなってきたぞ。

「あんた、今なんかいやらしい事考えたでしょう」

「えっ……何？　ああ、痛いってえなあもう……まったく……。さっきちょっと魔導要塞使ったから、脇わき腹ばらが痛い」

　マキアに指し摘てきされ、慌てて説明口調で腹をよじる。

　彼女はじとーっと、俺を探さぐる様に見ていた。

　やがて心配そうな表情になって「何よそれ大だい丈じよう夫ぶなの？」と脇腹あたりをのぞく。

　つつく。やめろ。

「別にたいした事は無い。もう、治ち癒ゆの術式が働いている」

「そうなの？　ほんと、あんたたちの魔法は大変ね。さっきのレピスにしても」

「レピス？」

　マキアの後ろに控ひかえるレピスは、それ以上言うなと言いたげな様子で、スッとマキアに視線を流した。

　無言の圧力を感じたのか、マキアは話を逸らす。

「と、というかトール。あんた魔導要よう塞さいを使ったの？　いったいどうして」

「ああ……さっきここの側そばで、仕事をしてたからな」

「魔導騎き士し団の？」

「そうだ。今の王都は本当に物ぶつ騒そうだぞ。マキア、極力一人で外出はするなよ」

「何かあっても、私は自分で何とか出来ると思うけど……」

「それはいけません、マキア様」

「……？」

　一歩引いた所から、レピスがはっきりと口を挟はさんできた。

「あなたは〝力を使わない〟事に意味があるのです」

「……どういう事？　レピス」

「エルメデス連れん邦ぽうは、既すでにこの国へ刺し客かくを放っているでしょう。国を開きつつあるルスキア王国に、この侵しん入にゆうを拒こばむ事は難しい。敵は探します……巨兵を倒したあなたたち顧こ問もん魔ま術じゆつ師しを……」

「……」

「きっと力を知りたがります。ユリシス殿でん下かの精霊魔法や、トール様の空間魔法は、既によく知られた魔法ですが、マキア様の命令魔法は、誰だれに伝わったものでもない、あなただけの魔法……それはルスキアの強力なカードです。知られては意味が無い。あなたは、魔力が高いだけの無力な少女を演じるべきです」

「……それって……」

　どういう事？　と言いたげなマキアの顔が、俺を見上げる。

「レピスの言う通りだ。それが、レイモンド副王の意志でもある。お前は、力を隠かくせ」

　俺もこの件についてはレイモンド副王から頼まれていた。

　レピスも俺の言葉に続けた。

「そのかわり、私やトール様が、マキア様をお守りいたします……いえ、トール様は他にも〝色々〟とお忙いそがしいので、私がお守りいたします」

「あれ、なんか言い方に刺とげが。何その色々って」

「……魔導騎士団の事ですが？　ほかに何かあるのですか？」

　レピスの嫌いや味みと、色々の意味についてはともかく。

　マキアは公おおやけでの魔法禁止令に、少々納なつ得とくしていない様子だった。

　ただ、ハッと思い出したように、また俺を見上げる。

「ねえトール……ユリシスと、ペルセリスの事、知ってる？」

「は？　いや、何を？」

「あの二人、今、少しぎくしゃくしているみたいなのよ……」

　その一言で、俺は何となく察した。

　今、ユリシスとペルセリスを取り巻く複雑なものを。

「ユリシスね……最近ペルセリスの事を避さけてるみたいなの。自分が側にいると、あの子が記き憶おくを思い出すかもしれないって思っているのよ、きっと」

「……」

　マキアは心配な様子で、胸の前で自らの手を握にぎっている。

　彼女の複雑な表情を、俺は見み逃のがさない。

「ま、あいつならそう考えるだろうな」

「ねえ、いいの？　このままで」

「俺たちがどうこう言える問題じゃねえだろ」

「……そ、それはそうだけど」

「それに、前世で結ばれた者と、現世でも結ばれるべきって言うわけじゃないしな。前は前、今は今……あとは本人たち次し第だいだろ」

　俺がそう言うと、マキアは何とも言えない表情で俺を見上げた。

「あんたはあっさりしてるのね。まあ、奥さんいっぱい居たしね、いっぱい」

「嫌味か」

「……だって」

　マキアは少しばかりムッとして、項うな垂だれる。

　何かを言いかけて、やめたようだった。








第二章　夏なつ風邪かぜと水の腕うで









【トール、魔導回路システムのエンジニア。】




　俺はトール。

　早朝、マキアを起こしに行く前に、俺は魔導研究機関にある〝魔導回路システム研究所〟へ訪おとずれる事がある。

　魔導回路とは、フレジール王国がこの国に持ち込んだ最新の魔導術式の事で、これを利用した魔導波塔システムタワーの建造が、この国では急がれている。

　魔導回路システムの研究には、フレジールからやって来たトワイライトの一族の者たちが携たずさわっていて、俺もしばしば研究に参加するのだった。

「あ、トール様だ！」

　研究所にやってくると、早朝にも拘かかわらず元気にこちらに駆かけてくる少女が一人いた。

　長い黒くろ髪かみを低い所で二つに結ゆって、トワイライトらしい黒いローブを羽織った少女だ。

　マキアより、一つか二つ年下だったか。

「よお、キキルナ。順調か？」

「うん。何事も順調よ？　きゃははっ、私って凄すごいんだから。魔導回路を書き込むのは、誰よりも速いの！　もうほとんど終わってしまったんだから」

「……そうだな。お前は凄いな」

　褒ほめると、少女はニッと目を細めて喜ぶ。

　彼女の名前はキキルナ・トワイライト。

　小生意気な所もあるが、素す直なおで愛あい嬌きようのある娘むすめだ。

　一族の祖である黒魔王の俺に、その力を認めてもらいたい様で、俺を見つけると急いで側に寄ってきて何かと報告してくるのだった。




　魔導波塔システムタワーは、魔導研究機関に元々あった古い塔を利用して再建築されている。

　フレジールから基き礎そを持って来ただけあって、もうほぼ完成しているようだ。

　俺も少し手伝ったが、たった数ヶ月で早いものだな。

「トール様、もうすぐ四国会議があるでしょう？　その時ね、魔導回路システムの試運転をするのよ？　知ってる？」

「ああ、そう言えば前に、ユリシスがそんな事を言っていたな」

「ちゃんと作動するか見ていてね、トール様」

「分かってるよ」

「魔導回路は凄いのよ？　フレジールには既におっきな魔導波塔システムタワーがあるけれど、これがあると空間魔法がとても使いやすくなるの。きゃはははっ、魔法がね、繫つながっていくんだよ」

「魔法が繫がっていく？」

「そう。〝ネットワーク〟が出来るんだよっ。きゃははは」

　キキルナは自分の手がける魔導回路に、随ずい分ぶん自信がある様だった。

「……キキルナ」

　ふと、背後から澄すんだ声が聞こえた。

　システム管理室にレピスがやってきた様だった。

「あ、レピス姉さん。なーんだ、せっかくトール様とデートしてたのに」

「……デートって」

　小生意気な事を言う奴やつだな。

　レピスは打って変わって冷静な口ぶりだった。

「キキルナ、そのような事を言っていると、マキア様に叱しかられてしまいますよ。それでなくともトール様は元黒魔王。気をつけていないと取って食われます」

「失敬な。お前の中で、俺のイメージはあまり良くない様だな」

　淡たん々たんとしたレピスの瞳ひとみには妙みような威い圧あつ感かんがあるが、キキルナは「やだーっ」と両りよう頰ほおを手で覆おおって、どこか乙女おとめチックな表情。

「トール様、そろそろマキア様の起き床しよう時間ですが？」

「おっと。そろそろか、帰らないと」

　時計を確かく認にんして「じゃーな」とキキルナの頭にポンと手を置き、この管理室を出て行く。

「また来てねー、トール様ー！」

　キキルナが大げさに手を振ふっていた。







　魔導研究機関を出て、教国の中を横切って歩いていた時、たまたま大聖堂から出てきたユリシスと出くわした。

「おい、ユリシス」

「……トール君」

　ユリシスは驚おどろいていたが「研究機関に行っていたの？」と事情を察するのは早い。

　こいつも四国会議の準備で、忙しくしているようだった。

「なんだお前、ペルセリスに会いにきたのか？」

「……はは。また会えなかったけれどね」

「また……？」

　そう言えば、前にマキアが、ユリシスとペルセリスの事を気にしていたっけ。

「マキアが心配していたぞ。お前とペルセリス、いったいどうなってんだよ」

「……」

　ユリシスは少々黙だまり込んで、小さく笑った。

「可笑おかしいだろ。この僕が、あんなに小さな女の子相手に、何も言えなくなっちゃうんだ。何を言っても、彼女の記憶に影えい響きようを与あたえてしまうんじゃないかって、心配してしまう」

「……なぜだ。ペルセリスはお前の妻だった、緑の巫女みこの生まれ変わりだろ。お前は自分の事を、前世の妻に思い出して欲しいとは思わないのか」

「思うとも」

　この時ユリシスは、低い声で即そく答とうした。

　以前は、思い出してもらえなくても良い、彼女を見守る事が出来ればそれで良いと言っていたのに、あの時とは明らかに違ちがう反応だった。

「だけど、無理だ。彼女が僕の事を思い出してしまったら、同時に酷ひどく残ざん酷こくな事まで思い出してしまう。ずっと記憶を抱いだいて生きてきた僕らとは違う。残酷な記憶を、前まえ触ぶれも無く突とつ然ぜん思い出して、彼女が耐たえられるかなんて……僕には分からない」

　ユリシスの表情は暗く、思ってた以上に思おもい詰つめている様だ。

　俺は難しい表情になる。

「でも、良いのかよ。俺だって知っているぞ。四国会議が終わったら、教国で、緑の巫女の花はな婿むこが決まっちまうんだろ？　なにもかも手て遅おくれになっちまうぞ」

「……」

　俺の言葉に、ユリシスは少しばかり空を仰あおいだ。

　何を考えているのか……

「と言うか、良いのかいトール君。そろそろ、マキちゃんの起床時間でしょう？」

「あ、やべ」

「じゃあね、トール君。忙いそがしくしているようだから、体には気をつけて」

「それはお互たがい様だろ」

　俺はユリシスに上手うまくかわされてしまった訳だが、そもそもなぜ俺がマキアを起こさなければならないのか……なぜこれが公認事じ項こうなのか……

　解げせないと思いながらも足早に王宮へ向かう。

　ユリシスはしばらく、大聖堂の前に突つっ立っていた様だった。







「おい、マキア、いつまで寝ねてるんだ。もういい加減自分で起きろって何度言ったら……」

　研究機関から帰ってきて、いつものように文句を言いながら彼女の部屋に入った。

　その時の、むわっとした蒸むし暑さに思わず後ずさる。

　蒸し暑さっていうか……なんだこれ、サウナ？

「う……うう……[image: う゛]ーん……」

　ベッドの中で、マキアが唸うなっている。

　こんなに蒸し暑い部屋だというのに、分厚い布ふ団とんをかぶって寝ているのだから、うなされるのも無理は無い。

「おい、大だい丈じよう夫ぶかマキア」

　何となくヤバい、と思って、その分厚い布団をはがす。

　するとやはり、汗あせだくのマキアが現れた。

「馬ば鹿かか。空調ラクリマもつけないで」

「うう～トール～」

　マキアは目を覚ましていたが、ベッドから起き上がる事もできないほど、弱っていたようだ。

　湿しめったネグリジェは、彼女の体にぴったりとくっついている。

　また彼女の頰も火ほ照てっている。

「頭が痛いよ～、だるいよ～」

「は？　もしかして夏風邪でもひいたのか」

「昨日からおかしいのよ。空調ラクリマをつけて寝たんだけど、凄く寒くなったり、全然効かなかったり……また極ごつ寒かんになったり、暑くなったり」

「……」

　俺はあわてて、空調ラクリマの装置を確かめに行った。

　それは既すでに、どのスイッチを押しても機能しない。

　要するにぶっ壊こわれているのである。

「……あちゃあ、お前これ、壊れているぞ」

「どーりで。寒かったり、暑かったり……」

「馬鹿か。異常に気づいたらさっさとスイッチを切って、王宮の使用人にでも言えばよかったんだ」

「ベッドから出られなかったのよ……」

「本当に面めん倒どくさがりだな！」

「あうう……あんまりぐちぐち言わないで。頭が痛い」

「……」

　マキアは、おそらく夏風邪をひいたのだろう。

　彼女の額や頰に触れると、熱っぽく感じた。

「トールの手が冷たい……」

「そりゃあそうだろう。お前、熱があるぞこれは」

「私、私……あまり病気ってしないんだけど、一度かかると結構重くなっちゃうのよ……」

「知っている。血液が特とく殊しゆな、お前の体質のせいだ。治ち癒ゆ魔ま法ほうでもどうにもならない」

「うう～トール～。熱いよ～頭が痛いよ～、死んじゃうよぅ」

「死ぬかっ。普ふ通つうの人間の風邪と同じだ。しっかり寝て、血液の魔力が落ち着くのを待つしか無い」

「へっくち」

　頷うなずくより先に、マキアはくしゃみをした。

「ああもう、寝ね巻まきが汗だくだから……」

　今は暑いが、空調の調子が悪かったという事は、汗をかいた後に体が冷やされたりもしたのだろう。

　安定しない室温ほど厄やつ介かいなものは無い。

　俺は慌あわてて、着き替がえのネグリジェとタオルを持ってきた。

「ほら、着替えろ」

「うー……」

　マキアが唸りながら起き上がり、ネグリジェを豪ごう快かいに脱ぬごうとした。

　しかしその途と中ちゆうで力つき、何とも言えない格かつ好こうでベッドに倒たおれ込む。

「ああ、もうっ」

　仕方の無い奴だ。

　俺はマキアの中ちゆう途と半はん端ぱに脱いだネグリジェを剝はぎとり、適当に体の汗を拭ぬぐう。

「ほら、両手を上げろ」

「うー」

　言われるがままに両手を上げるマキアに、かぶせるようにして代わりのネグリジェを着せた。

　まるで親と子だ。何をやっているんだ俺は……

　こいつはあまり病気をしない分、いざ体調が悪くなると自分一人では何も出来なくなる。

「ほら、ちゃんと布団をかけろ。窓を開けて空気を入れ換えよう……今日は学校へは行けないな」

「……トールは？」

「俺は行くが」

「うぅ～……っ、あんたがいない間に私が死んじゃったら、どーしてくれんのよぉ」

「死ぬか」

　マキアは極きよく端たんだ。

　ため息をつきつつ、彼女に布団をかけてやる。

「あつい……」

「窓を開けよう。それでも暑かったら、空調ラクリマに頼たよるしか無いが……壊れてんだよな。後で、取り替えてもらおう」

　顔を真っ赤にしているマキア。

　夏風邪は馬鹿がひくもの、と、日本では言われていたが……

「……みず」

「ああ、はいはい」

　マキアが水を所しよ望もうした。

　俺は水差しからグラスに水を注つぎ、マキアを起こしてやって、飲ませる。

　コクコクと水を飲んでから、マキアはまた横になった。

　掛かけ布団を顔の下まで持っていってやる。

「トール……もう行っちゃうの？」

「ああ。そろそろ行かないと、学校に遅おくれる。今日は野外実習だ。メディテ卿きように実習の手伝いを頼たのまれているんだよ」

「……」

「ほら、もう寝ろ。寝ないと良くならないぞ」

「はん。どうせクラスの女の子たちに、オレの考えたさいきょうのまほうでも見せつけるんでしょう……」

「は？」

「いちにちのじゆうを……たんのうするといいわよ……」

「お前は何を言っているんだ？　頭がやられちまったのか？」

「あーあつい」

「バカ、布団を剝ぐんじゃないっ！」

　暑い暑いとうるさいので、わざわざ空調ラクリマも取り替えてもらってから、彼女の世話を王宮のメイドに頼んだ。

「ああああああああ、トール～トール───っ!!」

「うるさい！　子供か、お前は！」

　俺が部屋を出て行こうとすると、急に暴れるマキア。

　側に信しん頼らいのある人間が居なくなる事への不安からか、何なのか。

　そうは言っても、俺まで学校を休む訳にはいかなかった。







「へえ、マキア嬢じよう、夏風邪をひいてしまったの？　魔王クラスでも病気になるんだねえ」

「当たり前です。俺たちを何だと思ってるんですか……」

　実習を行う林へ向かっている途中、メディテ卿とマキアについて話していた。

　メディテ卿は「魔王クラスも病気になる」と、どこからとも無く取り出したノートにメモをしている。

「ユリシス殿でん下かに治癒魔法を施ほどこしてもらえば良いのに。ルスキア王国の医い療りよう魔法や薬学魔法は発達しているから、殿下でなくとも良い治療はあるけれど」

「それが、マキアの夏風邪は特別なんです。魔法でどうこうなるというよりは、彼女の体内で暴走している血液内の魔力が落ち着くのを、待つしか無いというか……」

「へえ、面おも白しろいねえ」

　メディテ卿は興きよう味み津しん々しんという様子である。

　マキアが床とこに臥ふせっているというのに、楽しそうな顔しやがって、このおじさん……




　辿り着いたのは、魔導学校から少し歩いたところにある林である。

　ここはよく学生たちの実習場となっている。

　大きな湖もあり、今日はここで名借契けい約やくを行ったばかりの水や草木の精せい霊れいで、自由に魔法を扱あつかってみるのが目的だ。教室ではなかなか出来ないからな。

　すでに学生は、林の木々や湖の水にて、自身の魔法陣コストを展開。魔法を使って調子を見ている。

「はいはい、魔法は人に向けて使ったらダメだよ。周囲に気をつけて。ほらそこ、はしゃがない」

　メディテ卿は手をパンパンと二度ほど叩たたいて、ちょっとした魔法を向け合って遊んでいる男子に注意した。

「……俺もやるか」

　ここでは一応、俺もただの生徒ではある。

　木の根元に座り込んで、〝水の精霊ウォテール〟の名を、魔法陣に書き込む。

　一枚の魔法陣は宙に浮うかび、俺の目の前で水の輪を作った。

「楽勝だな」

　このくらいなら、魔法慣れした俺くらいになると、やった事がなくとも勝手が分かる。

　あまりに簡単にできるので、俺は自身の空間魔法とどうやって組み合わせて使おうかと考え始めるのだ。

　もう片方の手の甲こうに、キューブ形の空間を浮ふ遊ゆうさせる。

　その中に、水を閉じ込めてみたり……

「まあ、これが何の役に立つのかって話なんだがな……」

「……何をぶつぶつと言っているのです？」

「いやな。昔もこうやって、無意味と思われる事をやりながら空間魔法を開発……って」

　木の後ろから聞こえた、いやに澄すんだ声。

　振ふり返ると、黒いローブと長い黒くろ髪かみがちらりと見える。

「なんだ、レピスか」

「……私で申し訳ありません」

「いや、別に悪いとは言ってないけど」

　レピスがここに居る事に違い和わ感かんを覚えたが、彼女はその場にとどまっていた。

「何の用だ」

「トール様の護衛でございます」

「お前はマキアの護衛じゃなかったか？」

「マキア様には別の者がついております。先ほど、騎き士し団が得たエスカのカードに、〝黒髪の顧こ問もん魔術師ぶっ殺す〟、なるメッセージがあったもので。私としては、トール様の護衛など不要だと思ったのですが……レイモンド副王は、エスカがあなたに接近する事を見込んで、私を遣つかわしました。できるだけ隠かくれておりますので、無視してください」

「お前の刺とげ々とげしい言葉が、無視する事を許さない」

「素す敵てきな言い回しですね？」

「……」

　レピスとの会話は、毎回こんな感じだ。

「お前って、マキアには激げき甘あまだけど俺には刺々しいな。仮にも俺、お前の先祖だろう」

「……そうですね。なぜでしょう。トール様にはつっこみたくなります。若じやつ干かん厳しめで」

　レピスは真ま面じ目めに考え込んでいる。

　見た目こそ儚はかなげな美少女で、大変俺にそっくりだ。

　ただレピスは、俺が宙に浮かべているキューブ形の水入り空間に、少しばかり興味を示した。彼女にしては珍めずらしくしゃがみ込んで、凝ぎよう視ししている。

「何だお前。興味があるのか」

「それは……もちろん、私も空間魔ま術じゆつ師しの端はしくれですから」

「トワイライトの一族は、精霊魔法は利用するのか？」

「いいえ……我々はあまり精霊魔法に詳くわしくありません。元々、精霊魔法は南の大陸と東の大陸で主流とされている魔法ですし」

「北の大陸は、まだ黒魔術が主流なのか？」

「そうですね」

　俺は、二〇〇〇年前の北の大陸に思いを馳はせる。

　そう、黒魔王と呼ばれていた時の事を。

　俺は北の大陸で、魔族の国〝アイズモア〟の王をしていた。

　それ故ゆえに、人々に魔王と呼ばれていたのだ。

　あの時代、魔族たちは人々に虐しいたげられ、魔族狩がりが横行していた。

　黒魔王は人の子でありながら、魔族を保護し、最北の極ごつ寒かんの地の、雪と氷と谷しかない場所に、魔族たちの理想郷を築いたのだった……

　自分で言うのもなんだが、黒魔王は〝弱き者〟を救いたかったのだ。

　世間では忌いみ嫌きらわれていた者を、〝魔族〟〝人〟関係なく迎むかえたし、それこそ様々な理由で居場所の無い者の、拠より所となる国を作りたかった。

　その中に、自分の妻になった女性も、時代ごとに複数名いた。

　だから黒魔王はハーレム魔王とか言われるけど……いや、まあ、黒魔王って二〇〇年も生きてたから！

「なあ、トワイライトの一族は黒魔王の子孫なんだろ？　黒魔王の、どの〝子供〟から繫つながる一族なんだ？」

「スクルート・アイズモアの血系です。黒魔王様と、正妻シーヴの間に生まれた……。黒魔王様の亡なき後、スクルートの息子むすこがトワイライトの一族を築き、今に至ります」

「ああ、やっぱりな」

　スクルートか。

　黒魔王と正妻〝シーヴ〟の間に生まれた息子だ。そんな気はしていた。

　何となく、レピスにも正妻シーヴの面おも影かげがある。

　シーヴは、黒髪黒目の美しい娘むすめだった……が、俺にはなかなか厳しい妻でもあった。

「そういえば、トワイライトは面白い魔導装置を持っているよな。ほら、空を高速で自由に移動する……」

「宙移動装置ですか？」

「そうそう。お前もあれを使って移動しているだろう？　持っていたら、俺に見せてくれよ。あれ、格かつ好こういいよな」

「……」

　レピスは自らのローブをもちあげ、履はいていた黒いブーツの、ちょうど足の側面あたりにくっついていた、クリスタルの立方体を取り外す。

「こちらですが」

「ほお……よく出来ているな」

　それを手のひらで転がし、まじまじと観察する。

「これ、どうやって……おお、勝手に足にくっつくのか」

　側そばの木を支えにして足の側面に近づけると、それはまるで磁石のようにくっついた。

「作動は簡単か？」

「ええ……ビュンと飛んで、シュンシュンと移動するだけです」

「……お前、あまり説明は得意そうじゃないな」

　真面目な顔して面白い事言いやがって……

　レピスがトワイライトの一族の中で、唯ゆい一いつエンジニアっぽい事をせずに、俺たちの護衛についているのが分かった気がした。

「これ、少し貸してくれよ。試ためしてみても良いだろう？」

「ええ……お気に召めしましたなら差し上げます。スペアはいくつもありますから」

「おお、気前が良いな」

「……トール様も、向こうで遊んでいる男子生徒とそう変わりないですね」

「まあ確かに」

　魔法を使ってはしゃいでいる男子とそう変わらず、俺も、子孫の作り出した魔導装置に心躍おどらせていた。

「……トール様、トワイライトの魔法に興味があるので？」

「おかしいか？」

「だって……トール様からしたら、我々トワイライトの魔法はお遊びのように見えるでしょう？」

「そんな事は無い。空間魔法は俺が作ったとはいえ、トワイライトの魔法は現代的で進んでいるし、使い勝手が良さそうだ。何より燃費が良いよな」

「……そうですか」

　レピスは少しばかり口元をほころばせた。

　本当に、少しだけ。そんな風に見えた。

　しかしすぐに、いつもの淡たん々たんとした表情に戻もどる。

「あの……トール様」

「なんだ？」

「……黒魔王様はなぜ〝空間魔法〟を作り、〝魔族〟の国を作ったのですか？」

　いきなり、レピスは俺に質問した。珍しい。

　俺を見上げるレピスの黒い瞳ひとみからは、少しばかり強い意志を感じる。

「それは……」

　どう答えたものかと考えていた時。

　湖の方から突とつ然ぜん響ひびいた悲鳴に、俺やレピスはすぐに反応する。

　異変はすぐに分かった。

　林の湖の水が柱を作って、意思のある生き物の腕うでのようにうねり動いていたのだ。

「あれは」

「エスカでしょうか……」

　俺は水の柱から目を逸そらす事無く、腰こしに差した剣けんを抜ぬく。

　これは、レピスに貰もらった宙移動装置を試す良い機会かもしれない。

　一つの浮うき足あし場を跳とび台のようにして、一いつ瞬しゆんで宙の高い所まで移動してみる。

「おお……確かに、ビュンと飛んで、シュンシュン移動するしかねーな」

　レピスの説明は、実のところ的を射いていたようだ。

　この宙移動装置は、魔力がありコツさえつかめれば、自在に空中を移動してくれる。

「!?」

　水の腕が、林を薙なぐようにして女子生徒をつかみ取り、水の中に引き込もうとした。

　甲かん高だかい悲鳴が響く。

　俺は急降下し、水の手首を真横から切り倒たおし、落下する女子生徒を抱かかえて助けた。

　弾はじけた水が雨のように降り注ぐ。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

「は……はい……っ」

　女子生徒に怪け我がは無いか確かく認にんした所、彼女は頷うなずきつつ一瞬で赤面し、顔を手のひらで覆おおった。同時に地上では、別の黄色い悲鳴が響いた。

　しかし俺の視線は、真下の湖にある。

　敵は斬きり口くちをボコボコと震ふるわせ、腕の再生を始めていた。

「……？」

　ただ、俺はその再生に妙みような違和感を覚えた。

　精霊魔法による水操作だと思っていたが、魔法陣コストが現れない……？

「先生危ないですってば！」

「ま、待ちたまえ今良い所なんだから。ふははは」

「死にますよあんた！」

　地上に居るメディテ卿きようが、一番近い所で夢中になって観戦し、ノートに何かを書き留めているようだった。生徒たちに引っ張られている……

　だがメディテ卿は、ただ観戦するつもりは無いようだ。懐ふところから取り出した煙管キセルを杖つえのようにふるって、精霊魔法の魔法陣を一枚形成し、氷の精霊シャーレイの名の下もとに湖を端から凍こおらせる。

　そう、精霊魔法とは魔法陣が現れて初めて使えるものだ。

「氷の精霊魔法……？」

　これは良い援えん護ごだった。

　湖の水の供給が止まり、中ちゆう途と半はん端ぱに再生した腕の付け根を狙ねらって、宙移動装置を滑すべらせ切り落とす。

　直後、切り落とした腕を立方体の空間の檻おりに閉じ込め、ぐっと手を握にぎりしめた。

　空間ごと圧縮された水の腕は、そのまま消えて無くなる。瞬間、青い光が弾けて消えた。

「……」

　水の腕は再生する事もなく、湖は完全に凍り付き沈ちん黙もく。

　湖の真上から、目を凝こらすが……

「きゃあああ、きゃあああっ、トールさん素敵───!!」

　地上の女子たちの声があまりに大きくて、いまいち集中できない。

　だが、湖に魔力の気配は残っていないようだった。

「……!?」

　僅わずかにこちらに飛んできた殺気をたよりに視線を流すと、研究機関の時計台の上に〝エスカ〟の姿を見た。

　奴やつはにやりと歯を剝むき出しにして笑い、そのまま消える。

「……チッ」

　今のも全部、エスカの仕し業わざなのだろうか。

「トール様、私がエスカを追います」

「レピス、深追いはするなよ」

「分かっております」

　レピスが側に来てそれだけを言い、颯さつ爽そうと去った。

　俺はメディテ卿の側に降り立つ。

「メディテ卿、助かりました」

「こっちも良いものを見た」

「……学校へ戻った方が良いのでは」

「そうだねえ……こうなってしまったら。敵は、例の奴かい？」

「だと思われますが……」

　例の奴、というのはエスカの事だ。メディテ卿がこの情報を知らないはずが無い。

　ただ、俺は先ほどの水の攻こう撃げきに妙な違い和わ感かんを覚えていた。

　エスカは精せい霊れい魔ま法ほうの使い手のはずだ。

　先ほどの攻撃……精霊魔法を使ったものであれば不可能ではない攻撃だが、精霊魔法であるならば〝再生〟の際、魔法陣が費ついやされるはず。

　今回の攻撃で、魔法陣が現れる事は無かった。

　それに俺は、あの水の腕……あの攻撃には、感覚的な覚えがある……

「先ほどの水の腕は……精霊魔法ではないのかもしれません」

「ほほお」

「だとすれば、黒魔術……いや、というよりは、もっとこう……そう、肉体の一部のような……いや、でも、あり得ない」

「……ほお？　で、いったいトール君は何だと思っているのかね？」

「メディテ卿は……〝水人族〟をご存じですか？」

「え？　魔族の？　スライム？」

「あ、ええまあ……主にスライムですけど。いや……俺はああいった攻撃をする〝水人族〟を知っているので」

「……ほお」

　ぶつぶつと呟つぶやく俺の言葉に、メディテ卿は興味深そうな表情。

　そう。水人族とは魔族だ。

　だがあり得ない。

　そもそも魔族は一〇〇〇年前の魔王クラス〝青の将軍〟によって討とう伐ばつされた……それがこのメイデーアの歴史のはずだ。







　結局、妙な違和感を覚えてすっきりしないまま、俺は王宮へと戻った。

「あ、そうだ。マキアが風邪かぜをひいているんだった」

　今朝の事であるのに、先ほどの事件もあり、すっかり忘れかけていた。

　こんな事をマキアに言ったら、怒おこられそうだが。

　妙な罪悪感と、思い出したような心配を胸に、俺は王宮の商店回かい廊ろうで、人気のフルーツデザートを一通り買って、マキアの様子を見に行った。

「……マキア～……」

　暗い部屋の扉とびらを開けて、中央にあるベッドの小山を確かめる。

　空調は、ちゃんと作動しているようだ。

　マキアは布ふ団とんに潜もぐるようにして寝ねていた。

　しかし、寝顔を確かめるように顔を覗のぞき込んだところ、いきなりガシッと頭を摑つかまれた。

「うわっ、ビビった！　お前起きてたのかよ!!」

「あんた……遅おそかったじゃないのよ」

「し、仕方ねえだろ……色々とあったんだよ。色々と」

「色々って……っ、ううっ、ゴホゴホッ。わ、わ、私がどれだけ苦しみながら待って……ゲホゲホッ……うぅ～」

「ほらみろ、無茶するなって」

　頭を摑むマキアの手を剝はぎ取り、彼女を大人しくさせた。

　マキアは今朝ほど体調が悪そうではなかったものの、まだ少しだけ頰ほおが赤く、咳せきが出るようだ。

「……お腹なかすいたよぉトール」

　さっきまで文句を言っていたくせに、いきなり猫ねこ撫なで声。

　全く……と思いながらも、買ってきたフルーツゼリーのセットをベッドの側そばの机の上に置く。

「ゼリーを買ってきたぞ。食べるか」

「たべるたべる」

　わっと起き上がって、笑え顔がおになるマキア。

「でもお前、いつもみたいにガツガツ食うなよ。一応〝病人〟だって事を自覚しろ」

「自覚してるわ。朝からクソ不味まずい麦むぎ粥がゆしか食べてないのよ？　もう、こんな食事耐たえられない。死んじゃうわ」

「死ぬかよ」

「トール、トール、ちょうだいちょうだい」

「待て待て」

　枕まくらを背中の支えにして上半身を起こし、必死に手を伸のばすマキア。

　俺は買ってきたゼリーのうち、どれが良いか尋たずねる。

「どれが良いんだ？　もも、ミックス、レモン、リンゴ……えー、マスカット」

「全部」

「あ、はい。じゃあもう端はじっこから、流れ作業みたいにそっちに渡わたすから」

　真顔で全すべてを所しよ望もうするマキアには逆らえない。

　箱はこ詰づめの、一番端にあるマスカットのゼリーを取り出して、スプーンと一いつ緒しよにマキアに手て渡わたした。

　ガラスの器うつわの中のゼリーは、大おお粒つぶの果実を閉じ込めていて、見た目も美しい。

　マキアはゼリーを受け取ると、それはもう無心で食べていた。

「次」

「はいはい」

　本当に流れ作業のように、彼女は次から次にゼリーを平らげた。

「早いなあ。あんなにあったのに、もう食っちまった。満足か？」

「ええ！　あんたってほんと、私の食べたいものちゃんと分かっていて、良い奴ねえ……」

「……」

　実習の間、マキアの事をすっかり忘れていたとは言えない。言えない……

　だけどマキアは、まだ少し頰を赤らめ、弱々しくもヘラッとした表情で笑う。

　ついでに「また買ってね」と催さい促そくを忘れない。

　弱った時のマキアの姿は貴重で、少しは可愛かわいらしく、対価を伴ともなうところが実に憎にくい。

　まさに黒魔術師といったところだ。

　気がかりは多くあったが、まあ……

　マキアが元気になれば、それで良いかなとも思う。








第三章　四国会議の幕開け









【ユリシス、南の四国会議。】




　僕はユリシス。

　二〇〇〇年前は勇者の師し匠しようであり、白魔術の父でもある白賢けん者じやと名高い。

　今世では、ルスキア王国の第五王子である。




　さて、南の大陸には、教国を有する大国ルスキアを中心に、小国家が三つ存在する。

　農業の国オリエン王国。

　葡ぶ萄どう酒しゆと花と芸術の国ジブラルタ王国。

　鉱業の国ギルチェ王国。

　遥はるか昔、ルスキア王国がルーベルキア王国という大きな国だった頃ころ、これら小国家はルーベルキアの一部だったが、国を分割し小国家を築き上げた歴史がある。




　ちょうど今、この小三国の王をルスキアに招き、四国会議を開かい催さいしている。

　僕はルスキア王国の王子であり、顧こ問もん魔術師と言う立場で、開国に伴い導入される魔導回路システムについて、各国の王に説明していた所だ。

「魔導回路システムとは、魔術に必要な契けい約やく、空間などを、あらかじめ回路内に登録しておく事が出来るシステムです。また、魔法陣コストや魔力を一定数ストックする事ができ、魔導波塔システムタワー同士で魔導通信、大規模魔法の展開も可能です」

「ほお……それは画期的ですな」

「とは言え、これらを可能にするには、そうそうに魔導回路の母体となる魔導波塔システムタワーの完成を目指さなければなりません。この建設に、魔導回路を書き込む為ための媒ばい体たいとしてレア・メイダが不可欠です」

　ここ最近、その効果が注目され魔導武具などに利用され始めたのが希少金属レア・メイダで、南の大陸ではギルチェ王国に大きな鉱山がある。

「なるほどねえ……それで、うちからレア・メイダを買い取りたいと」

　ギルチェ国王はルスキア側を探さぐる様子で、会議用の飾かざり椅い子すに深く座っている。

　強面こわもてで、マフィアのボスっぽい雰ふん囲い気きのある人だなと、僕は内心思っていた。

　だけど、それに負けず真逆のフレッシュオーラをまき散らすレイモンド副王こと、僕の叔父おじ上うえ。

　対極の二人が、探り合いの会話を始める。

「しかしねえ、レイモンド副王……南の大陸が危険に晒さらされている、そんな状じよう況きよう下かで他国を守る為に貴重なレア・メイダを提供するのは、いささか不安というものだ。その魔導回路システムも、結局は最悪の場合ルスキア王国を守る為のものだろう？」

「いえいえ。勿もち論ろん、オリエンとジブラルタ、ギルチェの安全は我々ルスキアが保障する所です。緑の幕は南の大陸全体に降ろされていますし」

「……緑の幕……ねえ」

　ギルチェ国王は、太い眉まゆを皮肉に歪ゆがませ、フッと笑う。

　会議室には嫌いやな空気が漂ただよっていた。

「どうせ、揺ゆさぶって高値でレア・メイダを買い取らせようとしているのでしょうギルチェ国王。このような一大事に……卑いやしい国家に成り下がった事」

　ジブラルタ女王は羽のついた扇せん子すを口元に当て、ギルチェ国王に嫌いや味みを言う。

　また、小太りのオリエン国王は、大陸を開くこと自体への不満を口にした。

「そもそも緑の幕があるのだから、大陸を完全に閉じてしまえば良いだろうに」

「まあま……オリエン国王はユリシス殿でん下かのお話を聞いていなかったのかしら？　緑の幕は今、不完全な状態で、第七幕までしか展開できていないとの事。巨きよ兵へいたちがいつそれを突とつ破ぱする威い力りよくを持つのか、分かった事じゃなくてよ」

「しかし……」

　各国の王のやり取りを、僕はどこか遠くに見ていた。

　長く平和の中にあった南の大陸の王たちだからか、いまいち危機感が無いな、と。

「……一つ提案がある、ルスキア副王よ」

　突とつ然ぜん、ギルチェ国王がレイモンド叔父上に話を振ふった。

　ギルチェ国王は鷹たかのような瞳ひとみを僕に向けたのだ。

「第五王子ユリシス殿下を、我が娘むすめの花はな婿むことして迎むかえたい。この要求を飲んでくれれば、我がギルチェもレア・メイダの提供を惜おしんだりはしない。……悪い提案では無いだろう？　ユリシス殿下は次期、ギルチェ国王だ」

「……な」

　僕は思わぬところで名を出され、慌あわてたものの言葉が見つからず、複雑な顔になった。

「な、何をふざけた事を……ギルチェ、あなたはユリシス殿下の顧問魔ま術じゆつ師しとしての力を欲ほつしているだけでしょう？　ま、まったく……これだからギルチェは」

　ジブラルタ女王は言葉を詰つまらせ、焦あせった様子でいる。まるで出で遅おくれたと言う様に。

「それならうちの娘を……」

「な、何を、オリエン国王。いいえ、ルスキアとの友好の証あかしに、ジブラルタの姫ひめをぜひ！」

　なぜかこの場で、僕に娘を嫁とつがせたいという意見をぶつけ合う国王たち。

　僕が口を挟はさむ隙すきも無く、国王たちの口調も激化していって、どうにも収拾がつかないので、本日の会議はこれにてお開きになった。







「……まいったな……」

　資料を持って、会議が終わるや否いなや、僕はその会議室を出て行ってしまった。

　色々な疲つかれも相まって、王宮の廊ろう下かのガラス張りの窓に手をつく。

「あははは、人気者ですな、殿下」

「叔父上」

　どこからとも無く隣となりに現れたレイモンド叔父上を、僕はどんよりした瞳で見上げた。

　叔父上はいつも元気はつらつな顔をしている。

「僕まだ、一七歳ですよ」

「十分適てき齢れい期きですよ」

「三み十そ路じのくせに一人身の叔父上が何を言っているんですか」

「はははは」

　他人ひと事ごとだと思ってこの人は。

「ギルチェの姫は美び姫きとして有名ですよ。あの怖こわいおっさんから生まれたとは思えない可か憐れんな姫です。……でも、個人的に殿下にはこの国を出て行って欲しくはないですけどねえ」

「僕だって、他国に婿入りするなんて考えていませんよ」

　僕はやはり、心に引っかかる何かに顔を伏ふせる。

「まあ……殿下もお年とし頃ごろですし、思うお嬢じようさんが居てもおかしくないですし、私は特に〝何も〟言いませんけれど」

「すでに言ってますけどね」

「あれえ？　心当たりがあったから……てっきり」

　良い歳としこいて、自分の頭を叩たたく叔父上。

　ああもう、ほんとただの中年おじさんだなあ、この人。

「あ、殿下。一つお知らせしておきますが……教国はそろそろ、〝緑の巫女みこ〟の花婿を決める時期ですよ？　四国会議が終わったら、すぐに教国で選定議会が開かれるとか」

「……え」

「調査団として他大陸に出ていた緑の巫女様の〝兄〟が、この国に戻もどっているとかで。その方の居るうちに、花婿の品定めをしてもらいたいんでしょう」

　不意打ちでそれを言われた時の、僕の顔がどんなふうだったのか、僕は知らない。

　けれど叔父上がこの上なく面おも白しろい顔をしたので、きっと僕の顔もそれなりの反応をしていたのだろう。

「……」

　そして僕は思い出していた。

　二〇〇〇年前の僕も、聖域の人間たちによって決められた、緑の巫女の花婿であったと。

　当時、僕は二〇〇年近く生きていた大賢者だったが、巫女様にとってはじじい以外の何者でもなく、また僕にとっても巫女様は、孫みたいなものだった。

　それ故ゆえに、夫婦として彼女と打ち解けるには、時間がかかったのだ。

　長ちよう寿じゆで知ち恵えのある賢者であっても、この時ばかりは若い妻の心が分からず、手を焼いた。

　あの時、そもそも僕ら夫婦は、どうやって打ち解けたんだっけ……







　翌日の早朝に起きて、教国へ向かう。

　朝の聖地は、いつも以上にひんやりとしていてみずみずしい。

　清すが々すがしい空気が、僕が足を踏ふみ入れる度たびにじわりと流動する。

「……」

　水の流れる音がしたと思ったら、ペルセリスが庭の中の小さな泉から出てきた。

　聖地の水には清めの力があり、巫女は毎朝こうやって泉の水に浸つかるのだ。

　雫しずくを滴したたらせ立つその姿は、今までの幼い少女のものとは違ちがって見えた。

「…………エイレーティア……」

　ふと口から出てきた名前は、かつての妻の名前。

　ペルセリスに、確かにエイレーティアの面おも影かげを見つけてしまって、どうしようもなく口をついて出てきたのだった。

「ユリシス？」

　ペルセリスは一いつ瞬しゆんとても驚おどろいた顔をしたが、水に濡ぬれた状態のまま、眉を顰ひそめる。

　ここ最近会っていなかったからか、彼女がとても大人びて見えた。

「……」

　気まずい沈ちん黙もくができる。

　やがてペルセリスは長い着物を引きずって、僕に背を向けスタスタと大樹の裏側に行ってしまった。

　僕は彼女が引きずった着物の跡あとを辿たどりながら、大樹の根をいくつも越こえる。

　ペルセリスは大樹の裏側の木の根と木の根の間で、うずくまっていた。

「どうしたのペルセリス。夏とは言え、濡れたままそんな場所に居ると、夏なつ風邪かぜをひいちゃうよ。特にここは涼すずしいしさ。……ほら、少し震ふるえているじゃないか」

　黙だまり込んだままのペルセリスに、僕は自分のローブをかける。

　でも彼女は押おし黙ったまま。

　僕のローブをひしと摑つかんで、ムーッとしているのだ。

「最近……変わった事はあった？」

　何を話していいのか分からず、まるで父が娘にするような会話の切り出し方をしてしまった。

　すると、ペルセリスはぼそっと呟つぶやく。

「……ユリシスが私に会いたくなくなった」

「え？」

「ユリシスが笑わなくなった。ユリシスが私を避さけるようになった。ユリシスが私を見ると、悲しそうな顔をする。私の事、嫌きらいになっちゃったんだ……」

「ま、まさか……ペルセリス、本気でそんな事を思っているの？」

「……嫌いになっちゃったんだ……嫌いになっちゃったんだ、私のこと……っ」

　ペルセリスは目をうるっとさせ、頰ほおを膨ふくらませた。

　ただ小さく小さく座り込んで、僕のローブをぎゅっと握にぎりしめている。

　その様子はとても愛らしく、だけど可哀かわい想そうで、僕は思わず謝あやまった。

「ごめんね……」

「ほら、またそんな顔するでしょう」

「ペルセリス……？」

「別に良いんだよ。困った顔をするくらいなら、わざわざ私に会いにこなくても。もうユリシスにはマキアもトールもいるでしょう？　一いつ緒しよにいて楽しい人、沢たく山さんいるんでしょう」

　ちょこんとうずくまるペルセリスは、幼い少女が嫉しつ妬としているようにも見え、僕は少なからず喜びを感じ、同時に彼女をこんなにも悲しませていた事を、心苦しく思った。

　だけどやはりペルセリスの心は複雑で、一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　彼女は顔を上げる事無く、続けた。

「なんで……そんなに悲しそうな、困ったような顔で私を見るの？　私、何も分からないよ」

「ペルセリス……」

「あの日、ユリシスが〝あの子〟のお墓の前で泣いた日から……ずっと、何も分からないんだよ。私、怖いよ、ユリシス。嫌いやな予感がするんだよ」

　ペルセリスの言葉に、僕はハッとした。

　やはり彼女にも、記き憶おくの気配があるのだ。

　きっとそれは、僅わずかなきっかけで完全に姿を現し、彼女にとって堪たえ難がたい苦痛をもたらすだろう。

「やっぱり、僕が側そばに居ると……なにか〝思い出しそう〟になってしまうかい？」

「え？」

　ペルセリスはやっと顔を上げた。

　とても妙みような表情をしていたけど、すぐにまた顔を伏せた。

　僕はしゃがみ込んで、彼女の顔を覗のぞき込む。

　だけどやはり、彼女は膝ひざに顔を埋うずめる。これ以上無いくらいに。

「ごめんよ……ペルセリス」

　僕はまた小さな声で謝り、ペルセリスの頭に手を置いて、少しの間だけ押し黙る。

　やがて一つの結論を導いた。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ……君がその恐おそれを目覚めさせる事は……〝思い出す〟事は、ないよ」

　スッと、オリーブ色の髪かみを流すようにして、僕は彼女の頭から手を離はなした。

　大樹の裏側に、ぽつりぽつりと生えている草花を見み渡わたし、その中でひっそりと咲さく、白桔き梗きようの花を見つける。

　彼女はやっと顔を上げ、不安そうに僕の行動を見ていた。

「遥はるか昔にいた、愚おろかな男の話をしよう……ペルセリス」

　白桔梗の花を一輪だけ摘つんで、僕はかつての自分の事を思い出し、語った。

「その男は賢けん者じやなんて呼ばれておきながら、自分の妻になる人に、気持ち一つ満足に伝えられない……そんな不器用な奴やつだった」

「……？」

　ペルセリスは、不思議そうに僕の話を聞いている。

「その男はね、この白桔梗の花を、愛するその人に贈おくる事で、やっと自分の思いを伝えたんだ。……まもなくして、二人は本当の意味で夫婦になる訳だけど、ペルセリスはこの白桔梗の花言葉を知っているかい？」

　ペルセリスは急に頰を赤らめ、まんまるの瞳ひとみを目め一いつ杯ぱい大きくさせて、コクコクと頷うなずいた。

　当然、白桔梗の花言葉を、君は知っているだろう。君の一番好きな花なんだから。

「……でも君は、これを受けとってはいけないよ」

　僕は、その白桔梗の花を、ペルセリスには贈らない。

　その言葉を聞いて、一瞬で変わったペルセリスの表情を、僕は見ないふりをする。

「どうして……？」

「これを受け取ったら、君はきっと恐れに飲み込まれてしまう。……全てを、知ってしまうから」

　ペルセリスは表情を歪ゆがめ、堪こらえられないと言うように一筋涙なみだを流した。

　グッとこみ上げる胸の痛みに、僕は静かに耐たえるしかない。

「どうして……？　ユリシス……いやだよ」

「……ごめん」

　そっと、その場を立ち去ろうと彼女から顔を背そむけた。白桔梗を握りしめたまま。

「待って、待ってよ……ユリシス……いやだよぉ……ユリシスじゃないと、いやだよぉ」

「……」

「いやだよぉ……ユリシス……っ、行かないでよぉ……」

　いくつもの木の根を越え、小さな彼女の泣き声を、できるだけ聞かない様にして。

「ごめんね……ペルセリス」

　ペルセリスは記憶が無くとも、前世の夫である僕を好きでいてくれている。それは、僕にだって良くわかっている。

　だけど、僕と一緒に居ると、ペルセリスは間もなく前世の記憶を取り戻もどすだろう。

　夫を失い、我が子を失い、絶望の中、命を絶った記憶を。

　それは彼女にとって、酷ひどく残ざん酷こくな記憶だ。

　だから、「花を受け取るな」と言って、ペルセリスの記憶を縫ぬい止めた。

　花言葉を逆手に利用し、残酷な方法で引き離したのだ。

　それなのに、思い入れのある花をちらつかせ、かつての二人の話をして、期待している。

　彼女の記憶が戻って欲しいと、僕はどこかで願っている。

　矛む盾じゆんしている。

　本当に記憶が戻って欲しくないのなら、何もしないのが一番だったんだ。

　飄ひよう々ひようと、さも彼女に興味の無いふりをするべきだったのに。

　早歩きで、振ふり向きもしないで、僕は聖地を出て地上への階段を上っていった。

　一回りした自分のバカさ加減に呆あきれてしまう。




　でも、吹ふっ切らなければならない。

　諦あきらめなければならない。

　前世と今とでは、結局違う色で成り立っているのだと。










【ペルセリス、予感と気配の芽め吹ぶき。】




　私の名前はペルセリス。

　教国の緑の巫女みこなの。




〝永遠に君を愛する〟



















　その白桔梗の花言葉に意味があったなら、ユリシスはこれを「受け取るな」とは言わなかったんじゃないかな。




　ユリシスと初めて出会ったのは、ちょうど私が五歳の時。

　彼は七歳の幼い少年だったのに、落ち着いた佇たたずまいの、清せい涼りような空気のある美しい王子だった。

　出会った瞬しゆん間かんから、彼に恋こいをした。

　と言うより、幼いながら、いつかこの人を好きになるんだろうって思っていた。

　いま思えば、それは自分にとって定められた感情だった気もする。

　ユリシスは度たび々たび教国を訪おとずれ、外に出られない私に、沢山の話をしてくれた。

　その頃ころの笑え顔がおに曇くもりは無く、いつも優やさしい白い空気に包まれていたけれど、たまにふと寂さびしそうな顔をしていたっけ。

　誰だれかを待っているような、そんな瞳で遠くを見ていた。

「ユリシスの待ち人が確かにいるのなら、できるだけ早く彼の前に現れて下さい」

　私はいつも大樹の前でお祈いのりしていた。

　その人が現れれば、彼はきっと寂しくない。

　あんな寂しそうな顔をしたりしない。

　きっともっと笑え顔がおになってくれると、思っていたから。




　そうして、幾いく年とせが過ぎたあの日。

　今年の聖教祭の舞ぶ踏とう会で、ユリシスは待ち人に再会する事になる。

　マキアとトールだ。

　ユリシスにとって特別で、ユリシスを理解出来る二人。

　その出会いこそが、全すべての火ぶたを切るきっかけだったかのように、王都は聖教祭の最終日に、エルメデス連れん邦ぽうの遊ゆう撃げき巨きよ兵へいギガスにより、襲しゆう撃げきを受けた。

　そのすぐ後だったかな。

　黒い大おお扉とびらを開いて、ユリシスとマキア、トール、フレジールのお姫ひめ様さまと将軍が、この聖地にやってきたのは。

　ここに入れた理由は、ただただ、彼らが特別な存在だったから。

　何がどう特別だとか、神話のことは、私には良く分からなかったけれど、彼らが普ふ通つうでない運命の輪の中にいる事は理解できた。

　……ユリシスは泣いていたよ。

　私にとっても、言い様の無い感情を抱いだく、あの少年の棺の前で。

　ユリシスはなぜか、私に謝った。縋すがる様に私を抱だきしめて、何度も何度も。

　あんなに弱った彼の姿を、初めて見た。

　私は何も知らなかったけれど、この時、少し気がついていたんだ。

　多分、自分も彼らの運命の輪の、一部なんだろうって。

　でも、何も知らないの。

　ユリシスが、なぜ私に向かってあんなに懺ざん悔げの言葉を並べたのか……




　それからというもの、ユリシスは私に会う度に、悲しそうに笑う。

　ガラス細工でも扱あつかうかの様に、私に対して慎しん重ちようになっていった。

　あんなに気軽に触ふれ合っていたのに、一定の距きよ離りから側に寄ってくれなくなったし、頭を撫なでてもくれなくなった。

　それがとてもとても寂しい事だと思った。

　彼を悲しい顔にさせてしまうのは、なぜだろう……

　私、何かしたのかな。







『すまない……でもこれは、僕の罪だから。あの男を止めるのは、僕でなければならない』

『行ってしまうのね。私と〝シュマ〟を置いて』

『……ごめん』







　懐なつかしい声がする。

　誰？

　あなたたちは誰なの？

　白い髪の男性と、緑の髪を結ゆった女性が佇んでいた。

　小さな少年を……そう、あの棺ひつぎの中の少年を、隣となりに連れている。

　男はその少年の前で膝をつくと、頰ほおに触れ言った。




『全てが終わったら、父様と一いつ緒しよにあの場所へ行こう。約束だ。それまで、お前が母様の側そばにいるんだよ……シュマ。あの場所は、僕たち家族にとって大切なんだろう？』

『はい、父様……僕らの〝約束の場所〟です』




　少年は幼いながら、誰よりも頼たのもしい表情で頷いた。

　ああ……何もかも懐かしい。

　なぜ懐かしいのか分からないのに、どうしようもなく涙が止まらない。

　あなたたちの事をもっと知れば、私はユリシスに近づく事ができる気がする。

　キラキラと渦うず巻まく、私の中に眠ねむる気配を、手て探さぐりで探っていこうとした。

　しかし、突とつ然ぜんそれは、真っ黒で固い、大理石みたいな禍まが々まがしい壁かべに阻はばまれる。

　瞬間、全身に刺ささるような負の感情に襲おそわれた。




　怖こわい。許せない。

　死んでしまいたい。

　あの人たちに会いたい。




　見えるのは、悲しみに打ちひしがれ、この聖地にて狂くるった様に泣き叫さけび、棺に縋る女の姿だった……







「……ん」

　泣きつかれ、大樹の根元で眠っていた私は、目を覚ました。

　ユリシスのローブを必死に摑つかんで、小さく小さくなったまま。

「泣いてちゃいけませんよ、巫女様」

　そんな時、頭上から声がした。

　私は驚おどろいて、大樹の幾いく重えにも広がる枝葉を見上げる。

　その幹の分かれ目に、一人の若い男が膝ひざを立て座っていたのだ。

　男は、この教国で誰もが着ている司教の服を着て、四角い帽ぼう子しをかぶっている。

「……だ、誰？」

　初めて見る司教だった。

　帽子の隙すき間まから、短く刈かり込まれた灰色の髪かみが見える。

　司教服に似合わない不敵な笑みを浮うかべ、三白眼の鋭するどい目で私を見下ろしている。

　その司教がこの庭に居ると言う事が、彼もまた特別な存在である証明だった。

「はじめまして、巫女様」

「新しい司教の人？」

「ははは、新しい……いやいやそうだけど。でも……最初の司教でもあります」

「……？」

　その司教は木の枝から、華か麗れいに着地した。

「司教にしては変わった見た目だね」

　顔色も悪いし、クマはあるし、歯はギザギザだし……この司教は一言で言うなら悪人面づら。

「ふふん……格かつ好こう良いですって？　司教のくせに個性大だい爆ばく発はつで……ふっ」

「……」

　褒ほめたつもりじゃなかったんだけど、彼は得意げだった。

　よく見たら、彼の瞳ひとみは、左右で薄うすい青と緑の二つの色を持っている。

「はあ～やっぱ聖地はいいわ～。ここで酒盛りしたら楽しいだろうな～」

「そんなの、ダメだよ」

「わーかってますって。そんな事したら大司教のじじいに吊つるし上げられる。聖地で問題行こう為いは、ダメ、ぜったい!!」

　と言いつつ、彼はどこからとも無く大きな石を見つけてきて、例の少年の棺の前でその石を投げつけようとした。

「わあああああああっ!!」

　私は目をグルグル回して飛び上がり、彼の前に立ち両手をぶんぶんと振ふる。

「なにするのよ！　ダメだよう!!」

「何って……そのクソガキまだいたんだーと思って。だってそいつ、二〇〇〇年前からそこに居るんですよ？　一〇〇〇年前も目め障ざわりだったけど、何しろあの時代は紅魔ま女じよいなかったし……とにかく早く紅魔女に取り替かえないと」

「や、やめてよおおおおおお」

　半べそ状態で、その人を棺から遠ざけようとする。

　この司教が何をしようとしていたのか分かりたくもないけれど、この子の棺を壊こわすのなら、私はそれを阻そ止ししなければならない。

「あのなあ巫女みこ様、このガキがここに収まっている事の方が、よっぽど不自然なことなんですよ」

「……？」

　新米司教は薄い眉まゆを寄せ、石を持ち上げたまま私を見下ろしていた。

　でも、私があまりにわーわーと泣くものだから、とうとう「チッ」と舌打ちして石をそこら辺に投げ捨てる。

「ま、どうせまだ紅魔女の遺体も手に入ってないしな……紅魔女がいたらそっこーぶっ殺して、クソガキ退どけてお花と一緒にこの墓に埋うめ込んでしまうのに。はい、それで万ばん々ばん歳ざい。俺天才」

「……し、司教が殺すなんて、言っちゃダメだよ」

「ざんねん。俺は生なま臭ぐさ坊ぼう主ずでした～」

「……な」

　その人は司教としては、やはりとても変わっていた。

　なんでこんな人が司教になっているんだろう。

　大司教は、こんな人が司教になるのを、許したのかな？

　私は引き気味で、それでも少年の棺の前で踏ふん張ばって、彼を睨にらむ。

「こ、この子の棺……壊しちゃダメだよ……ユリシスが……悲しむ」

「ユリシス～？　ああ、さっきの王子様か」

「だ、ダメだよ」

　私が強く言い張ると、彼は視線を横に流す。

　その視線は今までのものと違ちがい、少し冷たく感じる。

「あれが……〝白賢けん者じや〟か……くそっ、あのやろう……ぜってーぶっ殺してやる」

　呟つぶやくような彼の声は、今までの調子とは違い憎にくしみの籠こもったものだった。

「ユリシスの事、知ってるの？」

　そう尋たずねようと思ったのに、彼は猛もうダッシュで聖地を横切って行ってしまった。

　嵐あらしみたいな人だ。

「……白賢者」

　そう言えば、前にも誰だれかが、ユリシスの事をそう呼んでいた気がする……

　それに、先ほど夢の中に出てきた白い髪の男と、緑の髪の女を、私は見覚えがある気がした。

　木の根をグルリと囲む墓を確かめながら、一つの水の棺の前で立ち止まる。

「……同じだ」

　水の中で、変わらず若い姿で居るその白はく髪はつの男性は、先ほど夢で見た人だった。

　そして、あの水の棺の少年は、この人の子供。

　もう一つ、緑の髪をした女性の棺を確かめ、また少年の棺の前に行く。

「……なんで」

　夢で見た時と変わらない姿のまま。

　どうして家族である三人が、みんなここに居るの？

　思わずまた、涙なみだが出てくる。

　でも、もう少し。あと少し。

　何か大切なものが、手の届くすぐそこまで来ている気がする。

　あなたたちは誰？

　私は、私はいったい誰なの？

「……約束……」

　約束の場所……

　ふと、先ほどの夢の中に出てきた単語を思い出した。

　確か、約束の場所というのが、彼ら家族にとってとても大切だと言っていた。

　いったいどこだろう。

　しばらく聖地の真ん中で立ち惚ほうけていた。

　だけど、考えたって何一つ分からない。私は何も知らない。

　ユリシスに貰もらったローブをしっかりかぶって、私は聖地を横切っていった。

　暗い階段を上っていき、まだ午前の、静かな大聖堂を飛び出していく。

　シスターや司教たちが沢たく山さん居たけれど、決して気づかれない様に。




　知りにいこう。

　もしかしたら、それはとても怖いものかもしれないけれど。

　全てを理解する事で、失うものもあるのかもしれないけれど。

　でも、知らなければ、私はユリシスと同じ目線に、同じ土俵に立つ事はないだろう。

　彼に辿たどり着く事はできない。




　きっと一生、欲しいものは手に入らない。










【マキア、トールと共に悪質なバイオ兵器を作り出す。】




　私はマキア。

　魔導学校の生徒たちは、さっきからどうにも落ち着きがない。

　なぜかと言えば、今日は毒魔術の実験があるから。

　何より女子たちが、実験室のあちこちからトールを見ては、きゃいきゃいと騒さわいでいる。

　なぜ？　トールがただ実験用の白いローブを着ているだけですよ？

「……分かんないわ」

「なんだ、不服そうだな」

「不服っていうか、何なの……？　っていうか」

「女子というのはシチュエーションに妄もう想そうを膨ふくらませるものなんだろ？」

「なんであんたに、女子とは何たるかを教えてもらわなきゃならないのよ……」

　それにしても、どうしてこの男はこんなに露ろ骨こつにモテるのかしら。

　ちょっと顔の良い、ただの男ですよ。

　ユリシスみたいに王子様とかいうオプションがついてくる訳でもない、お金もそんなに持ってない奴やつですよ！

「……なんだその目は」

「別に～」

　むっと膨れっ面つらになって、面おも白しろくないなあとトールからそっぽ向いた。




「はいはいはい、みんな毒をつくっているんだよ？　分かってる？　毒の精せい霊れいはツンとしているけれど、案外単純な奴ばかりで、デレてくれると良い毒を作る。ははは、うちの奥さんみたいだね！」

　ミラドリードの魔術師に必ひつ須すの毒魔法の授業で、メディテ先生は相変わらずのテンポ。

　さっそく精霊の名前を借りる儀ぎ式しきを執とり行っている。

「毒の精霊スコラ・ピオーネはサソリの姿だと言われている。先生も見たこと無いからどんな姿をしているのか分からないけれど……そこはイメージだ諸君。イメージせよ！」

　と言いつつ、メディテ先生は部屋の奥に居る私たちに視線を投げ掛かけた。

　私はトールに目配せする。

「……スコラ・ピオーネは面めん倒どうな奴だったわよね」

「白賢者の持っていた精霊の中では、まあ厄やつ介かいな奴だったな」

　懐なつかしい名前だわ。まだユリシスの元へは戻っていない、今では消息不明のサソリの精霊。

「はいはい、イメージできたかい？　毒のサソリだ。砂さ漠ばくの死の精霊……赤目の星……」

　卓たく上じように供えられたイチジクと赤ワインは、スコラ・ピオーネに捧ささげる儀式用の供物。

　その下に、既すでに魔法陣コストの描えがかれた布が置かれている。

　ま、魔導学校の備品ね。

「白賢者の名の下もとに百連ねる精霊よ、北北東の毒を示す赤いサソリの主よ、その名の力を貸し与あたえたまえ……汝なんじの名は〝スコラ・ピオーネ〟」

　とまあ、呪じゆ文もんの部分は特に意味がある訳ではないのだけど、これが一応教科書通りの詠えい唱しよう。意味のある部分はやはり名前の部分かしら。

　呪文はあくまでイメージを確立させる手助けみたいなもので、これは熟練の魔術師になればなるほど必要のないものになっていく。

　成功すると、ほら。

　メディテ先生の卓上にスコラ・ピオーネの赤い紋もん章しようが浮うかぶ。

　私とトールは何となくやってみただけで、名を借りる所までは簡単に成功した。

　スコラ・ピオーネの姿を知っていたから、イメージしやすかったのよね。

「はいはい、みんな、名借契けい約やくは済んだかい？　今日作るのは、ミラドリードに古くからある毒薬〝緋ひ砂さ〟だよ。死にはしないけれど、体中に赤い水ぶくれが出てきてしまうんだよねえ。それが膿うんじゃってつぶれちゃって痛いのなんのって……皮ひ膚ふがでろでろのぐずぐずのピー（自主規制）。……ま、今は治ち療りよう薬もあるから安心して良いけど、あんまり浮うわついた心で気分任せに作っていると、痛い目を見るからね」

　メディテ先生はそこまで言って、どこか半笑い。

「常に浮ついたあの人が言う事かしらねえ」

「ほんとだな」

　私とトールはひそひそと陰かげ口ぐちを言った。




　赤かぶに、茶色の粉末。謎なぞの黒い液体。

　それらを教科書通りに鍋なべでかき混ぜながら、火を止め契約したばかりのスコラ・ピオーネの名の下に、毒に魔ま法ほうをかけていく。

　これが時間も温度も細かくて、本当に作業量が多いものだから、とにかく命令したままに何でも解決してきた大味な魔法を使う私にとっては、面倒以外の何ものでもない。

　白魔術師は研究者みたいなものだわと、ぐつぐつ煮にえる大おお鍋なべの中身を見ながら思う。

「これに私の血を垂らしたら、どんなものになるかしらね……」

「おいやめろよ。何の兵器を作る気だよ」

　教科書とにらめっこしながらも、真ま面じ目めに作業をしているトールは、私より遥はるかに白魔術を使いこなせてそう。

　そう言えば、トールの魔法も理系っぽくて面倒そうだったな……なんて鍋をかき混ぜながら考えてみたり。

「お、おい……っ、沸ふつ騰とうしてるぞ」

「あらやだ！　ど、どど、どうしようトール」

「火、火を止めろ！　まずい温度が高いぞ」

「冷ましましょう。大だい丈じよう夫ぶ私が命令するから……」

「あ、いやこうしたら良いんじゃないか？」

　あたふたやっていたら、何だか色々な事が別方向に影えい響きようして、鍋の中は教科書に載のっているものとはまったく別の〝何か〟になってしまった。

　真っ赤な粘ねん土ど状の塊かたまりになるはずが、真っ黒で刺とげ々とげした結けつ晶しように。

「……」

　はい、見るからに悪質なバイオ兵器です。

　本当にありがとうございます！

「ちょっとちょっと、何やってんの君たち！　……ていうかこれは何？」

「……いやちょっと分からないですね」

　私たちの作ってしまったものの禍まが々まがしさに気がついたメディテ先生は、すでに調ちよう剤ざいを終えた優ゆう秀しゆうな生徒たちの作業机の間を縫ぬって、やってきた。

　頭を抱かかえながらも、笑いを堪こらえているらしい。

「仕方が無いです。私たちにはこういった細かい作業は……」

「いやいや、俺一人だったらできてたから。お前が雑なだけだから」

「何言ってるのトール。あんただって変な魔法かけてたじゃないのよ。結晶化したの、あんたのせいでしょう？」

「だったらこの刺の部分はお前のせいだろう。凶きよう悪あく性の表現だ、これきっと」

　私とトールは子供みたいな責任の押し付け合いを始めた。

　他の生徒たちが青ざめてしまっている。

　メディテ先生はそんな私とトールを見て、また口を押さえて笑いを堪えていたけれど、私たちにはその様子の方が不思議ってもの。

　私は出来上がったバイオ兵器を一つ手に取って、首を傾かしげた。

「先生、できてしまったものは仕方が無いと思います。どうしたら良いんですか？　魔導廃はい棄き物ってどういう取り扱あつかいなんです？」

「あ、いいよいいよ。それ俺に頂ちよう戴だい。持ってかえって研究するから」

「メディテ卿きよう、お気をつけ下さい。それは凶悪な爆ばく弾だんになりますから」

「失礼ね、私が命じない限り沈ちん黙もくしたままに決まっているじゃない」

　またしても私とトールが言い合いを始めたが、メディテ先生は私たちそっちのけで「新種の毒ができたかもしれない」と瞳ひとみを輝かがやかせていた。

「……」

　ただ、その出来上がってしまった新種の何か。

　個人的に使い道があるのではないかと、ふと思ってしまった。

　私は、メディテ先生とトールが何やら話し込んでいる間に、その刺々しい失敗作をいくつか、こっそりと制服のポケットにしまったのだった。

「メディテ先生!!」

　ちょうどその時だ。

　眼鏡をかけた中年の教師が、授業中の調剤室に慌あわてた様子で駆かけ込んできた。

　メディテ先生の側そばまでやってきて何やら耳打ちすると、メディテ先生の表情があからさまに変わる。

「……なんですと？」

「ですから……巫女みこ様が……」

　僅わずかに聞こえてくる単語に、私とトールも顔を見合わせた。

　メディテ先生は珍めずらしく真面目な顔になって、早歩きで調剤室を出て行く。

「〝顧こ問もん魔術師様〟も……俺と一いつ緒しよに来てもらえるかね？」

　出て行く間ま際ぎわに、私たちに呼びかけた。







「何かあったのですか？　メディテ卿」

「……巫女様が教国からいなくなったそうだ」

　トールの問いに、メディテ先生は小声で答えた。

「ペルセリスが……？」

「巫女様は教国を出る事は許されない存在だ。今このミラドリードは物ぶつ騒そうな事件が多い。もしかしたら、巫女様も何かの事件に巻き込まれたのか……愚おろか者に攫さらわれてしまったのか……」

「まさか……エスカか……？」

　トールはハッとして、表情をぎゅっと引き締しめた。

「これってかなりの大ごとよね……」

「大ごとだって!?　緊きん急きゆう事態も緊急事態!!　いったいなぜ教国の司教たちは気がつかなかったのか」

　メディテ先生は長いローブを鬱うつ陶とうしそうに払はらって、とにかく早歩きで教国へと向かっている様だった。

「ねえ先生、ユリシスはこの事、知っているのかしら」

「……王宮への知らせは既に行ったと言う事だが……殿でん下かは今、四国会議に出席なさっているから動けるかどうか。それに、他国の王に知られたらまた面倒な事になりそうだ……」

　あのメディテ先生ですら、強こわばった表情で真しん剣けんに悩なやんでいる。

　私はそんな先生の表情から、ペルセリスにもしもの事があったらどうしようと、不安で仕方が無くなるのだ。

「わ、私……ユリシスを呼んでくる……！」

「おい！　マキア!!」

　教国側とは正反対の方へ走り出した私を、トールが追いかけてきた。

　けれど、この時の私を急せかすものはただ一つ。

　ユリシスに知らせなければと言う気持ちだけだった。

「おいマキア!!」

　腕うでを取って私を引き止めるトール。

「どうした。今は大事な会議中だぞ。それに、お前が呼びにいかなくても、あいつだってとっくに……」

「でも、でももしペルセリスに何かあったら？　だってユリシスは……」

「……」

　トールは、私の妙みような焦しよう燥そう感かんを感じ取っている様子だった。

「……何なんだ……お前のその、ペルセリスとユリシスに対する妙な焦あせりは」

「……」

「あの二人への罪悪感か」

「……それは」

　トールの口調に戸と惑まどいは無く、既にそうだと確信しているかの様。

　言われてハッとしたのは私の方だ。

「だって……だって、どうしたら良いのよ。私はあの二人を、苦しめてばかりだもの。何でよ……ユリシスは私を決して責めない。でも、紅魔女のやってしまった事は、どうしたって巡めぐり巡ってあの二人を苦しめている。だから、もしあの二人にまた何かあったら……」

　心の奥に、固まった痼しこりがあった。

　ユリシスに対する罪悪感。

　ペルセリスに対する罪悪感。

　それを見て見ぬ振ふりをするには、私はあの二人が好きすぎる。

　ああ、紅魔女も丸くなったものだ。あんなに残ざん虐ぎやくで、残ざん酷こくな事を平然とやってのけていたのに。

　今いま更さら後こう悔かいして、なんて滑こつ稽けいな話。

「まあ、お前がそう思うのも無理は無いだろうな。でも、なぜユリシスがお前を責めないのか、少し理解した方が良いぞ」

「……え？」

　トールは私の腕を離はなし、少し低い声で言った。

　しかしすぐに頭を切り替かえ、彼は手の甲こうに立体魔ま法ほう陣じんを展開する。

「そうだ、お前ペルセリスの情報持ってるだろ？　俺の魔法で探せるかもしれない。登録してくれよ」

「……ああ、そうだわ」

　私は指を嚙かんで、彼の手の甲に浮うかぶキューブ形の立体魔法陣に血を垂らした。

　それはナビゲーションになり、ペルセリスの位置情報を刻む。

「……？」

　現れた点はペルセリスの場所を特定するものだが、どうやらここは……

「城下町……？」

　ここからそう遠くない場所のようだった。

「よし、とりあえずこれを追ってみよう。俺たちは一刻も早くペルセリスを捜さがすべきだ」

「う、うん」

　私が複雑そうに小さく頷うなずくと、トールは自分の胸ポケットからハンカチを取り出し、私の手を取って、既すでに血の止まりかけた指にそれを巻いた。

　もうあまり意味は無いのに。

「……あんたって、律りち儀ぎね」

「まあ俺は、お前の御お付つきだからな」

「まだそんな事言っているのね……」

　クスッと笑い、トールと一度視線を交かわすと、強く頷き合った。










【トール、エスカの正体を知る。】




　俺はトール。

　緑の巫女ペルセリスを捜すため、マキアと共に魔導学校を出て行った。

　ただ魔導学校を出てすぐ、どこからか激しい爆ばく音おんが聞こえ、俺とマキアは驚おどろかされる。

　空を見ると、黒い煙けむりがモクモクと上がっているのが見えた。

　嫌いやな予感がして、急いで爆音のした城下町へと走って向かった。

　そう、ペルセリスが居ると思われる、城下町の方へ。




　王宮の商店回かい廊ろうを下った所にある眼鏡橋に、人だかりができていた。

　すでに、魔導騎き士し団のメンバーもちらほら居る。

　橋の下を覗のぞくと、黒く焼けた煉れん瓦がと、まだ新しい血の痕あとが見える。

「……うわ」

　まず鼻についたのが火薬の臭においだ。

　マキアは思わず、制服の袖そでで鼻を押さえていた。

　どうやら橋の下で遺体が発見されたらしい。王宮の兵たちが布で包くるまれた遺体を引き上げている。

「やあトール、マキア嬢じようも」

「団長」

　ダンテ団長が、俺たちに気がついたようだった。

「またエスカですか？」

「いや……今回はあのカードは置かれていない。だが、なんとも奇き妙みようなんだ……」

「どうかしましたか、団長」

「その、遺体がどうにも人のものとは思えないと言うか。全身黒こげでいまいち分からないが、遺体は大きくて、足なんて獣けもののものの様だった」

「……」

　俺はここ最近の事件を思い出し、この話を聞いて、さらに眉み間けんにしわを寄せた。

「団長。少し、見つかった遺体を見せてもらえませんか？」

「え？　いやいや、あんなもの見たら、トラウマに」

「大だい丈じよう夫ぶです。今までも散々見てきましたし」

　俺はダンテ団長の脇わきを通って、王宮の兵が荷馬車に収容した遺体を確かく認にんしに行った。

「……やはり」

　その遺体を見て、俺は確信する。実習の時に見た、水の腕の存在で予感はしていたが。

「…………魔族」

　遺体は魔族のものである。

　討伐された歴史のある魔族がまだこの世界に存在し、王都に紛まぎれ込んでいるという事が、今までの事件の本質を、根底から覆くつがえす事になるかもしれない。




「……魔族？」

「ああ。あれは魔族の遺体だった。間ま違ちがいない」

「まあ、魔族の王だったあんたが言うんだったらそうなんでしょうけど……なんにせよペルセリスが危険な目にあってないようで良かったわ」

　こそこそとマキアに報告した後、再びペルセリスを捜すため立体魔法陣を確認する。

　しかしどうした事か。

　彼女の位置を示す赤い点が、先ほど確認した場所から消えていた。

「ど、どど、どうして消えちゃったの？　ちょっと見なかったうちに」

「消えた場合は……いきなり遠くへ行ったか、俺の魔力の届きにくい場所に行ってしまったか……別の強い魔力によって隠かくされているか」

「もうっ、あんたのナビも適当なとこあるわよね」

「しかたねーだろ。色々なものに影えい響きようされちまうんだからよ」

「あっ、また現れた」

　再び現れた赤い点。

　今度はなぜか、海岸辺りで点てん滅めつしていた。

「……はあ？」

　もう訳が分からない。

　俺とマキアはどうしようかと顔を見合わせ、一いつ瞬しゆん迷う。

　とりあえず俺たちは眼鏡橋から離れ、ペルセリスの反応を追い海岸へ向かったのだった。




　近道になる路地裏に入り、ちょうど曲がり角を曲がった時、俺たちは妙な視線に足を止める事になる。

「……」

　息を潜ひそめ、気配を隠す様にじっと、でも確実に、〝何か〟が俺たちを見ている。

　振り返ってみるが、暗い路地裏には、誰だれ一人ひとり居ない。

「見られているな」

「……ええ」

　マキアとそう確認し合った瞬間、視線を感じた方向とはまったく別の方から、一直線に迫せまる接近物の存在を感じ取った。

「マキア!!」

　マキアを壁かべの方へ押し、腰こしの剣けんを抜ぬき接近物を弾はじき飛ばす。

　カランと金属音をたて地面に落ちたのは、鈍にぶい銀色のナイフだった。

「……っつ～」

　思いっきり壁にぶつかったマキアは、左ひだり腕うでをさすって体勢を整える。

「も、もうちょっと優やさしく……」

「ナイフに体を貫つらぬかれるよりよっぽどマシだろうが」

　文句を言うマキアは放っておいて、俺は叫さけぶ。

「エスカだな！」

　視線を上げると、そこには黒い防ぼう弾だんチョッキを着て、深くフードを被かぶった男が、民家の屋根の上に立っていた。仁に王おう立だちだ。

「……わあ」

　マキアは何とも言えない反応。

「よお顧問魔術師……一足も二足も遅おそすぎるぜ」

「お前……さっきの爆発はお前がやったものか！」

「ああそうだ。お前たちが無能だからな。しっかり働けよ税金泥どろ棒ぼうめ」

　顔は見えないが、低い不安定な声と口調から、相変わらずのエスカだと分かる。

　エスカは屋根の上から飛び降り、乱れなく地面に着地した。

「今までだって、散々〝奴ら〟はこの王都の人間を食いものにしてたぜ。なのにお前らときたら、いつも俺より発見が遅い。やる気あんのかコラ」

　エスカの言葉に、俺は顔をしかめる。

「お前……何言ってやがる」

「は？　何って……お前ら王宮騎士団は、今までの事件を探さぐってたんじゃないのか？　俺様がいつもカードを置いてたじゃないか」

「……」

　あれ……何だかエスカとの会話が嚙み合わない。

　俺は剣を構えたまま、目を細めた。

「そうだ。お前が散々殺して来た者たちの遺体を調べ、事件を追っていた。お前を捕とらえる為ためにな！」

「……は？」

　エスカは何だか妙みような反応で、あからさまに首を傾かしげた。

　目元は見えないが、口元はぽかんとしている。

　マキアは何かに気がついたのか、俺の後ろから口を出す。

「もしかして……今まで王都で横行していた殺人事件って、あんたの仕し業わざじゃないの？」

　マキアのこの言葉に、エスカは少しの間固まり、やがて前のめりになって「はああああああ!?」と。

「当たり前だろうがっ！　俺は〝罪人〟以外は殺さねえっつーの!!」

「……」

　はい。やっとお互たがいの会話の嚙み合わない部分が見えてきた。

「ふざけんな!!」

　俺は剣を前に振ふって、憤ふん慨がい。

「なら今までのカードはいったい何なんだ！　どう見ても犯行声明じゃねーか!!」

「誰だれが〝俺がやりました〟って書いたよ！　ああ!?」

「まぎらわしい事すんじゃねーよ！」

「心外だ！　危あやうく無実の罪をなすり付けられる所だった！　訴うつたえてやる!!」

　俺たちは、まるで中学生のやり取りのような意味の無い罵ば倒とうを繰くり返す。

　だって、ここ最近王都で多発していた奇妙な殺人事件の現場には、いつも〝カメのファンシーなカード〟が残されていた。

　そして、決まって恥はずかしいメッセージが書かれていて、それを調査していた魔ま導どう騎士団は、事件の犯人がカードの主である〝エスカ〟だと思い込んでいた。

「あんたが犯人じゃないなら、なぜカードを現場に残したの？」

　マキアが呆あきれた口調で、例のエスカに尋たずねた。

　エスカはまた少しぽかんとして、何やら考え込む。

「それは……えーと……」

　奴やつが、らしくない様子で言葉を濁にごしていると、どこからか別の声が聞こえた。

「エスカはただ、事件を追っていただけさ。自分の方が現場を早く見つけましたよって自じ慢まんしながら、一応騎士団に敵のヒントを与あたえていたつもりだったらしいけどさ……ふふふっ、でもあのカード、犯人の犯行声明だと思われてたみたいだネ」

　いつの間にか、エスカの隣となりにひっそりと立っている少女がいた。

　幼い容姿で、背中に大きな黒い箱を背負っている。頭には東洋風の飾かざり帽ぼう子し。

　彼女は俺を指差す。

「それと、黒くろ髪かみの彼……あんたは噂うわさの、顧こ問もん魔術師なんだろう？　エスカはね、顧問魔術師のことも調査していたのさ。だから、いちいちあんたの目の前でデモンストレーションをしてたわけ。……要するに、かまってちゃんなんだヨ」

「タータ、お前、出てくるなって！　つーかかまってちゃんじゃねーよ!!」

「そう思ってるのはあんただけヨ。あんたはいつも言葉足らずで誤解されやすいんだから」

　タータと呼ばれた少女は、おそらく精せい霊れいの第二戒かい召しよう喚かんの人形状態だと思われる。

　とても不思議な雰ふん囲い気きを持っていて、人間離ばなれした神聖な魔力を感じとることができる。

　容姿は幼いのに、母のような偉い大だいな風格というか。

「お前は……」

「はじめまして、真っ黒な魔王に、真っ赤な魔女さん」

　タータは重そうな大きな箱を背負った姿のまま、頭を下げる。

「あたしは大四方精霊が一、黒海うみ亀がめの〝ブラクタータ〟。エスカと契けい約やくしているのさ」

「大四方……精霊ですって……」

　その単語に、俺とマキアは驚おどろき、顔を見合わせた。

　聞いた事がある。

　白賢けん者じやの百精霊とはまったく別物の、四匹ひきの〝神しん獣じゆう〟と呼ばれる精霊が居ると。

　二〇〇〇年前から、その存在は伝説のようなもので、大四方精霊はどこかに封ふう印いんされているとされていた。

「まさか……なんでそんな、白賢者ですら手を出す事ができなかった大精霊をお前なんかが」

　信じられないが、以前戦った時に感じた違い和わ感かんと言うものが、これで分かった。

　ユリシスの持つ精霊たちとは、別物だったのだ。

「はん。これで分かったか？　俺様は特別なんだよ」

　エスカは得意げになり、いよいよ臨戦態勢を取る。

　俺も剣を構えた。

「ちょ……ちょっと待ちなさいよ！」

　マキアが慌あわてて、手を振りながら俺たちの間に割って入る。

「ちょっとエスカ！　あんたが犯人じゃないと言うなら、他の誰かが、妙な殺人事件を起こしていたって事？」

「そうだ……〝奴ら〟は連れん邦ぽうから遣つかわされ、この国に潜せん入にゆうしてお前たち顧問魔術師を狙ねらってやがる」

　エスカはマキアに戦せん闘とうを止められ、舌打ちをしつつも律りち儀ぎに答えた。

「ただ、〝奴ら〟の残ざん酷こくな性質的に、人を殺す衝しよう動どうは抑おさえられない。生き血を吸って、人肉を食わなければやっていけないものもいる。王都で連続的に起こっていた殺人事件は、全部〝奴ら〟によるものだ」

「奴ら？　もしかして〝魔族〟の事か……？」

「そうだ。お前だって、もう分かってんだろ？」

　予感は、確かにあった。

　湖での水の腕うで、眼鏡橋の下で見つかった死体……

　だがやはり、信じられない。

「魔族は……魔族は確か、一〇〇〇年前に〝青の将軍〟によって殲せん滅めつされたはずだ。現に今、魔族の存在を確かく認にんする情報も報告も無い……それなのになぜ、今になって」

「はん……魔族は今、完全にエルメデス連邦の下しも僕べと化してんだよ。一〇〇〇年前に殲滅したと見せかけ、魔族はずっと北に囚とらわれていた。いわば家か畜ちくだ。研究材料にされ、体や性質を改造され、人を襲おそい、食う本能を植え付けられている」

「……」

　こいつ、なんでそんな事を知っているんだ？

　魔族が、人を襲い、食うだって？

　俺の知っている魔族には、確かに残酷な奴も居たが、それはごく一部だったはずだ。

「さっきも魔族が、お前たちの事をじっと見てたぜ？　ま、俺が来たからさっさと逃にげやがったけどよ。流石さすが、俺。既すでに魔族に恐おそれられている……ふふん」

　エスカは一人でに笑って、何やら得意げだ。そして続ける。

「魔族は擬ぎ態たい能力もあるもんだから、今じゃ人に化け、何匹もこの王都に潜せん伏ぷくしている。奴らは魔力の高い者や、女子供を好んで食すから、ここ最近ミラドリードでは人間業わざとは思えないスプラッタな死体がいくつも見つかっただろう？」

「全部……魔族がやったのか……？」

　俺はもう一度確かめた。

「その通りだ。この事態を察して、〝教国〟が俺をルスキアに呼よび戻もどした訳だ。無能な王都の魔導騎き士し団じゃ手に負えないみたいだし？　英えい雄ゆうである顧問魔術師様は、今やっと事態を知ったらしいし？　傑けつ作さくだぜ、ったく、ひゃははははっ」

「……教国がお前を？　お前、いったい何者なんだ？」

「ふん。聞いて驚くな、タコ」

　その台詞せりふを待ってましたと言う様に、エスカは今まで被っていた鉄てつ壁ぺきのフードを、勢い良く剝はぎ取って投げ捨てる。

「!?」

　灰色の短い髪かみの、顔色の悪い青年。

　ちなみに三白眼で目つきも悪く、まったく予想通りの風ふう貌ぼうと言っても良いかもしれない。

　ドヤ顔の口元の、ギザギザした歯が印象的。

　あれ、しかもよく見たら青と緑のオッドアイだ！

　色々揃そろってんなこいつ。

「俺は〝魔族殺し〟の二つ名を持つエスカ！」

「……」

「ちなみに、今の〝緑の巫女みこ〟の実の兄でもある」

「えええええええええ!?」

　二つ名なんかより、よっぽどインパクトのある事実だった。俺もマキアも仰ぎよう天てん。

　いや、いやいやいや。無い無い無い！

　あの愛らしいペルセリスと、同じ血が通っている顔じゃないだろう！

「も一つ言うなら……俺は一〇〇〇年前の魔王クラス〝聖せい灰はいの大司教〟の生まれ変わりだ！　ひゃーっははははははは!!」

「え、えええええええええええええっっっ[image: !!!]」

　最後の一いち撃げきは痛つう烈れつで、俺もマキアもよろめいた。

　え……？　こいつ、魔王クラスなの？

　俺やマキア、ユリシスと同じ……あの勇者や、シャトマ姫ひめ、ペルセリスと同等の、魔王クラスなの……？

「あ……あり得ない。噓うそよ噓。真実だったら罪よ……」

「噓じゃないヨ。こいつは確かに〝聖灰の大司教〟の生まれ変わり。今のヴァベル教国を創設した、一〇〇〇年前の魔王クラスだヨ」

　精霊タータがただ一つの真実と言うように。

「ど……どうしてこうなった……」

　マキアも俺も、思わず力無い言葉が漏もれた。

　聖灰の大司教って、もっと威い厳げんと風格、徳のある人物だと思っていた。

　俺たちにここまでの精神的ダメージを与えるこいつは、確かにただ者ではないかもしれない。

「まあ……そう言う事だぜ〝黒魔王〟……〝紅魔女〟……」

「!?」

　いきなり、エスカを取り巻く魔力の流れが変わった。

　俺とマキアは無意識に身構える。

「て、てめえ……俺たちの事を、知っていたのか……」

「ああ、当然知っていたぜ？　聖地の〝肥やし〟であるお前たちの事はな」

　エスカは両手を広げて語った。

「魔王クラスは危険だ。この国にとって有害となるか無害か、それを審判ジヤツジする必要がある。ま、どっちみちお前たちの体は、いずれ聖地の棺ひつぎに収められるんだけどよ……？　ただ魔族に殺されても面おも白しろくないし、奴らより先に俺がぶっ殺してやろうと思ってた訳よ」

　マキアがエスカをジッと見つめていたが、ある事に気がつく。

「あれ、あんた……もしかして偽ぎ名めい？」

「あ？　そう言えば紅魔女って、名前魔女だったか？　だったら残念だったなあ。俺の本名は教国の幹部しか知らねえよ！　エスカは〝コードネーム〟だから！　ひゃははは！」

「はあ……さようで」

　マキアは力無い受け答え。

　ダメだ。こいつの存在はやる気を損そこなわせる。

「黒魔ま王おうに紅魔女。二人でかかってこいや。まとめて審判を下してやる……ビビるんじゃねえぞ」

「……てめえ」

　エスカと俺は再び構えた。

　なんだかんだ言っても、相手は同じ魔王クラスだ。

　魔力がざわめき立つ。

「いくぞ！」

「ちょ、ちょあんたたち!!」

　マキアの声も無視して、二人の男は睨にらみ合いの後、今にも弾はじけそうだった魔力を解放。

　しかし、魔導要よう塞さいを発動しようと立体魔ま法ほう陣じんを展開した時。

　俺とエスカの間に居たマキアが、まず俺に向かってきて思いきりラリアットを御お見み舞まいしやがった。

「グハッ」

　鈍にぶく痛々しい音が響ひびく。

　気がつけば俺は、そのまま仰あお向むけになって倒たおれていた。

「!?」

　流石さすがのエスカも突とつ然ぜんの事に驚いていたが、魔力によって勢いを付けた足あし下もとが急に止まる訳も無く、奴やつはこちらへ突進。

　マキアは向かってくるエスカの足を、思いきり払はらったようだった。

「うわあああああああああっ！」

　エスカは悲ひ惨さんなほど勢い良く転がっていき、積まれた木箱に突つっ込こんだ。

　ガラガラガシャンと、その木箱の壊こわれる予想通りの音がする。

「あんたたち、いい加減にしなさいよね！」

　マキアが怒ど鳴なった。ただ腕と足が痛いのか、少しばかり涙なみだ目めだ。

　筋肉の固い大の男二人に、少女の体で危害を加えるのはいささか無む謀ぼうだったか。

「意味の無い喧けん嘩かなんてやってる場合じゃないでしょう！　ペルセリスが行方ゆくえ不明なのよ!!」

「……マキア……おま」

　首、顎あご辺りを強打して、立てずにいる俺。

　いや、ほんともう、マキアさんの言う通りです……

「てめえぶっ殺す!!」

　そう叫さけびながら、エスカは木き屑くずの中から飛び出してきた。
















　奴も恥はずかしかったのか。顔を真っ赤にしてずんずんと向かってきて、マキアに指を突きつけた。

「……」

　しかしマキアはフッと皮肉の笑えみを浮うかべると、その指を摑つかんで折り曲げる。

　めきょって言う音がした。

「あぎゃああああ!!」

「……あんたね。信じたくないけど、あんたの言う事が本当なら、あんたは聖灰の大司教の生まれ変わりで、ペルセリスのお兄さんなんでしょ。だったら、居なくなった妹の事をもっと心配しなさいよ」

「てめえ！　ぜって殺す!!」

「……はあ。殺す殺すと、よくもまあ聖職者の身でありながら気軽に言うものだわ」

　やれやれと首を振ふって、マキアは起き上がれずにいる俺に手を伸のばした。

「トール……悪かったわね。あんたから落ち着かせないと、魔導要塞を発動されたら厄やつ介かいだったし」

「だからって……なんでラリアット……」

「魔法は極力使うなって、あんたが言ったんじゃない。ほら、もうこんな痛々しい奴の事は無視して、ペルセリスを捜さがしに行きましょう」

　マキアに手を引かれ立ち上がって、危なげに飛んでいった剣けんを探し、腰こしの鞘さやに収めた。

　エスカはさっきから後ろで喚わめいている。

「おい、ふざけんな！　俺はお前たちと戦って、判断しなければならないんだ！　俺が裁くべきかそうでないか」

「は？　私たち、今世では別に罪に相当する事なんかしてないつもりだけど」

「バカか。魔王クラスはただそれだけでみんな罪人だ。それに……」

「……？」

　エスカはその目つきの悪い顔でマキアを下から上まで探さぐる様に見て、ニヤリと笑う。

　マキアは顔をしかめた。

「何よ」

「別に……〝紅魔女の棺は空席だったな〟と思っただけだぜ」

「……」

　急に風向きが変わって、肌はだ寒ざむくなる。

　そろそろ、空は紫むらさき色いろをのぞかせ、夜の訪おとずれを感じさせた。

「言っておくが、〝緑の巫女〟様は俺が預かっているぜ」

「は？」

「城下町をうろうろしていた所を、俺が見つけた。巫女様の魔力を嗅かぎ付けた魔族が、巫女様を襲おそおうとしていたからな。……橋の下の焼死体は、その魔族のもんだよ」

「……お前」

　まあ、ペルセリスの兄が彼女を保護しているのなら、安心と言えば安心なのだが……

「巫女様を返してほしけりゃ、この国の王子である〝白賢けん者じや〟をよこしな。巫女様を泣かせたあいつを、俺がぶっ殺してやる」

「え……白賢者？　お前、ユリシスの事を知っているのか……？」

「いいか、白賢者に伝えろ！　無意味な会議にのんのんと参加している場合かってな！　巫女様は嘆なげき悲しんでおられる。……〝約束の場所〟で待ってるってな！」

　エスカは俺の問いを無視して、壁かべを駆かけるようにして、高い建物の屋根の上に飛び乗り、そのまま消えた。

「約束の場所……？　あ」

　マキアはエスカの言い残した言葉に首を傾かしげながら、地面に刺ささったカメのカードを拾い上げる。

「これ……エスカのカード？」

「何だ。地図？」

　どうやらそれには簡単な地図が描かかれていたようだ。

　だが、地図にしては適当で、海岸線上に星マークが描かれているだけのものだ。

「ちっ、使えねえ」

　俺は自らの高性能ナビゲーションを確かく認にんしてみた。

　すると、やはりその辺りからペルセリスの反応が、かすかにある。

　マキアはエスカの残したカードを掲かかげて、首を傾げた。

「あいつ、ペルセリスの居場所を教えてくれたんだわ」

「ユリシスを連れてこいってことだろ」

「あいつ、ユリシスが白賢者ってことも知っているのね……」

「教国の人間だからだろ」

　それにしても、厄介な話になっているな。

　エスカが奇き妙みような連続殺人の犯人だと思っていたのに、それは、この国に紛まぎれ込んだ魔族の引き起こした事だった。

　ペルセリスがいなくなったと思ったら、エスカと兄妹きようだいで。

　しかもエスカの奴、一〇〇〇年前の魔王クラスである〝聖灰の大司教〟の生まれ変わりで。

　白賢者をよこせって……あれ、なんか、訳が分からなくなってきたぞ。

　結局エスカの目的は、魔族の討とう伐ばつなのか、俺たち顧こ問もん魔術師の調査なのか……白賢者であるユリシスなのか。

　それとも、それら全てを、教国から任されているのか。

「あ……雨」

　晴れているのに降り始めた夕立に、俺とマキアが空を見上げた。

　その時の事だった。

「!?」

　一いつ瞬しゆん、全身の魔力が一気に震ふるえるような、そんな衝しよう撃げきに見み舞まわれた。

　マキアも気がついた様で、俺たちは驚おどろきの表情のまま、顔を見合わせる。

「い、いま……」

「お前も感じたのか？　全身に一気に魔力が駆け巡めぐったような……」

「ええ」

　制服の胸むな元もとを押さえ、マキアはその衝撃に戸と惑まどっている。

「もしかして、魔導回路システムの試運転か……？」

　俺は思い当たる事があり、路地裏から出て、魔導研究機関の側そばにそびえる建設中の魔導波塔システムタワーの方を向いた。

　建造物群から突き出た細長い塔とうからは、ちらちらとした光が立ち上っている。

　マキアも俺の側そばまで寄ってきて、尋たずねた。

「ねえ……どう言う事？」

「四国会議中に魔導回路システムの小規模な試運転をしてみせるって、キキルナが言っていた。しかし、俺たちの魔力に反応しているってのは、いったい……」

　何だろう。この言い様の無い感覚。

　自分の全てが、まるで誰だれかに見すかされているような、落ち着きの無い感覚。

「……トール……」

　マキアが不安げな様子で俺の服の端はしを摑んだ。

　瞬間、再び電流が流れた様な感覚と共に、俺とマキアの魔力が〝繫つながった〟のが分かる。

　紅あかと黒の魔力が……

　本来絡からまり合うはずの無い別の色の魔力が、絡み合って混ざり合い、そして、新たな色をつくる。

　重なっていくのがわかる。その鼓こ動どうの音。

「魔力が繫がっている……？」

　俺たちは見つめ合い、手を取り合い、この言いようの無い感覚に大いに戸惑った。

　そう言えばキキルナが、「魔法が繫がっていく」のが魔導回路だと言っていた。

　こういう事だったのか？

　ただお互たがいの感覚が嫌いやという程ほど分かる分、徐じよ々じよに恥ずかしくなって手を離はなす。

「なんだこれ……」

「し、新感覚ね」

　俺は壁に手をついて、マキアは跪ひざまずいて心を落ち着かせた。

「……え？」

　しかし、再び。今度は、先ほどとは比べ物にならない程の違い和わ感かんと、鈍にぶい痛みを得た。

　ぐにゃりと視界が歪ゆがみ、目前がまっさらになる。

　何も無い視界を、紅く光る糸と、黒く光る糸が横切った。

　マキアと俺の魔力のイメージだ。

　ただこのイメージに、柔やわらかな白色の魔力、また弱々しい緑色の魔力の糸が、どこからとも無くやってきて、ここにある四色の糸は絡まり合い、探り合う。

　ユリシスと、ペルセリスのものだと思った。




　そして、俺たち四人の魔力は、おそらく、〝輪〟を描えがくように繫がった。




　この感覚は、言葉にしがたい。

　ただ、それは懐なつかしいような、でも知らないような、遥はるか遠くの〝何か〟を追い求めているかのように、切ない繫がりに思える。

　見えないのに、感じる事が出来る。

　四人の魔王の存在を。

　この共有の感覚が、否いや応おう無しに俺たちの力を利用し、巻き込み、連れて行くのだ。




　映像として残る〝記き憶おく〟の世界へ。








第四章　《追つい憶おく》白賢者と緑の巫女みこ









【ユリシス、綿花の道。】




　僕はユリシス。ルスキア王国の王子の一人だ。

　先ほどまで、四国会議に参加していた。

　ペルセリスが教国からいなくなったと聞かされ、内心とても焦あせっていたが、僕は彼女を捜しには行けなかった。

　そんな中、魔ま導どう研究機関にて、ルスキアの今後を左右するであろう、魔導回路システムの試運転を、見守っていたはずだ。

　しかし突とつ然ぜん、魔力が酷ひどく荒あら立だち、何か別のものと繫がるような感覚に陥おちいった。

　おそらく僕は、意識を失い、倒たおれたのだろう。




「……ここは」

　気がついたら、僕は綿花の畑の真ん中に立っていた。

　しばらくぼんやりと、その景色を眺ながめていた。

　そこは、とても見覚えのある場所だったから。

「ユリシスー」

「おーい」

　少し向こうの方に、僕の名を呼ぶマキちゃんとトール君の姿があった。

「ユリシス……あんたもここに来たのね？　ここはいったいどこかしら」

「……マキちゃん」

「この空間は魔導要よう塞さいに似ている。おそらく、空間魔法によって出来た空間だ。魔導回路が俺たちの意識を繫いで、俺の魔法を利用して作ったんだ」

「……トール君、そっか。これ、君の魔法で視覚化された空間なんだ」

　僕はやっと理解した。

　ここは、僕の〝記憶〟の中だ。

　それを、魔導回路システムで繫がれた僕らが共有し、トール君の魔法が空間映像化してくれているんだ。

「ねえ、ユリシス。あんた早くペルセリスの所へ行ってあげなさいよ。だって、あの子あなたを〝約束の場所〟で待ってるって」

「……約束の場所……」

　マキちゃんが口にしたその単語に、僕は覚えがあった。

　とても懐かしく悲しい気持ちになり、微笑ほほえむ。

「そこに至る為ためには、僕はもう少し、ここにいなければならないらしい」

「……ここはいったい何なの？」

「僕の……〝白賢けん者じや〟の記憶の中だよ……」

　暖かい風がふいて、綿花の畑を撫なでていった。

　白い光の粒つぶが立ち上っていく。

　実際の位置は、東の大陸の中央を横断する商路のわきに広がっていた綿花畑である。

「あそこに小屋があるだろう？　見える？」

　僕は綿花の道の丘おかの上に建つ小さな小屋を指差した。

「あの家で生まれたのが、僕だ。前世名は、ユノーシス・バロメット。後に、東の白賢者と呼ばれる事になるけれど」

　とても懐かしい。遠い遠い、遥か昔の記憶。

　僕はここで、最初の精せい霊れいと契けい約やくし、旅に出た。この綿花の道〝バロメットロード〟を進んで。

「何だか変な感じだな。白賢者の、そんな最初の頃ころの話なんて聞いた事無かったから」

「だってあまりに昔の事だから。忘れていたわけじゃないけど……人生が長すぎると、ね」

　トール君のいう事にクスッと笑い、僕は大きく息を吸い込んだ後、ゆっくりと吐はいた。

　ああ……懐かしい甘い土の匂においがする。

　だけど僕は、穏おだやかで居い心地ごこちの良い、記憶の中の故郷に、背を向ける。

「トール君、マキちゃん……少しだけ付き合ってくれる？　僕、確かめたい事があるんだ」

「記憶の中に？」

　マキちゃんが首を傾かしげた。

「うん。……ごめんねトール君。君の空間魔法を利用する事になって」

「いや……いいよ」

　トール君は頷うなずいてくれた。気の済むまで、確かめろと言うように。

　僕は少しだけ考えた。長い長い記憶の、いったいどこから思い起こせばいいだろうか……と。

「確かめるべきは、そう……僕が白賢者と呼ばれるようになって、聖域と繫がりを持った頃からだろうな……」

　そうして、僕の記憶のページは、バラバラとずっと先までめくられた。




　これは、二〇〇〇年前に存在した魔王、東の白賢者ユノーシスの物語。

　精せい霊れい魔法の祖であり、勇者の師し匠しようであり、当時の緑の巫女の夫でもあった男の記憶の物語。

　二〇〇年という長い時間を生き、そして勇者に殺された、愚おろかな男の記憶の物語である。










【ユノーシス、追つい憶おく０　～神器～】




　約二〇〇〇年前の、僕の名前はユノーシス・バロメット。

　精霊と契約し魔術を行使する〝白魔術〟の祖である。

　南の大陸にある聖域の関係者が僕のところへやってきたのは、僕が東の大陸の大国、フレジスタ王国という国で多くの弟で子しに白魔術を教えていた頃だった。

　この時、既すでに一〇〇年を生きていた僕は、多くの者に〝東の白賢者〟と呼ばれていた。







「北の黒魔王……ですか？　ええ知っています。魔族の国家を作ったと言う、とんでもない黒魔術の使い手が居るとか。会った事は無いのですが……」

「では、西の紅魔女は知っておられますかな？」

「紅魔女……？　いいえ、初めて聞きました」

　南の大陸にある、聖地ヴァビロフォスに招かれ、聖域の住人の長老は僕に他大陸の魔王の話をした。黒魔王と、紅魔女について。

「あなたと同じく、黒魔王や紅魔女に老いは無いらしいのです。常に十代から二十代の姿だとか。しかし、まあ……この二人に関して聞こえてくる噂うわさは恐おそろしいものばかりですな。争っては、山を一つ二つ消し飛ばしているとか」

　長老はどこか意味深に視線を逸そらし、側そばの者に何かの指示をした。

「白賢者様、こちらをご覧下さい」

　住人が持って来たのは、白い布に包まれた細長い何か。

　その白い布を取ると、中から薄うす金色の錫しやく杖じようが現れた。

　それが目の前に現れただけで、聖域の空気がより緊きん張ちようしたのが分かる。

「……これは……凄すごい魔力ですね」

「この錫杖をあなたに授さずけたいのです。メイデーア神話上、精霊の神と呼ばれたパラ・ユティスの神器である〝精霊王の錫すず〟でございます。……聖域ではこういった神器をいくつか保管しておりますが、それを扱あつかえる者が現れた場合、授ける事になっているのです」

「……精霊王の錫」

　その錫杖にはどうしようもなく惹ひかれるものがあり、自おのずと手が伸のびた。

　受け取った後に、ハッとして、長老に尋たずねる。

「神器だなんて……きっととても貴重なものでしょう。僕が扱ってもよろしいのですか？」

「勿もち論ろんです。ただ、一つ頼たのみたい事が……」

「と言いますと？」

「先ほどお話ししましたが、黒魔王と紅魔女の事です。ここ最近、あの二人の魔王の争いが激化していると、世界中に散らばる聖域の調査団から聞こえてきます。それをあなたに止めていただきたい。異世界より現れるという、〝伝説の勇者〟を探し出して……」

　長老の眼まな差ざしは真しん剣けんで、僕は自ずと悟さとった。

　おそらくそれこそが、長くを生きながらえる〝白賢者〟に残されている使命だと。

　これこそが、僕に〝死〟を許すきっかけになると……

　その後、僕はもう一〇〇年という長い時を〝黒魔王〟と〝紅魔女〟という、魔王たちとの争いに費ついやす事になる。










【ユノーシス、追つい憶おく１　～勇者カヤ～】




　聖域に命じられ、黒魔王と紅魔女の争いに白賢者も加わるようになって、何十年も経たった後。

　僕は異世界より現れるという伝説の少年を、ある村でようやく見つけたのだった。

〝彼〟は不思議な佇たたずまいを持った、金きん髪ぱつで青い瞳ひとみの見み目め麗うるわしい少年だった。

　歳としは一二、一三歳くらいだろうか。

　東の大陸のシリク村という村で一番大きなヤシの木の根元に、じっと座っていた。

　とても子供とは思えない落ち着いた様子で。

　大事そうに、その体には合わない大きな金色の剣けんを持って。

「誰だれかを待っているのかい？」

「……」

　声をかけると、少年は僕をじっと見て、ただじっと見て、そして頷いた。

「俺を連れて行ってくれる人を……」

「連れて行くって……どこへ？」

「どこへでも」

　なんともひねくれた言い回しで、僕は少々面めん食くらった。

　それでも、彼にはどうしても期待したくなるオーラがあった。

　独特で、特別な。

「どこへでも行きたいと言うのは、冒ぼう険けんしたいと言う解かい釈しやくで良いかな？　それだったら僕が力を貸す事が出来るでしょう。そのかわり、君には〝勇者〟となって、魔ま王おうを倒たおす使命が与あたえられるのですが。今、このメイデーアは、二人の魔王のいたずらな暴力によって混こん沌とんの中にあります。多分あなたがこの世界にやってきたのは、僕らの希望の〝勇者〟たる人物だからです」

「……勇者？」

　少年は少しだけ眉まゆを動かし言葉を失っていたが、それ以上の驚おどろきを見せる事は無かった。

　異世界から来た少年と言う事で、この世界の色々な事に戸と惑まどって「ええええ俺が勇者っすかああああ!?」くらいのリアクションを期待していたのに。

　何とも冷めた子供だった。

「……分かった」

「おや、案外あっさり。君、命がけの戦いだよ？　今から修しゆ行ぎようして魔法を覚えて、仲間を集めていざ決戦だよ？　魔王って結構強いよ～死んじゃったりするかもだよあはは」

「関係無い」

　僕の渾こん身しんのブラックジョークがあっさりとかわされる。

　少年は立ち上がると、少しニヒルに笑って堂々と言ってのけた。




「……俺が勇者になって、この世界を救います。必ず魔王を討うってみせましょう」




　僕はその時、確信した。

　この子供こそが、やはりメイデーアが待っていた伝説の勇者であると。

　彼はまるで、祝福の金色の光を取り巻いているかの様だった。

　少年は自身を〝カヤ〟と名乗った。

　僕はカヤを見つけた後、すぐに聖地ヴァビロフォスへ連れて行ったのだった。







「ユノーシス！　ユノーシスウウううぅぅぅっ!!」

「はいはい、ユノーシスです。……巫女みこ様……大きくなられましたね」

「やっと来たのねっ！　もう、ずっと待っていたのよ？　待ちくたびれちゃったわ！」

　この時代の緑の巫女こそが、後に僕の妻となるエイレーティアである。

　エイレーティアとは、彼女が生まれた時に僕が付けた名だった。

　だから僕は、エイレーティアに親のような祖父のような気持ちを抱いだいていた。

　エイレーティアも、たびたび聖地にやってくる僕を気に入ってくれていて、いつも全力で歓かん迎げいしてくれた。

　無む邪じや気きに抱だきついてくる彼女のなんと可愛かわいらしいことか。

　とにかく僕に遊んでもらいたいのだ。

「ですが巫女様……長老様にご挨あい拶さつをしなければなりません。少しお待ち下さい」

「ええ──っ」

　膨ふくれっ面つらの彼女は大変愛らしく、我わが儘ままを聞いてあげたくなるが、僕はカヤを長老に引き合わせなければならなかった。

　カヤはそんな僕らを軽く無視して、大樹を見上げている。

　この時代、大樹はまだ地上にあった。

　相変わらず何を考えているのか分からない子だったが、きっと聖域の神聖な空気に浸ひたっているのだろうと、僕は微笑ほほえましく思っていた。

　長老はカヤを見た瞬しゆん間かん、その白い眉をグッと顰ひそめ、唸うなった。

「……分かっておりますとも。その少年こそが勇者としてあなたの選んだ者なのでしょう。異世界から来た……少年……。本当にいたとは」

「分かるのですか？」

「ええ。その黄金の剣がなによりの証あかし」

　勇者の持つ黄金の剣は、通つう称しよう〝女め神がみの加護〟と呼ばれる戦いの女神の神器だとか。

　カヤはいったいどこでそれを手に入れたのか。

　何度か聞いてみたが「……拾いました」と言われるだけ。

　そんな訳あるかよっ！　とつっこみたかったけれど、その剣の話題に触ふれると、彼は鬱うつ陶とうしそうな顔をしていたから、何か事情があるのだろうと思っていた。

　その後、彼は大樹の御み許もとの泉にて〝勇者〟としての洗礼を受け、その立場を明確なものにし、僕の元で修行を始めたのだった。




　修行をかね、僕はカヤをメイデーアのあちこちに連れて行った。

　かつて自分が精せい霊れいを見つけた遺い跡せきや、洞どう窟くつ、あらゆる迷めい宮きゆうなんかに出現する魔物を倒したりして、彼が成長出来る様にと。

　その中で、弓使いの少年や、女魔法使い、フレジスタ王国の王子など、今でも名のある戦友たちを集め、勇者のパーティーを築いた。

　僕はそんな若者たちの勢いに魅み入いられ、彼らならきっとあの紅魔女と黒魔王を倒してくれるのではと、心から期待していた。

　勇者カヤは順調に力をつけていき、カヤを中心に仲間たちの結束も固めていき、問題や危険を越こえ逞たくましくなっていく。

　それを見ているのは、とても心地ここちよかった。

　黒魔王や紅魔女は、そんな〝勇者〟と言う存在を、目め障ざわりなものと思っていた様だ。

　特に黒魔王は、勇者を葬ほうむるため何度と無く魔族の刺し客かくを送って来たっけ。

　その度たびに、勇者カヤは仲間と共に、力を合わせて敵を撃げき退たいし続けたのだった。










【ユノーシス、追つい憶おく２　～エイレーティア～】




　気がかりと言えば、聖域の緑の巫女様……そう、エイレーティアの事だっただろう。

　彼女はすくすくと成長し、花はな婿むこを迎むかえねばならない歳としになっていた。

　しかしこの頃ごろ、聖域の住人と、ヴァビロフォスを信しん仰こうする神官が水面下で争い、緑の巫女の花婿に、お互たがいの都合の良い者を推すい薦せんしていた。

　エイレーティアは、それに酷ひどく反発していたのだった。




「だから私、あの男たちに言ってやるのよ。私の一番好きな花を一回で言い当てたら結けつ婚こんしてあげるって」

「……またそのような」

「うるさい。ならあなたは知っているの？」

「………蓮れん花げがお好きだったような……」

「それは小さい頃ころに一番好きだった花よ。今は全然違ちがう……」

　無邪気で素す直なおで、可愛らしかった巫女様だったが、無理に結婚相手を決められそうになっていたせいもあり、この頃、少しだけひねくれていた。

　お年頃の、父親を嫌いやがる思春期の娘むすめのよう。

　だけど僕が聖域に帰ってくれば、悪態をつきながらも側そばから離はなれようとしない。

　彼女は寂さびしく、心細かったのだ。

　幼くして母を亡なくし、聖域の事情に振ふり回されてきたエイレーティアの孤こ独どくを思うと、ずっと側に居てやれたらと思った。

　しかし、僕には魔王討とう伐ばつの使命があり、簡単に聖域に戻もどってくる事も出来ない。

　緑の巫女は直系でなければならないため、次代の巫女を産むと言うのは絶対の使命である。

　その血を繫つなげていく為ための花婿の選せん択たくは、ヴァビロフォスの将来に関かかわる事だと、僕だって知っている。

　ただ、エイレーティアが反発する意味も分かるという程ほど、その花婿選びには政治的な意味合いが強すぎたのだった。

　僕だけでもエイレーティアの味方でいて、彼女がゆっくりと花婿選びが出来るよう、支えになれたら……

　そう思っていた矢先の事。

　僕と巫女様は、聖域の長老に呼び出された。







「…………え」

　いつまでも婿を選ばない巫女様に焦あせりを感じていたのだろう。

　長老はいよいよ〝白賢けん者じや〟である僕を巫女様の花婿にと告げた。

　正直、頭が真っ白になった。

　だって、生まれた時から面めん倒どうを見ていた巫女様と自分が結婚するなんて、考えられない。

　娘すら飛び越えて、孫にも似た感覚を持っていたのに。

「ちょっとお待ちください長老。僕はあなたより歳を取っている、巫女様から見たらただの老いぼれです。それではあまりに巫女様が……」

　僕は、共に長老の話を聞いていたエイレーティアの様子を気にしながら、物申した。

　だが長老は「お引き受け下さいませ」と言うばかり。

「……」

　エイレーティアは言葉を失い、心ここにあらずといった様子。

　このままでは、また彼女が、花婿を受け入れる事に対し不信感を得てしまうのではないかと、心配になる。

「無理です、長老。僕と彼女では生きていく時間の流れが違います」

　確かな問題を上げ、否定する。

　ただその瞬間に見たエイレーティアの表情が、痛々しい程に心細そうだったのが気にかかった。

「……っ、私だって、あなたみたいな老いぼれくそじじい、断固お断りよ!!」

　そして彼女は怒ど鳴なって立ち上がり、僕に向かって言い捨てたのだ。

　強がっていたけれど言葉は震ふるえていて、去っていく彼女の背中はとても小さくて。

　もしかしたら彼女は僕に、何か求める事があったのかもしれない。

　そう思ったら、少し心が痛んだ。

「……いったい、何をお考えなのです、長老。あなたが緑の巫女……エイレーティアの事を第一に考え私を選んだと言うのなら、僕も真しん剣けんに考えねばと思います。しかし……僕には魔ま王おう討伐の使命もあり、膨ぼう大だいな魔力のせいで歳もとらない……誰だれかと共に夫婦として寄より添そい生きて行く事は、とても難しいのです」

　少しの間の後、長老は意味深に長く白い鬚ひげを撫なでた。

「白賢者様。あなたは何か勘かん違ちがいしておられる様だ……」

「……え？」

「あなたは巫女様と生きる時間が違うと言いましたな。それは、あなたの魔力が影えい響きようしている事であると、あなた自身が知っておられる」

「……ええ」

「では、巫女様の魔力数値がいかほどか気にした事は？」

「巫女様の……魔力数値？」

　僕は今まで、緑の巫女の魔力数値と言うものを気にした事は無かった。

「巫女というのは魔術師ではありませんが、歴代どの方も優すぐれた数字を出しておられます。しかし、今の緑の巫女様……そう、エイレーティア様は別格です」

「……？」

「あなた様とそう変わりませんよ。黒魔王、紅魔女と並ぶ、一〇〇万の魔力数値を超こえる存在。彼女の魔力数値は一三〇万強。白賢者様……聖域の中だと全く気がつかないでしょうけれど、これがあの方が生まれた時に測定した確かな数値なのです」

「一三〇万!?」

　驚おどろいた。白賢者より大きな数字だったから。

　そして、その瞬間胸に抱いたのは、そこはかとない不安と喜び。

　もしかしたら彼女もまた、自分と同じ様に長い時に翻ほん弄ろうされ続けるのかもしれない。

　もしかしたら彼女は、自分と同じ、長い時を生きてくれる存在かもしれない……

　そして、その二つの正反対の感情が、ただ一つの結論を出していったのだった。







　聖域の聖なる泉から上がったばかりの巫女みこ様は、神聖な空気と光に包まれている。

　まだまだ子供だと思っていた彼女の大人びた表情と出いで立ちに、言葉を失ったのは言うまでもない。

　やはり僕は、この時既すでに、彼女を一人の女性として見ていたのだろう。

「巫女様……僕と夫婦になりますか？」

「……」

　数日考えた上での、僕の結論だった。

　巫女様はどこか無気力で、現状に疲つかれ果てているように見えた。

　もし彼女が僕を必要としてくれたなら、僕と言う存在に安心感を覚えると言うなら、彼女と共に人生を歩もうと、そう考えた。

　そして、多分それは、自分自身求めていたものなのかもしれない、と。

「いえ、違いますね……すみません。僕と夫婦になってくれませんか……ですね。すみません……全く僕は……」

「……は？」

　それにしても僕はプロポーズが下手だった。

「なにそれ、長老に言いくるめられたの？　おかしいじゃない、この前は無理だと言っていたのに。私はそんなに哀あわれ？　それが、白賢者様の導き出した最良の決断ってわけ」

　エイレーティアはひねくれた返事の後、ぼろぼろと泣き出した。

　当然だ。僕は一度彼女との結婚を否定し、彼女を傷つけたのだから。

　側そばに咲さいている小さな白桔き梗きようの花が、どこか彼女のように思えた。

「巫女様……僕はきっと、一生、誰とも寄り添う事は無いだろうと、そうすべきだと思って生きて来ました。今はこんな風ですけれど、僕にだって若い頃があり、恋こいをした事もあります。しかし、結ばれる事は決してありません。僕に老いは無く、誰もが僕を置いて逝いってしまうのだから」

　本当は、もっとスマートで、もっと気の利きいたプロポーズが出来れば良かった。

　でも口から出てきたのは、長い長い人生への皮肉。自らへの憂うれいだった。

　決して意味の無かった人生だとは思っていない。

　でも、どこかで少し疲れていたのだ。老いも、死も無い自分に……

　側の白桔梗の花を、ぷつんと摘つむ。

「私には永遠があるような気がしてならないのです……」

　出て来た、その言葉が全すべてだった。

　誰にも言った事のなかった、僕の弱さみたいなものだ。

「すみません。私は何を言っているのでしょうね……一人ごとですから……」

「……」

　彼女は僕の話を真剣に聞き、視線を手に持つ白桔梗に向けていた。

「ねえ……知ってる？　その白桔梗の花言葉」

「……？」

「〝永遠に君を愛する〟って言う意味なの……胡う散さん臭くさいと思わない？　だから私、その花あんまり好きじゃないの」

「え」

　結構クサい、しかも胡散臭い花言葉だった。

　いや、決して狙ねらったわけではない。

　思わず僕はたじたじとなってしまう。賢者のくせに。

「……その花、私にくれるなら……私その花を一番好きになれそうなんだけど」

「……え？」

「そしたら、あなたは私の一番好きな花、言い当てる事ができると思うのだけれど」

　しかしエイレーティアの反応は、自分の思っていたものとは違っていて、僕はハッとさせられた。エイレーティアは少し照れているのか、視線を僕から逸そらしがちだ。

　以前、彼女は言っていた。

　自分の一番好きな花を言い当てた者を花はな婿むこに選ぶ、と。

　僕は僅わずかに口を開き、何とも言えない感情に戸と惑まどった。

　喜びの滲にじむ、感情に。

「僕は……老いぼれくそじじいですよ？　常に側に居る事もできませんし、何しろ、老いぼれくそじじいですよ？」

「な、何……老いぼれくそじじいって言った事、根に持ってるの!?」

　エイレーティアは困った様に笑って、そして、大人びた口調で続けた。

「でも、その花の花言葉……あなただけが説得力をもてると思うから。あなたには〝永遠〟がある気がするのでしょう？」

「……」

「あなたは、ずっと私の側そばに居てくれる。だって死なないもの」

「……巫女様」

　エイレーティアは「ふふっ」と微笑ほほえんで、立ち上がる。

　彼女がとてもまぶしく思えた。

　きっとこの時、僕は彼女に対し、特別な感情を抱いだいたのだ。

　この歳としになって、こんなに新しん鮮せんで夢ゆめ心地ごこちな感情を抱くとは思わなかった。

「エイレーティア、あなたの一番好きな花は、白桔梗ですか」

「……ええ……正解よ」

「僕の妻になってくれますか？」

　言葉に、確かな力を得た気がした。

　義務でも、責任感でもない。

　彼女を支えなければと言う感情だけでもなく、確かにあなたを求めているのだと言う言葉の力。捧ささげる白桔梗。

「いいわ、ユノーシス」

　彼女はその大きな緑色の瞳ひとみで、まっすぐに僕を見て、花を受け取る。

　その瞬しゆん間かんの、聖域に届く木こ漏もれ日の、光の柱の聖なる恵めぐみの匂においを、今でも僕は覚えている。

　帰るべき安住の地があるのなら、それはきっとエイレーティアの元である。

　そして、自分も彼女にとって、そんな存在になるのだ。










【ユノーシス、追つい憶おく３　～黒魔王と紅魔女～】




「魔導要よう塞さい………〝最上段の玉座〟……」




　それは長くいびつに連なる階段と、広々とした一〇のフロアからなる黒魔王の魔導要塞。

　その最上階に辿たどり着けなければ、黒魔王と対たい峙じする事すら出来ない。

　外界とは隔かく離りされ、完全に閉じ込められた空間で、勇者率いるパーティーは潜ひそむ魔族たちを勇ゆう敢かんに討うち倒たおし、困難を乗り越こえ、今やっと最上段にまで上り詰つめた。




　まさに黒魔王が、その最上階の玉座から重い腰こしを上げ、大きな黒い剣けんを鞘さやから抜ぬいた所だった。

　ただの魔導剣ではない。

　あれはメイデーアの神器の一つ、〝時空王の権けん威い〟だ。

　僕の〝精せい霊れい王の錫すず〟と並ぶ代しろ物ものと言える。

　僕の場合、これは聖域から授さずかったものだったが、黒魔王がいったいどこで神器を手に入れたのかは分からない。

　それは運命的に、彼の手に留まったと言う事だろう。

「……目め障ざわりな勇者きどりが。白ハエに踊おどらされて場ば違ちがいな壇だん上じようにまで上がってきた、愚おろか者ものどもが」

　凄すごみのある黒魔王。黒くろ髪かみ黒目の、冷れい徹てつな印象を受ける美男子だ。当時黒魔王は白賢けん者じやの事を〝白ハエ〟と呼んでいた。

　今までも何度か黒魔王と戦った事があったが、彼が神器を持ち出した事はほとんど無かった。

　少なくとも、勇者たちには見せた事が無かった。

　それは黒魔王が〝紅魔ま女じよ〟と戦う時くらいにしか持ち出す事の無かった代物だ。

「カヤ……黒魔王は本気だ」

「……分かっています白賢者様」

　カヤは金色に輝かがやく剣〝女神の加護〟を構えた。

　もしかしたらこれが最後の戦いになるかもしれない……そう、思いたい。

「勇者、道は私が作ろう」

「背中は俺に任せろ」

　フレジスタの王子と、弓使いだ。

「勇者様、援えん護ごはお任せを」

　女魔法使いは後方で杖つえを構えている。

　彼らは皆みな勇者を全力でサポートする構えだ。

　僕はと言うと、その場の様子を幅はば広ひろく気にかける必要があった。

　僕らを囲む黒魔王の下僕である魔族たちにも目を光らせていたし、何より……〝あの人〟がいつ邪じや魔ましにやってくるか……




「あっははははは。私を差し置いて、その男を殺そうって言うの？」




　ある意味、それはとても予想通りのタイミングだった。

　紅の無数の帯が、今にも剣を交えようと言う黒魔王と勇者の間に溢あふれる様に現れた。

　振ふり上げられた二人の剣は血のいばらによって弾はじかれる。

　彼女はその中から現れた、真っ赤な大輪のバラの様。

　舞まう血は、花びらの様だ。

「……紅魔女……っ」

　真しん紅くのドレスを纒まとい、三角帽ぼう子しをかぶった赤毛の美女だ。

　勇者たちは、その天敵の女を警けい戒かいした。

　しかし紅魔女の興味は黒魔王にしか無い。

「黒魔王……あんたふざけてんの？　こんな、二〇年かそこらしか生きてないガキ共相手にムキになっちゃって」

　紅魔女は横目に黒魔王を見て、また高笑い。

　黒魔王は彼女を前に、その鉄仮面を僅かに動かす。

　……絶対に紅魔女が来ると思っていた。

　僕は長年この二人の魔王を見てきたこともあり、彼女の現れるタイミングには敏びん感かんだった。

　紅魔女は自分以外の者が黒魔王に手を出すのが、気に食わないのだ。

　だからこそ勇者の、僕らの邪魔をする。紅魔王はスッと、僕に視線を流す。

「あーら白賢者、お久しぶりね。若い娘むすめとできちゃったって聞いたから、お祝いしなきゃって思ってたのよ。……でもあんまり浮うかれてると、あっという間に奥さん、ババアになっちゃうわよ。あっはははは」

「余計なお世話です。永遠に老ふけない〝だけ〟のあなたよりよっぽど若々しいですから」

「……あ？」

　紅魔女は額に筋を作り、今までの嫌いや味みな笑えみを消す。

　一いつ瞬しゆん空気が凍こおった。

「……ふっ」

「な、何笑ってんのよ黒魔王！　あんたも私の事、見た目が若いだけだって思ってるの!?」

「……違うのか？」

「なっ……お、おまえええ～～～～っ」

　黒魔王が鼻で笑い、それを見た紅魔女がまた憤ふん怒ぬする。

「子供扱あつかいされるより良いだろう……大人のレディーだと思って扱われる方が」

「いつ!?　誰だれが、私を大人のレディー扱いしたって言うのよ。厄やつ介かいなモンスターを狩かりに来てる勢いで、本気で殺しにかかるくせに!!」

「それはお互たがい様だろう」

　黒魔王と紅魔女は勇者一行を放っておいて、勝手に言い合いを始める。

　そこに僕も口を挟はさむ。

「だいたい紅魔女、あなたは良い歳のくせに大人げないし、落ち着きが無いのです。今も、こちらの戦いを邪魔して」

「白賢者、最初に私たちの戦いを邪魔して、黒魔王を横取りしようとしたのはそっちでしょう！　私は自分のものを他人に取られるのが一番嫌なのよ」

「……俺はお前のものじゃないぞ紅魔女」

「黒魔王、あんたのものは私のもの、私のものは私のものよ」

「……」

　紅魔女がやってくると、いつもこうなる。三人の魔王の言い争いになってしまう。

　僕らは、今までいったい、何度こんなやり取りを繰くり返しただろう。

　今までシリアスだったのに、こんな風に一瞬でムードは崩くずれるのだ。

　勇者に言わせてみれば「老人共の喧けん嘩かに付き合わされる身にもなれ」らしい。

「ていうか、勇者……あんたね。黒魔王は私が一〇〇年以上も前から狙ねらってた獲え物ものなんだから、横取りなんてしないでよね。せっかくの良い男が台無しよ。私が黒魔王を倒したら、その後ゆっくり料理してあげるから」

　紅魔女は勇者に向き直り、皮肉に言ってのける。

　そうすると、かちんときた女魔法使いが言い返す。

「な、なによ紅魔女、そんな事言っていっつも本気で戦ってないくせに！　なんで勇者様があなたの事情や機き嫌げんを伺うかがわなきゃいけないのよ！」

「黙だまんなさい小こ娘むすめ」

「この若作り！」

「貧ひん乳にゆうがなんか言ってるわよ」

　女魔法使いと紅魔女は、よくいがみ合っていた気が。

　ちなみに女魔法使いは勇者にぞっこんだった。

「紅魔女……お前のせいでやる気が失うせた」

　黒魔王は紅魔女の様子に呆あきれたのと、彼女が割り込んだ事で緊きん迫ぱく感かんが薄うすれ、戦意が失せたのとで、剣を鞘に収めた。

「ちょ、黒魔王!!　私まだ来たばっかりなのに!!」

　紅魔女の訴うつたえも虚むなしく、黒魔王は指をパチンと鳴らすと、展開していた魔導要塞を解除し、この場から消えたのだった。




　地上に落とされた僕らは、また大きくため息をつく。

　既すでにそこはただの雪山で、黒魔王も紅魔女も居おらず。

「……あーあーまたか」

「一人一人倒そうと思っても、もう一人が妨ぼう害がいに来るなら……何も変わらんな」

「いっそ紅魔女から倒した方が良いんじゃないの？」

　一行が言うように、黒魔王に執しゆう着ちやくしている紅魔女から倒した方が良い様に思えた。

　ただいつも、その案に勇者が乗り気ではなかった。

　理由は、彼の剣〝女神の加護〟にある。

　この剣は紅魔女と相あい性しようが悪かったのだ。

　そもそも、その剣がいったい何なのか、カヤは教えてくれなかったけれど、威い力りよくは十分、僕らの神器に匹ひつ敵てきするものがある。

　なのに、神器を持たない紅魔女に、あまり効果がなかったのだ。

「紅魔女は造形物に命令する事が出来る。もし、何らかの形でこの剣があの魔女に奪うばわれでもしたら、もう勝ち目はない。情報量の多い造形物であればある程ほど、奴やつの血の魔力によって本来の力以上の威力を発揮する」

　勇者はいつもそう言って、紅魔女を警戒していた。

　確かに、紅魔女はあの可か憐れんな姿の中に、破は壊かい兵器と言っていい血を抱かかえているのだ。

　戦えば戦う程、血を流せば流す程、彼女は強くなっていく。

　それは本当に厄介な事だった。




　魔王たちとの戦いはまだまだ長引きそうだなと、この時の僕は思ったものだ。










【ユノーシス、追つい憶おく４　～海～】




　僕とエイレーティアが夫ふう婦ふになって、しばらく経たった頃ころの事だ。

「見てユノーシス。海よ!!」

「エイレーティア、お、落ち着いて」

「見て見て!!　キラキラしているわ!!」

　聖域に戻もどった僕は、エイレーティアを精せい霊れいファンの背に乗せ、聖域の上空にいた。

　午後の穏おだやかな時間。聖域の側には海があるのに、エイレーティアは海へ行った事が無く、こうやって空から見る海だけしか知らない。

「エイレーティア……？」

　彼女が僕の服をぎゅっと摑つかんだ。瞳ひとみは、海の向こう側、遥はるか遠くの波間を見ている。

「海、行ってみる？」

「……いいの？」

「少しなら。長老たちには内ない緒しよだよ」

　僕が提案すると、エイレーティアは大喜びして、僕の腰こしに抱だきついた。

　森を抜ぬけ、崖がけを降りた所にある砂すな浜はまに、僕たちは降り立つ。

「……凄すごい」

　波の音、潮の香かおり。

　美しいブルーを目前に、エイレーティアは初めての海を全身で感じ取っていた。

　ひらひらした巫み女こ服ふくをたくし上げ、彼女は夢中になって海に駆かけ込む。

「エ、エイレーティア、あまりはしゃぐと転んでしまうよ！」

「ふふっ、でも気持ちがいいんだもの！」

　はしゃいでいるエイレーティアが、「あっ」と声を上げて、やはり転んだ。

　海の浅あさ瀬せで海水が弾はじける。

「エイレーティア、大だい丈じよう夫ぶかい!?」

　ぷかぷかと浮うかんだまま起き上がらない彼女を心配して、僕は上着を脱ぬいで、すぐに彼女のもとへ向かった。波を蹴けり、海水に浸つかる。

「ねえユノーシス……この海を越こえた所に、東の大陸はあるのね。あなたの生まれた……」

「……そうだよ。海はこのメイデーアの全てを結んでいるから」

「ユノーシスの生まれた場所、見てみたいなあ……」

「何にも無い場所さ。綿花畑しかないよ」

　僕は彼女の手を引いて、起き上がらせた。

「うふふふ、あはははは」

「エ、エイレーティア……？」

　エイレーティアが高こう揚ようした気持ちを抑おさえきれず、僕に抱だきついて飛とび跳はねたりしている。

「あっははははは………痛っ！」

　ただその時、彼女の足に痛みが走ったようだ。彼女の足あし下もとに半はん透とう明めいの浮ふ遊ゆう物。

「き、きゃああ!!」

「あ、クラゲ」

　僕は彼女を抱かかえて、急いで海を出て浜はま辺べの岩場に座らせる。

「ああ……完全に刺さされたね」

「痛いよぉ、ユノーシス」

「大丈夫。このくらいすぐ治せるから」

　エイレーティアは驚おどろいたのか、少し青ざめ震ふるえていたが、僕は彼女の足を取るとクラゲに刺された部分に手をかざし、魔ま法ほう陣じんを展開。

　治ち癒ゆの精霊の力を借りる。

「………わあ……生なま温ぬるいお湯に足をつけているみたい」

　目を丸くして、エイレーティアは治ち癒ゆ魔ま法ほうをかけられている状じよう況きようをそう表現した。

　赤く腫はれた傷口はみるみる元の肌はだ色いろに戻って、痛みも消えていったようだ。

「こんなに簡単に怪け我がを治せるのね、白賢けん者じやって」

「ふふ……このくらい、白しろ魔ま術じゆつ師しなら誰だれにでも出来る事だよ。だけど、僕たちは何だって治癒出来る訳ではない。そこに治る可能性が無ければ……」

「治る……可能性？」

「とても難しい線引きだけど、僕たちの使う魔法は万ばん能のうではなく、多くの約束事によって成り立っている。一％の可能性を一〇％まで大きくする事はできるけど、ゼロ％の可能性を一％にする事はできないんだよ」

「よく分からないわ」

「……だよね」

　僕は濡ぬれた自分の服を絞しまりながら、エイレーティアの隣となりに座った。

　彼女は治ったばかりの足をぶらぶらとさせている。

「ゼロの世界と言うのは、一の世界とは大きく異なる。ゼロを一にする事が、僕は最大の魔法だと思っているんだ。それはきっと、運命を変える魔法だ」

「……運命を変える？」

　僕は少し困った様に笑った。

　こんなに長く魔法を極きわめる僕でも、その境地に辿たどり着つけていない。

「例えば、死んだものを生き返らせたり、寿じゆ命みようの尽つきたものを延命させたりする事は出来ない。そう言う事かな」

「……へえ。でもユノーシスはいつか、運命を変える魔法も使える気がするわ」

　エイレーティアは魔法をよく知らないためか、ニコリと笑って簡単そうに言う。そもそもそんな魔法は、きっと膨ぼう大だいな対価を要求される、黒くろ魔ま術じゆつに近いものだと言うのに。

　だけどその表情が、あまりに妻の幼さを思わせ、僕は思わず眉まゆを寄せ吹ふき出した。

「あ、ユノーシスが笑った。魔法のことをまったく分かってないなーとか思ってるでしょ」

「ご、ごめんごめん。……ははっ」

「ああっ、また笑った！」

　エイレーティアは濡れた拳こぶしで僕の肩かたをポカポカと叩たたく。まったく痛くはないけれど。

　夕波がきらきらと美しく、静かで、とても大切なひとときだった。










【ユノーシス、追つい憶おく５　～シュマ～】




　さて、我が子、シュマについて語るなら、僕とエイレーティアの間に生まれた、唯ゆい一いつの息子むすこである。

　髪かみの色と魔術の才能を僕から受け継つぎ、愛らしい姿と瞳ひとみの色と、聖域の加護をエイレーティアから受け継いだような、鋭するどい感性と賢かしこさを持った子だった。

　もう神童。親バカとか、そんなんじゃない。

　シュマは好奇心旺おう盛せいで、聖域よりも海の向こう側に興味があるようだった。

　よく聖域を抜ぬけ出し海岸に行っていたらしく、その度たびにエイレーティアに怒おこられているとか。僕も何度か叱しかった事がある。

　また勇者カヤに憧あこがれを持っていて、カヤは幼いシュマにとってのヒーローだった。

　カヤもあれで、シュマにはかまってくれていたっけ。

　僕にとっては両方息子のようなもので、その光景はとても微笑ほほえましいものだった。







「……賢けん者じや様」

「おや、カヤから話しかけてくるとは珍めずらしいね」

「少し話しておきたい事が。……シュマの事です。〝あの場所〟の事を聞きましたか？」

「……？」

　はて、勇者カヤは、僕の息子シュマについて、何か気になる事がある様子だった。

「これはシュマ本人に聞いた事ですが……シュマは勝手に聖域を抜け出し、海岸へ遊びに行っているらしいのです。どうやら、〝残留魔導空間〟に出入りしているようで」

「まさか……残留魔導空間に？」

　子供にしか行けない場所があると言う物語は、どんな世界にも存在する。

　それは一種の〝神かみ隠かくし〟とも言われるのだが、メイデーアでの神隠しには仕組みがある。

　それは、遥はるか昔に作られた〝消し忘れの空間〟に、子供が迷い込んでしまった、と言うものだ。

　空間魔ま法ほうは今でこそ黒魔王の代表的な魔法だが、かつても同じ様に空間構築に長たけた魔術師たちが居たようだ。

　空間の処理は難しく、世界には忘れられた魔導空間と言うのがちらほら存在する。

　それは、〝残留魔導空間〟と呼ばれた。

　魔力の強い子供は、まれにそれを見つける事が出来るとか。

　しかし残留魔導空間とは何もかもが曖あい昧まいな空間で、長居すると帰り道が分からなくなったり、閉じ込められたりする。

　そのため、子供が居なくなり神隠しだという言い伝えが出来てしまうのだ。

「それと……シュマは、その空間であなたと巫女みこ様を見たと言っていましたよ」

「……え？　どういう事だろう？」

　カヤの言葉に、僕は首を捻ひねるばかりだった。

　過去の残留魔導空間の中で、僕とエイレーティアを見た……不思議な話だ。

　カヤは僅わずかに視線を逸そらした。







「父様!!」

　愛いとしいシュマが、自分を呼ぶ声には安心を覚える。

　聖域の大樹の下で、いつもの様にシュマとエイレーティアが僕を迎むかえてくれた。

「シュマ、また大きくなったかい？」

「はい少しだけ」

　シュマは僕に抱だきつく。

　この姿は、かつてのエイレーティアを思い出す。

「今回は早かったのね、ユノーシス」

「ああ。ちょっと気になる事があってね……それにもう、勇者たちに僕の力は必要ではない。そろそろ引退の頃ころかなあ」

「何言ってるのよ。まだ魔王を倒たおしてないでしょう」

「……あはは」

　奥さんに尻しりを叩たたかれ、仕事に励はげむ旦だん那なの図。

　シュマはその小さな腕うでを僕の首に回し、父と母の様子にクスクスと笑っていた。

　頰ほおにあたる柔やわらかい髪の感かん触しよくを、いつも愛おしく思う。

「そうだ、シュマ。久々に父様と海へ行こうか」

「はい！」

　シュマは僕からぴょんと飛び降り、先に行き、嬉うれしそうに手招きするのだ。

　僕はエイレーティアに「行ってくるよ」と言って頰にキスをして、シュマの後についていった。




　海への松林の小道を歩きながら、僕はシュマとの会話を楽しんだ。

「ねえシュマ。ここ最近、変わった事はあるかい？」

「……そうですね、うーん……ついこの前、母様が木の根に引っかかって転びました」

「あはは……母様らしいねえ」

「あと、神官長に歴史の本を頂きました。ルーベルキアの歴史です」

「……ほうほう。面おも白しろかった？」

「はい。でも僕は他の大陸の事の方が知りたいです。父様、いつか連れて行って下さい」

「……そうだね。勇者が魔王を倒したら、きっと平和になるからね。そしたら父様は聖域に戻もどってくる。代わりにシュマが冒ぼう険けんに出ると良いよ。カヤが連れて行ってくれるだろう」

「父様は、一いつ緒しよに来てくれないのですか？」

「母様が一人になってしまうよ。だから、父様が母様の側そばにいなければね」

「あ……そうかあ」

　シュマは何度もコクコクと頷うなずいた。

　僕はそんな我が子を微笑ましく見つめながらも、例の話題を出した。

「シュマ……最近、妙みような空間に出入りしている様だね」

「!?」

　あからさまに肩かたをびくつかせたシュマ。

　この子は噓うそをつけない。

「……し、知っていたのですか？」

「うーん、父は白賢者だよ？　知らない事など無い」

　噓です。勇者に聞きました。

　だけど少し真ま面じ目めな顔になって、シュマと目線を合わせた。

「シュマ、その空間はとても危ない。父様に、出入り口の場所を教えてくれないかな」

「……どうするのですか？」

「その空間を完全に消しよう滅めつさせるんだ。それは、残留魔導空間と言って、昔の魔術師が消し忘れた空間なんだ。子供たちにとって、とても危険な空間なんだよ」

「……でも、でもあの中には……」

　シュマは小刻みに首を振ふりつつ、少し悲しそうな表情をした。

「あの空間で、僕は父様と母様を見たのです。きっと、僕たち家族にとって、大切な場所なんです！　だから……消すなんて言わないでください……」

「……シュマ」

　不思議な話だ。

　僕も、エイレーティアも、今この聖域に居ると言うのに。

　この子は勇者の話のとおり、残留魔導空間でも、僕らを見たと言っている。

　シュマは何がそんなに悲しく、悔くやしかったのか、ぼろぼろと泣き出してしまった。

　どんなに叱られても、泣くのを我が慢まんする子だったのに。

「……シュマ……」

「あの場所は……あの場所は危険な場所ではありません！　ぼ、僕にも、父様にも、母様にも……だって〝約束の場所〟だって、言ってたから……っ」

「……？」

「〝父様〟が言ってたんですよ！」

　森の小道で、珍しく泣きじゃくるシュマの背中を撫なでた。

　僕は訳が分からない。

　シュマはその空間の中で、いったい誰だれに会って、何を知ったのか。

「父様だって、行けば分かります！」

「分かった……分かったよ。とにかく、その場所に父様を連れて行っておくれ。ね？」

　シュマはめそめそしながらも、僕をその場所へと連れて行ってくれた。




　本当なら海岸沿いの岩場に、例の空間はあったらしい。

　だが、辺りをどんなに探しても、シュマのお気に入りの空間は見つからなかった。

　見つけたら、少し覗のぞいてみようとも思っていたのに。

「……約束の場所……無くなってしまったんでしょうか」

　シュマはなんだかんだと言って、僕にその場所を見てもらいたかったらしい。

　がっかりした様子だった。

「でも、信じて下さい。あの場所は僕たち家族の、優やさしい〝約束の場所〟です」

「うん……分かったよ。必ず、また探しにこよう。〝約束〟だ。だから、もう一人でその空間に入ってはいけないよ」

「……はい」

　シュマと固く小指を繫つなぎ、約束した。




　それは二重の約束。

　シュマにとっての〝約束の場所〟の意味と、僕にとっての〝約束の場所〟の意味は、少し違ちがっていたのかもしれない。










【ユノーシス、追つい憶おく６　～裏切りと、永遠～】




　僕はいったい、どこで何を見落としてしまったのだろうか。

　何度心に聞いても、その答えはでてこない。




　僕の心の中にあったのは、早くカヤに会わねばならないと言う焦あせりと、彼を罰ばつさなければならないと言う苦しみ。

　そして、責任だった。

　あんなに信しん頼らいし合っていた仲間の一人、フレジスタの王子を、カヤが殺した。

　弓使いは行方ゆくえ不明で、女魔法使いは大おお怪け我がを負っているようだった。

　まさかカヤが、そんな……

　何度も繰くり返し、考えた。カヤがそのような行動に至った意味を。

　僕は、行方をくらませた彼を追わなければならなかった。

　勇者カヤは、すでに魔王と対等な力を持っている。

　そう。

　育てたのは、僕だった。







「すまない……でもこれは、僕の罪だから。あの男を止めるのは、僕でなければならない」

「……行ってしまうのね。私とシュマを置いて」

「……ごめん」

　不安そうなエイレーティアにかける言葉は、これしか無かった。

　それでも僕が行くのを、彼女は認めてくれたのだ。

　僕はエイレーティアの隣となりにいるシュマの前で膝ひざを突ついて、我が子に言う。

「全すべてが終わったら、父様と一緒にあの場所へ行こう。約束だ。それまで、お前が母様の側にいるんだよ……シュマ。あの場所は、僕たち家族にとって大切なんだろう？」

「はい、父様……僕らの〝約束の場所〟です」

　我が子の返事は頼たのもしいものだった。

　シュマの言う〝約束の場所〟が僕らにとって大切ならば、きっといつか辿たどり着ける……

　僕は色々な思いを込め、シュマの頰を撫でた。

「じゃあ行って来るよ、エイレーティア。シュマを……頼んだよ」

「きっと帰ってくるのよね」

「……」

「どんな事になっても、あなたは死なない……そうでしょう？　あなたには永遠があるのだから」

　ぐっと表情を歪ゆがめ、涙なみだをこらえるエイレーティアの言葉に、僕は深く頷いた。

「……ああ」

「なら、ここへ帰ってきてくれるのよね。たとえ、何も上手うまく行かなくても」

「……勿もち論ろん……僕が全てを終わらせ、きっとここへ帰って来る。待っていてくれるかい」

「当然よ」

「全てが終わったら、共にここで生きて、老いよう」

「……ええ、待っているわ」

　最後に、自分と寄より添そう事を誓ちかってくれた愛いとしい妻を抱きしめた。

　彼女は不安で仕方がないのに、最後はいつもの様に、笑え顔がおで僕を送り出してくれたのだ。

　でも、大だい丈じよう夫ぶ。自分は死なない。

　死にたくとも死ねないと、何度も思ったじゃないか。

　そうだ。

　だからここへ、また戻ってくる。







　カヤは、フレジスタ王国からそう離はなれていない、砂さ漠ばくの側の捨てられた町に居た。

　彼がここで何をしていたのかは知らない。

　でも、そんな事は関係無い。

　僕は彼から、勇者の称しよう号ごうを剝はく奪だつし罰さなければならなかった。

　今ではカヤは、ただの反逆者。ただの、裏切り者だったのだから。

「なぜ……王子を殺したんだ……カヤ」

「……」

「仲間だったじゃないか」

　カヤは押おし黙だまり、その青い瞳ひとみを鋭するどくこちらに向けていた。

　ただ彼の性格上、淡たん々たんとしているのだと思っていたそれが、今はとても冷れい酷こくで、無情なものに見え……僕は酷ひどく辛つらいと思った。

「……僕は君から全てを剝奪しなければならない。勇者の称号も、その〝剣けん〟も。君がそれをどこで手に入れたのか知らないが、聖域はその剣を、勇者の証あかしだと言っていた。〝女神の加護〟は大きな力だ。だから……」

　僕は神器〝精せい霊れい王の錫すず〟を、一度地面につく。

　その時の、高い凜りんとした音が、僕の周囲にいた精霊たちに力を与あたえる。

「……第七戒かい召しよう喚かん……精霊たちよ、その身を以もつて楔くさびとなれ……」

　七つに連ねた魔法陣コストを複数構築し、カヤの周囲に転送した。

　カヤは動かない。

　バリバリと割れていく魔法陣からは、束そく縛ばくの光の鎖くさりがいくつも伸のび、渦うずを巻いていく。

　僕は、何一つ手加減していなかった。

　今だと言う所で、錫しやく杖じようを握にぎる手に力を込め振りかざし、完全にカヤを捕とらえたと思った。

　白い光の鎖はカヤの体に巻き付き、彼の動きを封ふうじる。

　彼が抵てい抗こうしないのは、きっと彼自身がそれを望んでいるからだと思っていた。

「捕ほ獲かく完かん了りよう……」

　カヤの手から力無く金色の剣が落ち、僕はそれを拾いあげた。

「残念だよ、本当に。僕は君を息子むすこの様に思っていた。才能に恵めぐまれ、人望に溢あふれ、仲間……思いで……」

　だけど、もうそれは過去の事だ。

「カヤ、事情があるなら教えてくれ。君が何の理由も無しに王子を殺したとは思えない。それに、女魔法使いは意識不明で、弓使いは行方不明だ。いったい、君たちに何があったと言うんだ……」

　カヤ……君はいったい何を目的として、こんな事をしたって言うんだ……

「……白賢けん者じや様、いったいどこを見ているのです……」

　久々に聞いた勇者の声は、何故なぜか背後から届いた。

　僕が鎖で繫いでいたはずの人間は、勇者の声を意識した瞬しゆん間かん、行方不明だった弓使いの姿になったのだ。

「……え」

　弓使いは既すでに死んでいて、僕は一瞬怯ひるんだ。

　その隙すきだ。生々しい音の後、僕は自分が背中から刺さされた事に気がついた。

「な……っ」

　途と端たんに口から鮮せん血けつが溢れ、僕は体を貫つらぬかれたまま、歯を食いしばる。

「……幻げん術じゆつ……か……っ。僕はお前に、そんな魔ま法ほうを教えたつもりは無いけどな。しかし、無意味だ。僕は自分の体の中に治ち癒ゆの術式を書き込んでいる……刺されたくらいで……」

「……それはどうだろうか、〝白賢者〟」

「!?」

　よく見ると、自らを貫く剣は〝女神の加護〟ではなかった。

　それは禍まが々まがしい霧きりのようなものに包まれた、形の定まっていない剣だった。

　女神の加護とは、受ける印象の正反対の剣。

　黒でもなく……赤でも青でもない、判断のつけ様の無い混こん沌とんとした鈍にぶい色の剣。

　そして、痛みの後に襲おそってきた予感は、僕が今まで感じた事の無い恐きよう怖ふだった。

「白賢者。残念だがこの剣を前に、お前の治癒能力は機能しない。これは……魔王を殺す為ための、死の神器〝冥めい王おうの宿命〟……」

「……カ……ッ、カヤ……なぜ……」

　カヤが勢い良く剣を引き抜ぬき、僕はあまりの痛みにドサリと地面に倒たおれた。

　熱い風、乾かわいた砂の匂におい、ちらつく金きん髪ぱつ……目の端はしでとらえる男の、とても勇者とは思えない、氷のように冷たい視線。

　カヤは僕の側そばに落ちた、金色の〝女神の加護〟を持ち上げ、その歪みの無い輝かがやきを前に、少しだけ苦しそうな顔をした。

「……どうせ、そろそろだった……」

　カヤはそう呟つぶやくと、〝女神の加護〟と〝冥王の宿命〟の二つの剣を持ち、一度空を仰あおいだ。

　黄土色の砂のせいか、視界が霞かすむ。

　だんだんと目の前が真っ白になっていく。

「……カヤ……ッ」

「お前はもう十分役目を果たした。その大業は世界の礎いしずえとなるだろう。……お別れです、賢者様」

　カヤの口ぶりは、まるで僕の知らないカヤと、知っているカヤの二つが同時に存在する様だった。手を伸ばしても、彼に触ふれる事は出来ない。

　ああ……何なんだこれは。

　どうしてこんな事になっているんだ。

　早くカヤを捕えなければならないのに、足あし下もとからじわりじわりとやってくる濁にごった泥どろのようなものが、体を引きずり込んでいく。

　カヤは僕の前で、ただ僕が死ぬのを待っている。

　止まらない血の、その赤の色が、こんなに怖こわいものだったとは思わなかった。

　こんなに痛みを意識した事は、無かった。

「……僕は……死ぬのか……？」

　それを口にしてしまった瞬間、思い出されたのは長い長い人生の記き憶おくの断だん片ぺん。

　ふわふわした綿が舞まう綿花畑から始まった、断片的で連続的な、長い長い出会いと別れ。

　交差していく人の営み。真っ赤な魔女と、黒の魔王。

　そして、緑色の……




『どんな事になっても、あなたは死なない……そうでしょう？　あなたには永遠があるのだから。なら、ここへ帰ってきてくれるのよね。たとえ、何も上手く行かなくても』




　死ねない。あの子と約束したじゃないか。

　ずっと側に居ると。全てが終わったら、共に生きて老いようと。

　死にたくない。

　今まで何度も、自分はいつ死ぬのか、死ねるのかと考えたのに。

　自分には永遠があり、死が無いのではないかと恐おそろしくさえ思っていたのに。

　若いエイレーティアを、幼いシュマを、置いていくと言うのか。

　置いていかれる事の寂さびしさを、怖さを、一番よく知っているはずの僕が、あの子たちを置いていくのか。

「……嫌いやだ……っ」

　力の入らない手を伸ばし、焦こがれる。

　僕の愛した人、僕のただ一人の息子。

　緑色の優やさしい、あの場所へと。

「……っ」

　だが、摑つかんだものはただの枯かれた砂。

　ここには、あの聖域の清らかさ、みずみずしさは無い。

　ただ僕の涙がこぼれ、僅わずかに湿しめっただけ。




　そして、僕は息絶えた。

　永遠なんてものは無く、終わりは限りなく無情で。




　世界はただ白く……

　怖いくらいに、僕の象しよう徴ちようだった白に染まっていった。










【ユノーシス、追つい憶おく７　＋エイレーティア】




　…………あれ。

　僕は死んだはずだ。勇者に殺されて。

　なのに、どうしてだろう。

　ここは……聖地なのか？




「どういう事よ……」

「……」

「どういう事よ！　答えなさい、勇者カヤ!!」

　エイレーティアが泣いて、勇者カヤに縋すがっていた。




　ああ……これは、エイレーティアの記憶だ。

　僕は、白賢者の死んだ後の事を、見ている。

　ペルセリスの奥底に封じられていた、エイレーティアの記憶を。




　勇者カヤは、白賢者と、黒魔王の遺体を聖地に持って帰った所だった。

　カヤは誰だれより冷たい瞳をしている。

　淡々と聖域の住人たちに指示し、大樹の根元の棺ひつぎに、二人の遺体を移動させる。

　聞いた事の無い呪じゆ文もんを唱え、棺の蓋ふたを外し、元々収められていた遺体を泉の奥へと沈しずめた。

　棺の遺体が入れ替かえられる。白賢者と、黒魔王のものに。

「……っ……ユノーシス……」

　体を引きずる様にして、エイレーティアがその棺に這はい寄り、白賢者の姿を正面から見ていた。水に浸ひたった白賢者の頰ほおを触さわり、その冷たさに涙なみだを流す。

「どうして……だって言ったじゃない……死なないって」

　自分は決して死なないと。だから、永遠が怖い、と。

　エイレーティアの痛みが、ひしひしと伝わってくる。

「何で……っ。何で殺したのよカヤ！　ユノーシスはあなたの親も同然でしょう!!」

「……」

「許さない……っ、あなたを絶対に許さないわ」

「かまうものか」

　カヤは腰こしにさした黄金の剣けんを抜き、エイレーティアに向けた。

「白賢者のもとへ行きたいと言うなら……緑の巫女みこ、あなたをここで殺そう。あなたの棺も、ここにはあるのだから」

「やっ、やめて下さい勇者様!!」

　エイレーティアの前に立ったのはシュマだった。

　シュマは、尊敬していた勇者が自らの父を殺したのだと言う事実を、きっと分かってない。

　でも、剣を向けられる母の前に立つ勇気はあった。

「……」

　カヤはシュマをじっと見つめると、何を思ったのか剣を鞘に収める。

「……緑の巫女、あなたはまだ、やるべき事を成し遂とげてはいない。白賢けん者じやのもとに行きたいなら、緑の巫女としての使命を果たす事だ」

「……？」

　カヤは、自分の殺した白賢者の収められた棺の傍かたわらに立ち、遺体を見下ろした。

　そして、告げる。

　ただ一つの確かな事の様に。

「お前たちは、また会える」

　誰にも、何の事だか分からない。

　彼はその遺体からすぐに顔を背そむけると、棺に蓋をするよう住人に命じた。

　エイレーティアだけが白賢者の遺体の前で、未練がましくそれを拒きよ否ひし続けていた。

　だけど最終的に、泣きながら、白賢者の遺体の上に白い桔き梗きようの花を添そえ、別れを受け入れる。

　ああ……そうだ。

　白い桔梗の花言葉は、永遠に君を愛する。

　だけど、永遠など存在しなかった。

「父様、大だい丈じよう夫ぶです。……僕がこの地を、母様を守りますから」

　シュマだけは意志のある強い表情で、白賢者の棺を見つめ、母を支えようとしていた。

　泣きそうなのを、ぐっと我が慢まんして。

　彼は、幼くして全てを背負う覚かく悟ごを、持たざるを得なかったのだ。







　勇者カヤはその後、西に向かった。

　西の紅魔ま女じよを殺しに行ったのだ。

　紅魔女と勇者の戦いについては、エイレーティアの記憶には当然無かった事だから、ここで、その状じよう況きようについて詳くわしく知る事は出来ない。




　だが、その日は間もなくやって来た。

　突とつ然ぜんの地じ響ひびきと共に。




「……母様……あれは……」

　大きな大きな火の柱が、空を割っている。

　エイレーティアとシュマは、突然の異変の正体を知りに、海岸へ向かった。

　真っ赤に染まった空と、落ち着きの無い森。

　聖地が震ふるえている。

「……何て事なの」

　世界の終わりでも来たのかと思わせる。

　そんな大爆ばく発はつが、西の大陸で起こったようだった。

　開けた海からは、はっきりと見える。

　炎ほのおの柱がずっとずっと消えない。高く高く、空へと立ち上っている。

　随ずい分ぶんと遠くのはずなのに、南の大陸から見えるのだから相当なものだろう。

　そして、その時、エイレーティアは悟さとったようだった。

　ああ、戦いが終わったのだ。

　長かった、一〇〇年に亘わたるの魔王たちの戦いが、このような形で終わったのだ、と。




　真っ赤だ。

　空の色が、終しゆう焉えんと始まりを予感させる。

　紅魔女と勇者の最後の戦いが引き起こした大爆発は、西の大陸のほとんどを死の大地にしてしまった。




　そしてこの惨さん事じが、その後のメイデーアを大きく左右することになる。










【ユノーシス、追つい憶おく８　＋＋エイレーティア】




　なぜこの世界は、〝僕ら〟を必要とするんだろう。

　わざわざ棺まで作って、何度も何度も入れ替えて。

　魔力の量が人と彼らの存在を線引きし、役目を与あたえてまで。




「巫女様、お認め下さい」

「嫌いやよ！　シュマ!!」




　その数が揃そろわないと言うだけで、不安定になる世界。

　たった八つの棺が柱となる世界。




「この地を守る為ためです。もう〝前〟の紅魔女の遺体はもちません。今にも地底の泉に落ちて行くでしょう。空からになってしまえば、いずれこの地にも災わざわいが訪おとずれます」

「だったら、だったら私がそこに入るから！　だからシュマだけは……っ」

「いけません。あなたの棺は別にあるのです。それに、あなたの役目はまだ終わっていません」




　長老を始めとする聖域の住人たちは、遥はるか昔から受け継つがれる彼らの掟おきてに従って、この地を守る為に、手段を選ばなかった。

　西の大陸の大爆発の後、予想通り紅魔女と勇者カヤは死んだという事になった。

　ただ、二人の遺体はどこにも無い。探しにも行けない。

　同じ死でも、遺体が残らないと言う事が、この世界にとってどれほど重大な意味を持つことだったのか。

　聖域の住人たちは、紅魔女の棺に、魔王クラスに最も近い存在であるシュマを入れる事で、聖地の〝緑の幕〟を今まで通り展開しようとした。

　住人たちは、これをとても名めい誉よな事だと言った。

　決断したのは、シュマ本人だった。

　シュマは言った。自分がこの地を守りますと。

「母様もいつかこの地の棺に入るのだったら、僕たちは三人、永遠に一いつ緒しよです」

　そんな永遠は、誰も望んでいなかったのに。







　シュマが死に棺に収められた後のエイレーティアは、まるで意思の無い人形のようだった。

　エイレーティアは新たな婿むこを迎むかえ、その間に娘むすめを授さずかる。

　聖地にとっては待望の、次代の〝緑の巫女〟だ。

〝アエリス〟と言う名がつけられた。

　だけど娘を前にしても、エイレーティアはやはりぼんやりとしていた。

　新たな夫は穏おだやかな男で、白賢けん者じやよりよほどエイレーティアの側そばにいて、なかなか心を開こうとしない彼女に対しても、誠実に接していた。

　だがそれでも、エイレーティアは頑かたくなに心を閉とざし、表情をぴくりとも動かさなかった。




　この時代、どの大陸も、国も、混乱の中にあった。

　西の大陸は半はん壊かいし、存在した国家も壊かい滅めつした。

　悪質なマギ粒りゆう子しが西の大陸を覆おおい、人の住める土地ではなくなったからだ。

　生き残った人々は他大陸に逃にげたが、それは土地や食料を巡めぐる大きな争いを生んだ。

　こんな時代に、圧あつ倒とう的てきな力を持った者たちが、既すでに一人も居ない事が不幸だった。

　魔王たちが好きかってに暴れていた時代の方が、よほど平和だったのではないかと思わされる程ほど、世界は醜みにくい感情と争いに飲まれていく。

　そして、災いはすぐにやってきた。

　南の大陸で前例の無い伝染病が発生し、多くの死者を出していったのだ。

　この頃ころの白魔術では、それを治す事はできなかった。

　紅魔女の呪のろいだ、悪質なマギ粒子が原因だ、棺ひつぎに無関係の者を収めたのが悪かったのだと、聖域の住人たちは口々に噂うわさした。

　今いま更さら何を言っても、遅おそいけれど。




　やがて、伝染病は聖域に辿たどり着く。

　不幸にも生まれたばかりのエイレーティアの娘〝アエリス〟に感染したのだ。

　発はつ症しようすると体に黒いシミのようなものが現れ、やがて膿うみ腐くさっていく。

　不治の病であるため、それをどうする事もできない。

　聖域の住人たちは、「もうダメだ」と言った。

　この子はもうもたないと。新しい巫女みこ様を産みなさいと。

　だけど、エイレーティアはこの時やっと、瞳ひとみに光を取り戻もどしたのだった。

　この子を救わなければならない。

　誰だれもこの子を救ってはくれない。自分しか居ない。

　この子に生きて欲しい。

　現状が、彼女に強い意志を持たせた。

　エイレーティアは、聖域に奪うばわれた全すべての者へのやるせなさと憤いきどおりをむき出しに、病に感染したアエリスを抱だいて、聖域の大樹の御み許もとで祈いのり、叫さけんだのだ。




「お答え下さい。これが……こんな事がヴァビロフォスの御お心こころだと言うのですか……っ!!」




　まだ足りないと言うのか。

　全てを奪ったくせに、この子まで連れて行くのか……。

　エイレーティアは悔くやしさと、怒いかりと、娘への愛情を隠かくしはしなかった。

　だけど〝アエリス〟の息は細く、既にかなり衰すい弱じやくしている。

　痛々しく、黒く膿んだ場所から血が流れ、それがエイレーティアの腕うでを伝って聖地にこぼれ落ちる。死はそこまでやってきていた。

　エイレーティアは自らの無力さを恨うらんだ。

　自分には何の力も無い。

　この子を救う魔法を知らない。

　緑の巫女だと言っても、どうすれば良いのか答えが出てこない。

　誰も教えてはくれない。

「……助けて……ユノーシス……っ」

　娘を抱いたまま地に伏ふせ、エイレーティアは絶望に震えた。

　そして、かつての夫である白賢者の名を呼ぶ。

　大樹を見上げ、叫び続ける。




「お願い、お願い!!　ユノーシス……お願い、力を貸して……っ!!」




　聖地ヴァビロフォスよ。

　私が緑の巫女だと言うなら、その力を今こそ捧ささげよう。




　エイレーティアは全てを捧げる覚かく悟ごで、〝ゼロの可能性を一にする〟奇き跡せきを願った。

「ヴァビロフォスよ！　私はどうなっても良い。私の肉体が必要だと言うならば、今すぐその棺に入るわ!!　だから……っ、この子を、助けて!!」

　声を嗄からす程ほどに叫び、自らの魔力を、全て大樹に向け投げ出した時。

　エイレーティアの瞳には、限りなくゆっくりと、無音の中揺ゆれる、大樹の枝葉が映っていた。




　その瞬まばたきのような一いつ瞬しゆん、聖地の大樹が抱く、多くの記録のヴィジョンを垣かい間ま見みた。

　エイレーティアと同調した誰もが、きっと見た。

　九人だ。

　遠く彼方かなたに、九人のシルエットが見える。

　誰だか分からないのにとても懐なつかしい。

　生と死を繰くり返し、時代をそれぞれの色で彩いろどり、彼らは出会い、争い、別れ、それでも最後にここへ戻って来る。

　大樹の御許へ。




『お前たちはまた会える』




　エイレーティアが、最後にこの言葉を思い出した時。

　強い緑色の光が、地に伏せるエイレーティアと〝アエリス〟を包み、そしてこの聖域を覆い、波動となって南の大陸を駆かけ抜ぬけた。

　光の胞ほう子しは空高く舞まい、長く厚い雲に覆われていた空から、陽光が差し込む。

　アエリスはその光の帯に包まれ、病の痕あとをすっかり消して、すやすやと眠ねむっていた。

　もう何も心配は要いらない。




　だけど、地に伏せるエイレーティアが動く事は、二度と無い。

　その身を大樹に捧げる事を条件に、エイレーティアの願いはヴァビロフォスに聞き届けられた。

　大樹の枝葉の隙すき間まから落ちてくる、漏もれ日のような暖かい光に抱いだかれて。




　彼女は奇跡と引き換かえに、一人静かに死んだのだ。










【ユリシス、記き憶おくの狭はざ間まより。】




　僕の名前は、ユリシス。

　ルスキア王国の王子で、はるか二〇〇〇年前、白賢者と呼ばれていた男だ。




「……」

　長い記憶を断だん片ぺん的に確かく認にんし、僕は目を伏せた。

　そして、涙なみだを流す。

　マキちゃんとトール君は、黙だまって僕の言葉を待っている。

　だけど、僕はなかなか、言葉を発する事が出来なかった。

　魔ま導どう回路と、トール君の空間魔法が可能にした、僕とペルセリスの追憶。

　おそらく、どこかでペルセリスも、僕の記憶を垣間見て、自らの記憶を繫つなげ、全てを思い出してしまっているのだろう。

　彼女を、一人にしておきたくないと思った。

　こんな残ざん酷こくなことを、思い出したまま。

「……ごめん、トール君、マキちゃん」

「なんで、謝あやまるのよ」

　マキちゃんは小さな声で問う。

　僕は首を振ふっただけだ。

「酷ひどい話だ。僕は……二〇〇年も生きた白賢者は、いったい何をやり遂とげたって言うんだろう。何も出来やしなかった。大事な妻と子も……何一つ、守れなかった」

「……」

「エイレーティア……」

　胸が痛い。

　片手で目元を押さえ、耐たえようとしても溢あふれる痛みだ。

「ユリシス。お前の気持ちは良くわかる。……酷い話だ。お前は、そう、俺たちは酷い罪を犯おかした。だがお前の罪はまだ償つぐなえる。ペルセリスは、既に同じ時代に居るじゃないか」

「……」

　トール君が、僕を諭さとす。

　また会える……憎にくらしい勇者の言葉の通り、僕らはまた出会ったのだ。

　だけど僕は、顔を上げられない。

　次の行動を、躊躇ためらっている。

「ペルセリスの所に……行ってあげてよ、ユリシス」

　マキちゃんが、泣きそうなのをぐっと我が慢まんしていた。

「ペルセリスは、今でもただあんたを待っているのに……あんたよ、ユリシス。ユノーシスじゃなくて、あんたを待ってるのよ……っ！」

「……」

「しっかりしなさいよ。私はあんたが羨うらやましくてしかたが無いわ、ユリシス。前世で愛した人が、また自分を好きになってくれるなんて……！」

　本当は、ただ静かに、この過去の記憶を抱だきしめていたい。

　泣いていたい。

　しかしそれを、決して許さないと言う様に、マキちゃんの強い言葉が胸に刺ささる。

「これ……ペルセリスの居場所だ」

　トール君は、カメのカードに描えがかれた地図を、僕に手て渡わたした。

　いつもトール君は、こんな時一人しっかりと立ち、僕らの柱になってくれる。

「お前、分かっているよな」

「……うん」

　おそらくトール君やマキちゃんも、僕とペルセリスの追憶から、何か大きな傷をえぐられたに違ちがいないのに、僕に、正しく今すべき事を、教えてくれる。

　偉い大だいなる友たち。

「……マキちゃん、トール君、ありがとう」

　友人をそれぞれ見つめ、嚙かみ締しめるようにして頷うなずく。

　そして僕は、一度深呼吸をして、空を仰あおいだ。

　僕は今の、この清すが々すがしい程ほどの胸の痛みを、きっと一生忘れないだろう。

　そして、黒魔ま王おうと紅魔女……かつての敵であった君たちを、こんなにも大切な友だと思う日が来るなんて、二〇〇〇年前の僕は知る由よしもないだろう。




　僕は、ユリシス。ユノーシスではない。

　そして、これから僕が迎むかえに行くのは、今この時を共に生きるペルセリスだ。




　僕は今後の人生を、決して前世の〝やり直し〟だとは思いたくない。

　償いだとも思いたくない。

　それは確かに新しん鮮せんで、まだ見ぬ未来の、ただ一つの自分の選せん択たくだと信じている。










【ペルセリス、目覚めの色。】




　私はペルセリス。

　教国の、緑の巫女みこ。




　とても、長い夢を見ていた気がするの。







「巫女様……お目覚めですか？」

　目覚めてしばらくぼんやりとしていたら、名前を呼ばれた。

　さざ波の音にハッとして、私は起き上がる。側には聖地で出会った司教が。

　ここはどこだろうと見渡すと、丸く切り取ったように、夕焼けの空と、砂すな浜はまと、海が見えた。

「あ……そっか。私は……」

〝約束の場所〟を探す為ために教国を飛び出して、眼鏡橋の下で、この悪人面づらの新米司教に助けられたんだった。

　そして、海岸に連れて来てもらった。

　新米司教は、目覚めたばかりの私を気き遣づかう様子で、海岸沿いの岩穴の、その岩がん壁ぺきに手を突ついていた。

「えっと……」

「エスカ、です。そうお呼びください」

「エスカ……私、この岩穴で寝ねていたの？」

「ええ。いきなり倒たおれられて。……でも、ほんの少し前の事です」

「……そう」

　教国の側の海岸の、エスカしか知らない秘密の岩穴。

　そこで、私は寝ていたみたい。

　ほんの、少しの間。

「……長い、夢を見てたんだ」

「どのような？」

「悲しいけれど……とても大切な夢」

　私はそう言って、顔を上げた。

　目覚めた時の空気があんまり清々しくて、まるで生まれ変わったような気分だ。

　岩穴の手前から覗のぞく、海に落ちる夕焼けの色。

　鳥が空を高く飛び、鳴いている。

　分かる。見える。

　私の世界が色を変えている。




　心は穏おだやかだ。

　悲しい事も、辛つらい事も、何もかもを思い出したと言うのに、乱れが無い。

〝エイレーティア〟は決して、絶望の中死んだ訳ではない。

　それを、ユリシスに伝えなくちゃ……

　きっとユリシスは、後こう悔かいしている。私たちを置いて、聖域を出て行った事を。




　ゆっくりと、自分自身の記憶を受け入れるように、一人で立って、歩む。

　岩穴の暗い場所から出て、明るい、明るい方へ。

　柔やわらかい砂浜を踏ふみ、寄せてくる波を蹴けりながらも、進む。

　足も、靴くつも衣ころもも、濡ぬらしたってかまわない。

　この世界を、二〇〇〇年前という時間を経たメイデーアを、全身で感じ取らなければ。

「……」

　懐なつかしいけれど、きっと知らない、新しい匂におい。

　黄昏たそがれ時どきの濃こい空の色と、同じ色に光る穏やかな海の波。

　瞬まばたきすらしたくない。




　ああ。

　世界は何もかも違って見えた。








第五章　エスカの審しん判ぱん









【トール、マキアと共にペルセリスを捜さがす。】




　俺はトール。

　かつて、黒魔ま王おうと呼ばれた男だ。




　意識が戻もどった感覚は、魔導要よう塞さいから現実に戻る時のものと近い。

「……っ」

　時は夕刻。俺とマキアは、路地裏から出る付近で、倒れていたようだ。

　すでに、夕立も去り、魔導回路による魔力の繫がりも感じられない。

　試運転は終わっている。

「おい、マキア……」

　倒れていたマキアに声をかけたが、起きない。

　雨なのか涙なみだなのか、マキアの頰ほおは濡れていた。

　紅魔女だった彼女にとっても、おそらくユリシスとペルセリスの前世の記き憶おくというのは、応こたえるものがあっただろう。

「おい、起きろ。ペルセリスを捜さないといけないだろ……」

「……うーん」

　まるで永い眠ねむりから起きたかのように、彼女は目を擦こすりながら起き上がった。

　そして、ハッとして俺の腕うでを摑つかむ。

「トール、ユリシスは……っ、ペルセリスも！」

「ああ。大だい丈じよう夫ぶだ。ユリシスもきっとどこかで目覚めている。地図はあいつに渡わたしたし、すぐにペルセリスのところへ向かうだろう。俺たちも、行かなければ……」

「……そうね」

　夕立で濡れた体を気にもせずに、俺たちはそのまま海岸へと向かって行ったのだった。







「……あ」

　ペルセリスは、案外すぐに見つかった。もう夜の近い頃。

　そこそこ教国に近い海岸の砂浜を、一人ふらふらと散歩している。

「おい、ペルセリス！」

「あ、トール、マキア！」

　彼女は何食わぬ様子で手を振ふって、俺たちの方へと寄って来た。

「……」

　だけど、いつものペルセリスとは少し違う気がする。

　空気というか、雰ふん囲い気きが。

「って、ペルセリス！　私たち、これでもあなたをすっごく捜していたのだけど」

「ご、ごめんなさい……」

　マキアが腰こしに手を当て、厳しい口調でズイと言い寄ると、ペルセリスは小さくなって謝あやまった。

　とはいえ、マキアはとても心配そうな表情である。

「大丈夫？」

「……うん。マキアとトールも、ユリシスと私の記憶を見たのでしょう？　繫つながっている感覚があったの。あなたたちとも」

「……ああ」

　俺は頷うなずいた。

　ペルセリスは、魔導回路の事も何も知らないはずなのに、俺たちの魔力と記憶が共有されていた事は、気がついていたみたいだ。

「……あなたたちは、黒魔王と紅魔女だったのね……」

「……」

「やっと分かった。あなたたちが、お互たがいを求めた理由が。ユリシスが、あなたたちを待っていた理由が」

　遠い、遥はるか向こう側の静かな波間を見つめ、ペルセリスが大人びた表情をした。

　そう。

　もう彼女は、俺たちの知っていた、ただの幼い巫女様ではない。

　前世の緑の巫女の記憶を持った、ペルセリスなのだ。

　マキアは口を押さえ、やっと涙を流した。

　その涙には、きっととても複雑な沢たく山さんの思いがあったのだろう。

「泣かないで、マキア」

「……ごめんなさい、あなたは……私を憎にくんで良いわよ」

「憎んでなんかいないわ。ユリシスと、同じように」

　ペルセリスはマキアを見上げて、これ以上無い、慈じ愛あいに満ちた微笑ほほえみを向けていた。

　紅魔女であるマキアの涙を、そのヒラヒラした巫女みこ服の袖そでで拭ぬぐっている。

「ペルセリス、お前、一人で居たのか？」

「ううん、エスカが助けてくれたんだけど……あれ、いつの間にか居なくなってる」

「……エスカ、か」

「さっきまで、一いつ緒しよに居たんだけどな」

　ペルセリスはキョロキョロと辺りを見み渡わたした。

　そして、「あっ」と声を上げる。

「ねえ、海、海見て！」

　なんのこっちゃと思ったが、俺たち二人の服の裾すそを引っ張って声を上げるペルセリスに、普ふ段だんの無む邪じや気きな彼女を感じホッとしたのも事実。

　言われた通り海を見て、絶句したのも事実。

「……」

「ねえ、何あれ。亀かめ？　海うみ坊ぼう主ず？」

　さっきまでめそめそ泣いていたマキアの涙が、すっと引っ込んだ。

　そこには大きなシルエット。

「ひゃはははは!!　あーあ、いけないんだ～。夜遊びかよ!!」

「……エスカ」

　相変わらずテンションの高いエスカが、巨きよ大だいな海うみ亀がめに乗った姿で現れた。

　……ちょっとかっこ悪い。

「巫女様、その男と女から離はなれて下さい！　そいつらは危険です。男の方は女にだらしない匂いがする！　女の方は凶きよう暴ぼうな害がい獣じゆうです!!」

「ふざけんなてめえっ！」

「あんたに言われたくないわよ!!」

　俺とマキアは反論しつつ、「ん？」と思う。

　そう言えばこいつ、一応聖灰の大司教の生まれ変わりで、ペルセリスの実の兄だったんじゃ……その割にやたら畏かしこまっているというか……

「お前……そう言えばペルセリスのあに……」

「わあああああああああ!!!!」

　エスカは何故なぜか大声を上げ、俺の言葉をかき消した。

　ペルセリスはきょとんとしている。

「エスカ、いつのまにそんな所に？」

「巫女様、これ以上待っても無む駄だです。あの王子……白賢けん者じやは尻しり込ごみして、迎むかえになんか来ない」

「ユッ、ユリシスは来るよ……」

　尻すぼみに声が小さくなっていくペルセリス。

　俺は彼女の前に立って、エスカを睨にらむ。

「もう少し待ってやれよ。なんなら、また俺が相手をしてやろう……ここなら十分暴れられそうだし」

「はっ」

　エスカは亀から降りて、浅い海の波を蹴ける。

　ギザギザの歯をむき出しにして、凶きよう悪あくな笑顔を向けてくる。

　これが教国の司教って言うんだから世も末だ。

「望む所だぜ、この建築やろ……」

　エスカが俺に向かって何かを言っていた、その時だった。

　どこからか、よく知る魔力の波動を感じたと思ったら、一いつ瞬しゆんでエスカの周りに白い魔法陣コストが構築され、それが一いつ斉せいに発動した。

　俺はペルセリスとマキアを庇かばうようにして、マントを広げる。

　エスカはその衝しよう撃げきを直じかに受け、海の面おもてを流れる様に飛んでいった。

　エスカの奴やつ、今日こんなのばっかりだな……

　ああ、でも、やっと来たのか。

「あなたが次期大司教候補ですか。……そろそろ帰ってくると、聞いてましたが」

　白い衣服を纏まとった、白い髪かみの魔術師。

　この国の王子であり、かつて白賢者と言われた男。

「ならば話は早いでしょう。僕、ユリシス・クラウディオ・レ・ルスキアは、王位継けい承しよう権をルスキア王室に返上し、現緑の巫女であるペルセリスの………花はな婿むこに立候補します」

　砂すな浜はまを歩いて来るユリシスの表情は鬼き気き迫せまるものがあり、その口ぶりは俺やマキアですら「おお」と思った程ほどだ。良く言った。

　ペルセリスは、ぽかんとしたまま固まっている。

「……くくっ……ひゃはははは!!　……ふざけんな白賢者」

　エスカは笑ってのけた後、調子をガラッと変えて、心底怒いかりしか湧わいてこないと言うように言い捨てた。

「かつて緑の巫女様を不幸にしたお前が、今いま更さら何を言ってやがる!!　お前に、大事な巫女様を任せられるものか!!　ぶっ殺してやる、お前なんかに巫女様は守れない!!」

　おそらくそれは、エスカの……聖せい灰はいの大司教としての判断であり、ペルセリスの兄としての本心なのだろう。

　ユリシスは黙だまって聞いて、反論はしない。

「だが……それでも巫女様に近づこうと言うのなら、聖灰の大司教である、教国代表の俺を倒たおしてみろ!!　白しろ魔ま術じゆつの最さい高こう峰ほうと言われたその力を、俺様の大四方精せい霊れいにも通用するのか、見せてみろよ!!　その上で俺様が、てめえを海の藻も屑くずにしてやるぜ」

　エスカは海の上で亀に助けられ、ゆらりと甲こう羅らの上にたつと、ぶち切れた表情で叫さけんだ。

　何だろうこの展開……

「お義兄にいさん妹さんを下さい！」「ふざけるなぶっ殺してやる!!」……みたいな。

　それでもユリシスとエスカの魔力は酷ひどく澄すんでいて、異様な緊きん張ちよう感かんがある。

　ユリシスもエスカも、白魔術師でありながら戦場にでも行くかのような殺気と形相だ。




「行け行けーっ、そんな奴ぶっ殺せー」

　だけどマキアだけはわくわくした表情で、俺の隣となりで観戦モードだった。

　打って変わって、ペルセリスはただじっと緑色の眼まなこを見開き、ユリシスの戦いを見み逃のがすまいとしていた。

「見といてやれよ、男の戦いだ……」

　ペルセリスの肩かたをポンと叩たたき、格かつ好こう良く言ってみたけど、言った後何か恥はずかしくなった。誰だれ一人ひとり、俺の言葉なんか気にしていなかったけど。

　とりあえず俺たちは、海岸沿いの岩場に落ち着く。

「ぐー……」

　緊張感のある空気の中、マキアの腹が鳴ったりする。

「……お前……こんな時に……」

「正直ごめん」

「ユリシスがあんなに真しん剣けんだと言うのに……」

「悪いとは思っているのよ？　でもお腹なかは正直なの。どうしようもないわよ」

　流石さすがのマキアも、心底あきれ顔の俺に向かって、素す直なおに謝った。

　だがやはり、夕飯時なのもありマキアの腹は正直なようで、しきりにグーグーと鳴っていた。







「白賢者の百精霊が超ちよう有名な平へい凡ぼん王道精霊なら、俺の大四方精霊は伝説級の幻まぼろしの神がかった超凄すごい精霊だ!!」
















「……何が言いたいんです？　ちょっと意味が分かりません」

　びしっと指差し格好つけて言ったエスカだったが、今のユリシスに冗じよう談だんは通じない。

　いつもなら戦いたくて仕方がない戦せん闘とう狂きようのイメージのエスカだが、今ばかりは戦いたくて仕方が無いのはユリシスの方らしい。

　殺気と言うか闘とう争そう心しんと言うか、そう言うのがゆらゆらと見え隠かくれしている。

　こんなユリシスは滅めつ多たに見られるものでは無い。

　エスカはチッと舌打ちをして、足あし踏ぶみを一つ。

　途と端たんに砂浜が盛り上がっていき、小さな黒い海亀が沢山出てきた。

「審しん判ぱんを下すぞ白賢者！　俺の大四方精霊、黒海亀のブラクタータだぜ!!　ぶっ放すぞタータ!!」

「アイアイサー!!」

　エスカが魔法陣を砂浜に構築し、九つを連ねた。

　それらは濁にごった灰色の魔法陣で、模様はユリシスのものとは違ちがう。

　筆で書きなぐったような不規則な陣じんだ。

　それらはバリバリと音をたて、現れたのは黒いバズーカ砲ほうである。

「第九戒かい召しよう喚かん、精霊宝具!!　死ねや白賢者!!」

　死ねや、辺りでもうバズーカ砲を発射していたと思う。

　大きな爆ばく発はつと爆音は砂浜を抉えぐり、俺たちはその砂すな埃ぼこりを直じかに浴びそうだったから、透とう明めい空間で周囲を囲んで完全ガード。

　それが、華か麗れいなる白魔術合戦の幕開けの音だった。

　エスカのバズーカ砲はユリシスには当たらず、ユリシスは風の精霊ファンの背に乗って空に回かい避ひし、そのまま空中の至る所に魔法陣を構築。

　ユリシスの元にいる精霊は、現時点で一四体だが、それらをどの段階、どの用法で利用するかが鍵かぎである。

　風の精霊ファンは空を迂う回かいしながら、ユリシスの望む場所に魔法陣を構築出来る様にしていた。

「フン……空中戦をお望みかよ」

　エスカもバズーカを肩に乗せ海に走り込んで、魔法陣を六つ構築。

「大四方精霊、赤鳥のフェニキシス!!　第六戒の姿を見せろ!!」

　バリバリと魔法陣を割って出てきたのは、真っ赤な火の鳥。

　流石さすがは伝説級の精霊。ちょっと尋じん常じようじゃない美しさと神こう々ごうしさだ。

　エスカはフェニキシスの背に乗ってファンを追い、バズーカを大きなライフルに換かん装そうし、その銃じゆう口こうに再び魔法陣を構築。

「追加武装だ!!　タータ!!」

「アイアイサー」

　今や武器のタータがどこで返事をしたのか分からない。

　しかし、追加された魔法陣はライフルの弾たまらしく、それは雨の様にユリシスに降り注ぐ。

「……第三戒………精霊壁へき……」

　ユリシスは冷静に、三つの魔法陣の精霊壁を二つ距きよ離りを置いて構築し、精霊壁を二重に配置。弾だん丸がんを防ぐ。

「なぜユリシスは精霊壁を二つ連ねたのかしら。第八戒の精霊宝壁の方が一つですむし、防ぼう御ぎよ力もあるのに」

「……あいつは極力魔法陣を温存するつもりなんだろう。魔法陣の消しよう耗もう戦になるかもと思ってるんだろうな……」

「でも、ユリシス程ほどの魔力と、精霊たちがいれば、あんな短気な奴……」

「それはどうだろうか。エスカは俺たちと同じ魔王クラスだ。俺も一度戦った事があるから分かるが、エスカの力は正直読めない。あいつは四体の精霊しか持っていないが、その分、精霊の召しよう喚かんにそれほど魔法陣を使わない。だからこそエスカは火力の方に魔法陣を費ついやすだろう……」
















　マキアと俺は二人の戦いを見上げながら、戦いの流れを読もうする。

　正直面おも白しろい。

「だけど、あの消費の勢いだと、エスカの方が先に魔法陣が尽つきるわよ」

　ところがエスカの勢いは留とどまる所を知らない。

　既すでにどれほどの魔法陣を使ったのか分からない程だ。

　エスカの狂くるったような笑いは爆音の中でも聞こえてくるから、奴にはまだ余よ裕ゆうがあるという事だろう。

「逃にげてばっかりだと白魔術の偉い大だいな父の名が泣くぜ!!」

　エスカは、ファンの飛ぶ方向を読んで先回りし、どこからか取り出した手しゆ榴りゆう弾だんの安全装置のピンを歯で引き外し、投げつけた。

　ユリシスはファンの召喚を解除し、空中から海へ一直線に落ちていき、直ちよく撃げき回かい避ひ。

　しかしエスカがまっすぐにユリシスめがけ銃じゆうを構えている。

　ユリシスは海上に三つ魔法陣を構築し、海面にふわりと降り立ち、エスカが向かってくる空を見上げ、手をかざした。海の水に水の精霊セリアーデの力が宿っている。

　ユリシスは僅わずかに口の端はしを上げた。

「……さあ、準備はできたよ」

「!?」

　ユリシスは次に、魔法陣コストを四つ流し連ね、銀色の小刀を召喚した。

　これは光の精霊シルヴィエの第四戒召喚。ユリシスは右手に小刀を持ち、左手の小指を空に突つき出す。

　そして、その小指の先で、〝何か〟を切った。

「……何!?」

　ユリシスが指先で切ったのは、チラチラと僅かに光って見える、〝白い糸〟だった。

　カラカラ糸を巻く糸車が、ユリシスの側そばに見える。

　これは綿花の精霊リエラコトンの第九戒・精霊宝具の姿。ユリシスの植物精霊の中で、彼に最も縁えん深い精霊と言っても良いだろう。帰って来てたんだな。

「綿花の精霊リエラコトンは、魔法陣を繫つなぎ、その魔法陣の発動を操作する補助の精霊だ。僕が今まで防戦一方だったその意味が、あなたにも分かるだろう」

「あ？　お前なにを……!?」

　エスカがその魔ま術じゆつの発動を感知し、急いで振ふり返った時、夜空に浮うかぶ大きな魔法陣の輝かがやきに目を奪うばわれたのは当然だ。

　俺たちだってあっけにとられたのだから。

　一〇〇はある魔法陣がリエラコトンの糸に繫がれて大きな陣じんの様に見え、今か今かと発動を待っていたのだ。

　それからはまるでピタゴラ装置の様に、連続的な魔法陣の発動を生む。

　エスカが呆あつ気けにとられていた時、瞬しゆん間かん的に発動した精せい霊れい壁へきによって顔面を強打。

「ぶはっ」

　そのまま赤鳥フェニキシスから落ち、フェニキシスはその側で発動した第七戒・精霊の楔くさびによって捕とらえられた。

　エスカが召喚を解いたり、その他の精霊を召喚する間も与あたえることなく、彼の落下する真下で発動したピノー・ドラの第十じつ戒かい最上位召喚、炎ほのおのドラゴンが魔法陣を割って現れる。

「何いいいいいいい!!!!」

　ピノー・ドラは白賢けん者じやの精霊の中では、かなり攻こう撃げき力のある上位精霊だ。

　普ふ段だんは江え戸どっ子こトカゲのくせに、本来は雄お々おしい炎えん竜りゆうの姿。

　ピノー・ドラは両りよう頰ほおの炎ほのお袋ぶくろを光らせ、一度首をしならせ、落ちてくるエスカに向かって炎の柱を放つ。

　ここまで伝わってくる熱気に息苦しくなりながら、俺は衰おとろえを知らない白賢者の戦いに、笑みを浮かべた。それは、マキアも同じ。

「……うわああ……まったく容よう赦しやねえな白賢者様は……」

「相変わらずえげつないわねえ……」

　エスカは炎の柱に巻き込まれ、まるで黒い炭の一点のように見えた。

　しかも周囲に逃げ場を作らせる事無く、エスカを囲んだ魔法陣から追加攻撃。残りの精せい霊れいを第六戒召喚にて攻撃させるよう魔法陣を繫いでいたのだ。

　爆ばく殺さつと言う感じで、かなり哀あわれ。

「ありゃ死んだわね」

　砂すな浜はまにて傍ぼう観かんする俺たちの無情っぷり。マキアの一言。

　ペルセリスだけがハラハラして、服の胸元をぎゅっと握にぎっている。

　流石さすがにもう終わった、と思っていたのだが……

「おい!!　待て、まだ終わってない!!　ユリシス後ろだ!!」

　俺は声を上げた。

　エスカは少し焦こげていたが、その爆発のしぶきに隠れ一瞬でユリシスの背後に回っていたのだ。ファイティングナイフでユリシスに斬きりかかる。

　その刃は物ものはユリシスの頰を微かすかにかすり、そのままユリシスの首を狙ねらって方向転てん換かん。

　ユリシスはとっさに手に持つシルヴィエの小刀でエスカのナイフの軌き道どうを流し、力任せに押おさえ込む。

「……っ」

　二人は接近戦に入ったのだ。

　ユリシスとエスカは睨にらみ合っている。

「……いったいあの爆発からどうやって逃のがれたのです。あなたは精せい霊れい召しよう喚かんの暇ひまさえ無かったはずですが」

「ひゃははっ……。流石にあの仕し掛かけにはビビったが、俺だって防御の策をしてなかった訳じゃ無いんだぜ、白賢者様よお……っと!!」

　エスカは三白眼を見開きナイフを振り下ろしきり、ワンターン入れユリシスの胴どうを狙って行く。

　ユリシスはその場にセリアーデの水の膜まくを張って勢いを殺す。

　作られた僅かな時間でシルヴィエを第九戒に召喚し直し、細身の長ちよう剣けんにしてエスカのナイフを抑おさえる。

　あれ、よく見たら、エスカの防ぼう弾だんチョッキが無くなっているぞ。

「……もしやあのダサい防弾チョッキが、あなたの防御への布石だったのですか？」

「おうよ。あれはブラクタータの精霊宝壁の仕様の一つだぜ。それとダサいって言うなカッコいいだろうが！」

「さっきから思っていたのですが、あなたの精霊は一つの段戒にいくつかの仕様があるようですね。それが大四方精霊の特とく徴ちようだと言う事ですか」

「はっ、今いま更さら気がついたのかよっ!!　大四方精霊は一つの精霊が複数のエレメンツを掛かけ持つ一度で何度もおいしい精霊だぜ。特にブラクタータは第九戒に多くの仕様を持ち、俺に合った重火器系武装をイメージ通り作ってくれる！　しかも防御力も高い!!　てめえの使えねえワンパターンな精霊共とは違ちがうんだよ！」

　刃物を交かわしながら、いやはや、よく喋しやべる敵だ。

　自じ慢まんしたくて仕方が無いんだろうな。

　しかしながら複重エレメンツとは恐おそれ入る。ユリシスの百精霊には一体につき一つのエレメンツしかないのだから。

「ユリシス、こりゃあヤバいかもな。あいつ接近戦は苦手だぞ。逆にエスカは超ちよう接近型だ」

　俺は自分の経験上、エスカとユリシスの戦せん況きように拳こぶしを握った。




「蒼そう竜りゆうのブルーウィンガム！　小魚なんか食っちまえよ!!」

　エスカがまだ見ぬ大四方精霊の名を叫さけぶと、精霊壁で作られた水の足場が急に揺ゆれた。

　海水を盛り上げゆらりと首を出したのは、鱗うろこのキラキラと光る美しい蒼あおい竜だ。

「遅おせえっ!!」

　エスカはユリシスの怯ひるんだ瞬間を逃すこと無く、懐ふところに入りナイフを一直線に喉のど元もとへ。

「ユリシス!!」

　ペルセリスが身を乗り出し、ユリシスの名を叫んだ。

　ユリシスにその声が聞こえたのか、聞こえなかったのか。

　それはきっと前者だろう。

　彼はそのナイフの刃は先さきにただ一つの魔法陣を作り、その衝しよう撃げきで軌道を逸そらし、すんでの所で刃やいばをかわした。

　そして、エスカを追い越こす様に一度足を踏ふみ出すと、いつの間にかシルヴィエの召喚を解いていた手ぶらの右手で拳を作り、まるで長い長い糸でも引いているかの様に、その拳を勢いよく引く。

　そう、彼のリエラコトンの魔ま法ほうの繫がりは、まだ終わっていなかったのだ。

　糸の終着点は、彼の右手。

「第五戒かい………精霊乗算……」

　拳に五つ連なった魔法陣が、更さらに何重にも連なっていく。

　第五戒は威い力りよくの〝上乗せ〟、また〝掛け算〟の召喚だ。

　契けい約やくしている精霊の質は関係なく、精霊の数がそのまま威力として、何か他の武器や攻撃に上乗せされる召喚方法。

　ユリシスは拳に、糸で繫いでおいた複数の精霊たちの力を上乗せしたのだ。

「……な……っ」

　エスカは自分を越えていったユリシスを追う目を、見開いた。

　ただ既に何もかも遅おそく、ユリシスの右ストレートがエスカのみぞおちに決まる。

　精霊の乗算により何倍も力を増したユリシスの〝ただのパンチ〟によって、奴やつは海の波を割さきながら吹ふっ飛んで行ったのだ。

　なんという「妹さんを僕に下さい右ストレート」。

　月夜の中、不自然に割れる海の波のしぶきを、浜はまに居る俺たちも僅かに浴びながら。

　ああ、終わったんだなと、やっと理解したのは波が随ずい分ぶんと収まってからだ。

「白魔術師が右ストレートで相手を倒たおすとかありなのか？」

「意表をついたからこその勝利でしょう？　まあ、男らしくて、良いんじゃないの？」

　俺とマキアは、ユリシスにしては珍めずらしい戦いの幕引きに顔を見合わせつつ。

　ユリシスはその拳に随分と力を込めていた様で、そのまま倒れ、波間に消えてしまった。

「ユリシス!!」

　ペルセリスが声を上げ岩場を降り、海に分け入って行く。

　俺たちも慌あわてて彼女の後を追い、深い所へ入らない様に彼女を止めた。

「ユリシス!!　ユリシス[image: !!!]」

　押しては引くさざ波の音の中、彼女の声が響ひびく。

　月だけはさっきから、何食わぬ様子でぽっかり浮いて、変わらぬ光で海を照らすのだ。

　そんな、さっきまでの戦いの余よ韻いんの漂ただよう海の中から、ゆっくりと姿を現した男が一人。

　濡ぬれた白い髪かみを乱し、格好はどうにもぼろぼろだが、表情は変わらず、とても強い眼まな差ざしでペルセリスを見ている。

「……ユリシス……」

　俺とマキアは空気を読んで、ペルセリスから少し離はなれた。

　ユリシスはペルセリスの前まで体を引きずりつつやってくる。

　お互たがい見つめあった、その僅わずかな沈ちん黙もくが、長く複雑な記き憶おくにけりをつけた瞬間だ。

　ゴソゴソと、ユリシスの胸ポケットから出てきた小さな白い子こ猿ざるの精霊ククル・チャクタが、ユリシスに花を差し出した。白い桔き梗きようの花だ。

　ユリシスは子猿から花を受け取り、そして、それをペルセリスに差し出した。

　眉まゆを寄せ、泣く様に笑いながら。

「ペルセリス……僕と、夫婦になってほしい……」

　ただ一言、シンプルに。

　本当はもっと色々と言いたい事があったんだろう。

　プロポーズが下手なのは相変わらずだが、それが少し泣ける。

　白桔梗の花言葉は、「永遠に君を愛する」……それだけが、全すべてだったろうに。

　ペルセリスは潮風に髪を揺らしながら、ユリシスの差し出す手から花を受け取り、そのまま彼を抱だきしめた。

　何もかも包み込む様に。何もかも、長い長い記憶の美しいものも醜みにくいものも、全部受け止めると言う様に。

　耐たえきれず涙なみだを流すユリシスを見上げ、頰に手を伸のばし、塩水で張り付く髪を優やさしく外しながら。

　彼女は大きな瞳ひとみを揺らした。

「……〝また〟幸せにしてくれる？」

　その言葉に、ユリシスはどれほど驚おどろいただろうか。

　ユリシスの記憶と同調した俺やマキアには、それが何となく分かっていた。

　彼女は前世を幸せだったと、そう言ったのだから。

「……うん……誓ちかうよ」

　ユリシスは頷うなずき、誓った。

　心の傷の痛みがスッと消えていくような、そんな救いの言葉だ。

　二人は顔を寄せ合い、そうして優しく口付け合う。

　その絵は、きっと二〇〇〇年前から変わる事の無い思いの重なりで、それでいて、ただこの時だけの美しい瞬しゆん間かんだ。

　もしかしたら永遠とは、そんな瞬間瞬間の連なりなのかもしれない。




　潮風の香かおりも、そのさざ波の音も、明るい夜の空の雲も月も、全て。

　全てが印象的で美しい、とても心地ここちよいただの一瞬だった。

























【トール、逃にげる水と迫せまる影かげ。】




「ご祝しゆう儀ぎタックル!!」

　ペルセリスとユリシスを浅あさ瀬せの中に押し倒し、よっしゃとハイタッチする俺とマキア。

　見せつけてんじゃねえよ、全く。

「……あたたた、僕、結構怪け我がしてるのに……」

「どうせもう治りかけてるだろ」

　そう言いつつも、色々と頑がん張ばったユリシスの手を引き、立ち上がるのを手伝った。

　マキアもペルセリスの手を引き、女子同士らしくキャッキャとしている。

　何なんだろう。彼女たちが波を蹴ける音が心地よい。

「ねえ、エスカは？　どうなったの？」

　ペルセリスが服の裾すそを絞しぼりながら、海を振ふり返りつつ不安そうに。

　俺たちは、やっと奴の事を思い出しハッとして、悲しい顔をする。

「エスカ……彼は、なかなか手て強ごわい人だったよ」

「惜おしい逸いつ材ざいを亡なくしたな」

「合がつ掌しよう」

　俺とマキアとユリシスは海に向かって、手を合わせた。

「えええっ、死んだの!?」とつっこんでくれるペルセリスは、やはり俺たちの中ではまともな部類だ。

「死んでねえよ!!」

　あれ、どこからか声がした。

　キョロキョロと声の行方ゆくえを探さぐってみると、それはいきなり海中から現れた。

　大きな黒い亀かめに助けられ陸に戻もどってきた、例のエスカ。

　わかめを頭に乗っけて、ユリシスに殴なぐられた腹を押さえている。

「良かった、生きてたんですね」

　ユリシスは一応、喜んでいた。

「良かったって、おま、さっき手を合わせてただろうが!!　殺すぞ!!」

　エスカは悔くやしそうに歯をむき出しにして怒ど鳴なっていたが、これだけ喋れるならこいつもまだまだ元気だって事だ。

　黒い亀は第二戒の人形の姿になった。肩かた程ほどの黒くろ髪かみの幼い少女だ。

「負けちゃったネ、エスカ」

「くそっ、俺はまだ本気出してないだけ!!」

「小物臭しゆう凄すごいからそう言う事言うのやめようネ」

　精せい霊れいに嗜たしなめられ、哀あわれみの視線を向けられている。

　ユリシスはエスカに手を差し出した。

「勝負をしたとは言え、あなたは全ての精霊を使った訳ではないし、まだ魔法陣コストの余よ裕ゆうもあるようです。本気を出していないと言うのは分かってますよ……お義兄にいさん」

「どさくさに紛まぎれててめえ何言ってやがる！」

　エスカはユリシスの胸むなぐらに摑つかみ掛かかり怒鳴り散らすが、その時、ハッと気がついた。

「……おにいさん？」

　ペルセリスが目を点にして小首を傾かしげている。

　ここで空気の読めなかったマキアが一言。

「あ、そうそう。エスカってペルセリスの実のお兄さんなんでしょう？　びっくりだわーこんなに似てない兄妹きようだいが居るなんて」

「……え」

　ペルセリスの表情が大きく変わった。

　ついでにエスカの表情も。口をあんぐり開けたまま石化する。

「お……兄……ちゃん？　私の……？」

「うわああああああ!!!!」

　エスカ、大声を出してその場で暴れる。

　ユリシスの胸ぐらを摑んでいたのを乱暴に離し、もの凄すごい形相でマキアの方へずんずん進んで行く。

　勢いに押されマキアは数歩下がったが、エスカは彼女の制服の襟えり元もとに摑み掛かり、額に青筋を立てていた。

「てめえ……よくも巫女みこ様の前で……っ」

「ええええええ。だってあんた、割とあっさりバラしてたじゃない私たちには……」

「巫女様にはダメだって言ったのに!!」

「言ってなかったけどな」

　俺のつっこみ。

　すでにペルセリスは期待の眼差しでエスカを見上げている。

「エスカ……私のお兄ちゃんだったの？　聞いた事はあるの。他の大陸に、調査団の一員として調査に出ているお兄ちゃんがいるって。……そっかあ」

「……あ、あわ……」

　さっきまであんなにハイテンションだったエスカの、足の震ふるえ様が凄い。

　なぜそこまで、兄である事を隠かくしたかったのか。

「そっか……エスカが……私のお兄ちゃんの〝トリスタン〟だったんだね」

「……」

「あ、情報が見えた」

　まさかのペルセリスによる本名暴ばく露ろにより、マキアはエスカの情報を見る。

　ペルセリスはエスカの本名を知っていたようだ。

「やっぱりこいつ魔ま王おうクラスなんだわ……だって魔力数値が一二〇万越こえてるもの！」

　エスカは本名と魔力数値を暴露され、青ざめていた。

「あーあ……やられたね、エスカ」

「……お前たち……絶対……絶対殺すからな……っ」

　声を低めて三白眼を血ち眼まなこにさせている。

　ヤバい、ガチギレだ。

「はいはい、ちょっと通りますよ？」

　突とつ然ぜん、ここには居なかったはずの者の声がした。

　パンパンと手を叩たたき、当たり前のように俺たちの前に現れたのはメディテ卿きよう。

　まーたストーキングですか。

「やあエスカ。三年ぶり」

「ウルバヌス、てめえっ、どっから現れやがった！　またストーキングかよ!!」

　この空気の中、エスカに向かって笑え顔がおのメディテ卿。

　ああ……やっぱりメディテ卿、こいつにもストーカーしてたんですね。

　流石さすがは魔王クラス信者。

「あれ、メディテ先生こいつの事知ってるの？」

「ああ勿もち論ろんだともマキア嬢。本名までは知らなかったけど、教国の調査団とメディテ家の繫つながりは深いからね」

　メディテ卿は眉を八の字にして含ふくみ笑い。

　相変わらず、ただ見ているだけでもムカつく表情だ。




「知ってる？　一〇〇〇年前の〝聖せい灰はいの大司教〟も、当時の緑の巫女の兄だったと言われているんだ。聖域の住人と神官たちの抗こう争そうを終わらせ、新たな〝ヴァベル教国〟としての体制を作った偉い大だいな人物だよ。大樹と棺ひつぎをね、地下のあの庭園に隠かくしたんだ」

　メディテ卿が、俺たちの知らない聖灰の大司教の事について、教えてくれた。

　エスカは何故なぜか得意げ。

「そうだ。もっと褒ほめろよ。褒め讃たたえろよ」

「……」

　こんな中二病こじらせたような奴やつが、そんな偉大な事をどう成し遂とげたと言うのか。

　それとも、当時はまともだったのか？

　いつからこんな哀れな事に？

「お兄ちゃん……凄い人だったんだね」

　ペルセリスはさっきからとても興味深そうにしている。

　エスカは表情をキリッとさせた。

「……巫女様。言っときますけど、俺を〝兄〟として見るのはやめて下さい。俺もあなたを〝巫女様〟として扱あつかいますから。い、妹だとか、そ、そんな……」

「なぜどもる」

　俺たちは、エスカの態度につっこみたくなった。

「そもそも、俺は、白賢けん者じやを本気でぶっ倒たおす気だったんだ！　殺してもかまわないと思っていた。こいつは二〇〇〇年前、緑の巫女を守りきれず、情けない死に方をしたからな」

　エスカはビシッと、ユリシスを指差す。

「でも巫女様は、今世でもこんな男が心底好きだった。だから俺が……白賢者をぶっ倒して、こいつの格かつ好こう悪い所を見せてやれば、巫女様も目を覚ますかなと思って……っ」

「結果、格好悪い所を見せたのは、お前だった訳か」

「うっせーよ黒魔王！」

　この事に対し、ペルセリスはシュンとする。

　自分の手に持つ白桔き梗きようの花をクルクル回しながら「でも……」と上うわ目め遣づかい。

　流石さすがのエスカも、妹のその表情にうっと怯ひるんで、目を回し始めた。

　こいつ面おも白しろいな。

「でもお兄ちゃん、私、ユリシスじゃないと嫌いやだよ」

「し、しかし巫女様……こいつは二〇〇〇年前、あなたを守る事も出来なかった愚おろか者だ。それに、今世もうじうじして、あなたを傷つけて……もう俺絶対、こいつの事ぶっ殺してやろうって……っ」

「お義兄さん、あなたのお気持ちは良くわかります。しかし、僕はもう迷いません。ペルセリスを、再び僕に任せてはいただけないでしょうか」

「だから義兄さんって言うな」

　エスカはキッとユリシスを睨にらむ。まるで天敵を見るかのように。

「つーかお前、ユリシスに負けたじゃねーか。潔いさぎよくなれよ」

「そうよ、あんた負けたじゃない。ちっさい男ね」

　俺とマキアの言葉攻ぜめに合い、エスカは歯を食いしばる。

　ちらちらとペルセリスを見ては、彼女の不安な面おも持もちに冷や汗あせを流し、震える程に拳こぶしを握にぎりしめていた。

「ああああ、もう！　分かった……分かりました!!」

　そして、エスカはもう投げやりな様子で言い捨てる。

「俺が、このへたれ王子を花はな婿むこに推すい薦せんしますよ。勝負に負けた訳だし、巫女様の為ためにそのくらいはします！」

　エスカはキレ気味に、ユリシスを指差し言いきった。

　変わり身の早いこと、と思わなくもないが、おそらくユリシスに負けた時にはそうしようと決めていたのだろう。

　一応、腐くさっても元大司教。今も司教。

　緑の巫女という存在に対して尊ぶ心はある様だ。

　そしておそらく、ペルセリスを妹として大事に思う心も。

「ほんと……？　ほんと、お兄ちゃんほんと？　よかったあ」

　ペルセリスはパッと表情を明るくして、隣となりのユリシスを見上げた。

　ユリシスも軽く微笑ほほえみ返すと、エスカに対しても深く頭を下げる。

「ありがとうございます……お義兄さん……」

「だからお義兄さんとかやめろ」

　エスカは何だか目の下の隈くまを余計に色いろ濃こくする。

「てめえ、白賢者。次に巫女様を悲しませたら、今度こそ本当にぶっ殺してやるからな！」

「肝きもに銘めいじておきます」

「……チッ」

　ユリシスの迷いの無い返事に舌打ちし、ブラクタータに顎あごで合図し、エスカはこの場を去ろうとする。

　しかし去り際ぎわに、奴はさり気なくマキアを一いち瞥べつする。

　流れるような視線だったが、その一いつ瞬しゆんの鋭するどい殺気を、俺は見み逃のがさなかった。

「……あいつ……」

　マキア本人は、ユリシスとペルセリスをいじって気がついてないが。

　この二人の関係が元通りになったのはホッとする所だが、気がかりと胸むな騒さわぎは、また新たに芽を出した。

「エスカは教国の為なら、聖地の為なら何だってするだろう」

　俺の表情の変化を見逃さず、メディテ卿が横で意味深な事を言う。

「一〇〇〇年前から、聖灰の大司教が最も気にしていたのは、やはり〝棺ひつぎ〟と〝緑の幕〟の不完全さだ……紅魔女の棺の空席を憂うれいていた」

「……というかメディテ卿。エスカが裏で動いているの、あなたなら知っていたんじゃないですか？　どうして教えてくれなかったんですか？」

「あはははは。だってほら、俺は一応魔王クラスには平等でいたいからさ。……エスカが教国に命じられていたのは、魔族の絡からんだ事件の調査と、君たち魔王クラスの監かん視し。そして、緑の巫女の花婿の、品定めってところだね……」

「……」

「さあて、これからどうなる事やら」

　潮風が冷たい。

　エスカの背中が遠くなって行く。

　転々とした足あし跡あとに、奴もまた長い記き憶おくの中に遥はるか昔の大業を残し、何かを背負った存在なのだろうかと思い巡めぐらせた。

「あ……そうだ、トール君……君に少し聞きたい事があるんだ」

　突とつ然ぜん、ユリシスが俺に問いかけた。

「トール君、ここら辺の残留魔導空間って、分かる？」

「残留魔導空間？」

　俺は、ユリシスの記憶に同調した時の事を思い出した。

　そう言えば、ここら辺の残留魔導空間に、ユリシスとその息子むすこシュマとの、〝約束の場所〟があると言う事だったな。

　ユリシスは、まだその場所に至ってはいなかった。







　俺は手の甲こうにおなじみの立体魔法陣を作り、沈ちん黙もくした空間の僅わずかな歪ひずみを見つける、広こう範はん囲いの魔導波を発生させた。

「……どう、トール」

「凄すごいぞマキア。ここら辺、小さなものから大きなものまで、残留魔導空間が沢たく山さん残されているぞ。なんでこんな事になってるんだ？」

　立体魔法陣上に現れる無数の点に、俺もマキアもユリシスも、目が釘くぎ付づけだった。

「メディテ先生……なんか知ってる？」

「……ふーん……。まあねえ」

　メディテ卿きようは夜中の潮風に黄昏たそがれながら、マキアの問いかけに答えるように煙管キセルの煙けむりをふうと吹ふく。

「遥か昔、四つの大陸は繫がっていて、ここも海ではなく森だったと考えられているのは、知っているかい？」

「いいえ」

「かつて、異世界よりやってきた子供たち……まあメイデーアの創世神たちは、最初は聖域の辺り、そうここらで暮らしていたそうだ。残留魔ま導どう空間はかつての神様たちが、遊びながら魔法を使っていた、その消し忘れとも言われている。まさに神かみ隠かくし!!」

「確かに」

　メディテ卿のオーバーリアクションに、淡たん々たんと切り返す俺たち。

　この人の扱い方も分かって来たこのごろ。

「……あと、ここらの空間は〝時間と空間の神クロンドール〟の力が大きいから、一いつ般ぱんの残留魔導空間と違ちがって、時間軸じくすらとても曖あい昧まいな空間らしい。危あやういよねえ……すっごく危ういよねえ」

　メディテ卿はふうと煙を吐はいて、もう一つ付け加えた。

　ユリシスは、かつて息子シュマが示した〝約束の場所〟あたりの残留魔導空間を探さぐった。

　二〇〇〇年前と様子が変わっているようだったが、海岸線はそれほど手が加わっていた訳ではないから、場所の特定は難しくなかった。

「……ここか」

　岩の多い入いり江えに、一つの残留魔導空間を見つけた。

　かつて、ユリシスはここら辺で、息子シュマと共に空間を探したのだった。

　その時は、決して見つける事は出来なかったようだけど。

　俺はキューブ形の立体魔法陣を、その空間の四よ隅すみに留め金のように配置し、出入り口を押し広げた。

「おい、この中で何が起こるかは分からない。ましてやかつての神が作った空間ならなおさら……気をつけろよ」

「大だい丈じよう夫ぶ、ありがとうトール君。リエラコトンの糸を、こちらに繫つないでおくよ」

　ユリシスはその空間に入る前に、リエラコトンの糸車をこちらで召しよう喚かんし、自らの指にその糸を結んだ。帰り道を見失わない為に。

「ユリシス!!　私も行く!!」

　ペルセリスがユリシスの袖そでを摑つかんで言い張る。

「僕から、離はなれちゃいけないよ……」

「……うん」

　ユリシスはリエラコトンの糸をもう一本引き寄せ、彼女の手を取って指に結んだ。

「いいぞ」

　俺の合図のもと、二人は手を取り合い、空間の中へ入っていったのだった。







「行っちゃった」

「帰ってくるのを待つしかないな」

「お腹なかすいちゃった。もう死にそう」

「耐たえろ」

　入江の岩場に座り込み、半はん透とう明めいのモニターをいくつか宙に浮うかべ空間の解かい析せきを行いながら、マキアとぶつぶつ会話をする。

　マキアは腹が減って仕方がないのだろうが、この場を動こうとはせず、ただじっと残留魔導空間の出入り口を見つめながら、手持ち無ぶ沙さ汰たに側そばの小石を拾って海に投げ入れていた。

　俺はと言うと、さっきからユリシスたちの入っていった残留魔導空間を調べている。

　そして、数値として分かるその強度に唸うなった。

「すげえ……なんて固い空間なんだ」

「……空間に固いも柔やわいもあるの？」

「あるさ。強度が高ければそれだけ固い空間になる。構築素材が多いんだ」

「ふーん……良く分かんない話ね」

　マキアがモニターを覗のぞき込んで、意味不明のプログラムの文字列を見て頭を痛めていた。

　メディテ卿が煙管を吹かしながら「トール君の魔法は面おも白しろいねえ」と言って、側で俺たちの様子を観察している。

「あれ、メディテ先生、まだ居たの？」

「冷たいなあマキア嬢じよう」

「そもそも、今日は四国会議の最終日でしょう？　メディテ卿、少し休んでないと辛つらいんじゃないですか？」

「ふふん……もともとあまり眠ねむれない質たちでね」

「私はもう眠いわよ。お腹も空すいたし、眠い」

　マキアは一つあくびをして、目め頭がしらを押さえた。

　俺はふと思い出す。夕方に行われた魔導回路の試運転の事を。

「そう言えば、メディテ卿。魔導回路の試運転は、成功したんですか？」

「ああ勿もち論ろん。トワイライトの者たちが滞とどこおりなく行ってくれたさ」

「そもそも魔導回路って何なの？　あれが動いた時に、妙みような気分になったんだけど」

　マキアの問いに、メディテ卿はクスクス笑う。

「ふふ、さあねえ。ただ、発明したのがあのシャトマ姫ひめとカノン将軍らしいから、魔王クラスと縁えんがあってもおかしく無い技術だと、俺は睨にらんでいるけどね」

「……あの二人が」

　久々に思い出す。同じ魔王クラスでもある、フレジールのシャトマ姫とカノン将軍の顔。

　聖教祭以降、俺たちには音おと沙さ汰たの無い東の大陸の大国、フレジール王国の要人だ。

　ユリシスの夢の中で見た勇者と、カノン将軍の面おも影かげがやっと重なった。

「……？」

　その時だ。俺とマキアが、同時に押おし黙だまった。

　周囲に睨みを利きかせ、魔力を研とぎすませる。

　浅あさ瀬せから微び量りような殺気を感じ取り、俺は瞬しゆん時じにそちらに手をかざし、グッと握にぎりしめる。

　簡易の四角い空間の檻おりに〝あるもの〟を閉じ込めたつもりだ。

　しかし、閉じ込められたのは〝あるもの〟の体の一部だけ。

　うねうねと動くスライム状のそれは、すでに本体とは切り離されている。

「ちっ……逃にげられたか」

「な、なにそれ……足？」

　明るい月夜に照らされ、空間の檻に捕とらえられた半透明の足が怪あやしく光る。

　ビチビチと跳はねていたが、やがて大人しくなり、ただの水となった。

　それは、魔族〝水人族〟の分ぶん裂れつの特とく徴ちようと似ている。

　本体には新しい足が生えたに違いない。

　俺は、さっきまで何かが潜ひそんでいた海を睨んだが、既すでに気配は海に溶とけたようだ。

「やっぱり、水人族がどこかに居るな」

「へえ……前に実習場の湖でも襲おそわれたけど、同じ奴やつかな？」

　メディテ卿が煙管を吹きながら尋ねる事に、俺は「おそらく」とだけ答えた。

「水人族って……ああ、スライム？　そう言えば、黒魔王の部下にも、厄やつ介かいな水人族の奴が居たわねえ」

　マキアも思い出したようだ。

　そう。かつて、黒魔王の作った魔族の理想郷アイズモアには、黒魔王の腹心の部下の中でも、四人の力のある幹部が居た。

　その一人に水人族がいたから、俺はそいつの事を思い出さずにはいられなかった。

「!?」

　またしても、さっきのものとは別の、分かりやすい敵意と殺気を広範囲に感じた。

「……囲まれてるな」

「凄い数だわ。人間ではなさそうなんだけど」

「魔族だ」

　俺は、解析中のモニターをそのままにして、立ち上がり、腰こしから剣けんを抜ぬく。

「エスカに知らされた時から……いや、それよりずっと前から気がかりだった。魔族が、この王都に入り込んでいるって言うのがな。出てこいよ、相手してやる」

　俺の言葉で、海岸線の森からそろそろと出て来た、ぼろぼろの衣服を纏まとった者たち。

　目を光らせ、舌を垂らし、腹をすかせている。

　俺たちの魔力に引きつけられてやってきたのか、顧こ問もん魔術師だと知って狙ねらっているのか。

　そいつらは、めきめきと体を軋きしませ、擬ぎ態たいを解く。

　やがて鉛なまり色いろの体をした、大きな化け物の姿になった。

「オーク族……か？」

　昼間に確かく認にんした橋の下の遺体も、このような姿だった。

　魔族であるオーク族の特徴に近いが、何かがまるで違う。そう、血ち眼まなこになった赤い瞳ひとみからは、理性を感じられないのだ。

「わあ、まるでゾンビね」

「エスカが言っていた。魔族は連れん邦ぽうに改造され、魔力のある者を求め、喰うと。二〇〇〇年前の魔族は、人間を喰くう奴も勿もち論ろんいたが、様子が全く違うな。こいつらは……本当に生きた屍しかばねのようだ」

「どうすんのよトール。私、ユリシスとエスカの戦いを見ていて、とてもムズムズしているの。暴れたくて、仕方が無いのだけど」

「……どのみちここは、ユリシスたちが帰ってくるまで死守しなきゃならない」

　そう言ったのを聞いたか聞かないかのうちに、マキアは立ち上がる。

　彼女はポケットから〝何か〟を取り出し、ぐっと握りしめた。

　手のひらから流れる血にぎょっとしたのも束の間、マキアはそれを、魔族の群がる方向へと投げつけた。

　瞬間、爆ばく発はつ、火柱。赤あか紫むらさき色いろの火柱。

　こちらにまで熱風が迫せまってきて、俺は手前に平たい空間の壁かべを作って避よけた。

　メディテ卿は火柱を嬉うれしそうに見上げ、何やらノートにメモをしている。

　さて、今ので敵はどれだけ葬ほうむられたんだろう。

「あっははははは、あっはははははははは、火祭りよ火祭り!!　血祭りよ!!」

「え、何いまの」

「何って、あれよあれ。今日の授業中に作ったバイオ兵器あったじゃない？」

「お前、あれを投げつけたのか!?　どんな威い力りよくがあるのか分かってないのに、むちゃくちゃやる奴だな!!」

　ダメだこいつ、早くなんとかしないと！

　そう思って、慌あわてて魔ま導どう要よう塞さいを展開。

　周囲にはびこる魔族を、美しくも冷たく鋭するどい水すい晶しようの空間に取り込んで、逃がさないようにした。俺たちがどれだけ暴れても、外界に影えい響きようの無いように。

「さあ、行くわよお、狩かるわよお。ぶっ殺すわよお」

　マキアの瞳ひとみは爛らん々らんとしている。

「……今少し思ったんだけど、お前とエスカって似てるな」

「え、何？」

「いや……」
















　密ひそかなつっこみは俺の中で処理。

　魔族の王だった俺としては、魔族を相手にするのは心苦しくもあるが、仕方が無い。

　こいつらが王都の人間を襲っていたのであれば、何かしらの制裁は加えられるべきだ。

　そしてそれは、かつて黒魔王であった俺がやらなくてはならない。

　剣を振ふり上げ、そして、命じた。

「魔導要塞〝剣の水晶宮クリスタル・パレス〟……敵を殲せん滅めつせよ」

　鋭い水晶の刃やいばが、パキパキと高い音を鳴らしながら宙に構築され、俺の剣が振り下ろされたと同時に、マークされた魔族たちの元へと飛び交かう。

　逃げ場の無い空間で、その刃はただ高い音を奏かなで続けた。

「あっははははは、あっははははは。投下投下ァ!!」

　マキアはわざわざ水晶宮の高い出っ張りの所まで上って、例のバイオ兵器を投げ落としては、連続的な妙な色の爆ばく煙えんに心ときめかせている。

「おいマキア、ちょっとは加減しろ。危あやうく俺も死にかけたぞ!!」

「馬ば鹿か言ってんじゃないわよ。巻き込まれないように、ちゃんと逃げなさい」

　なんと言う圧あつ倒とう的暴力。

　なんと言う地じ獄ごく絵え図ず。

　感覚のまともな奴がこの場を見たら、本当の悪党がどちらなのか分からないだろう。

　その後も、まあ、ユリシスとエスカの戦いに触しよく発はつされ、力を持て余した二人の魔王が、オーバーキル気味に暴れたというだけの話。

「凄すごいっ、凄いよっ、ほんっと凄いよ君たちー!!　わははははっ」

　何故か俺の空間に紛まぎれ込んでいたメディテ卿きようが、ギリギリの所で生き存ながらえながら、この火祭りを記録していたというだけの話。

　この時の俺たちを狙って現れた魔族は、ちょっと不幸だったと思う。










【水人族サリヴァ、閣下に報告をする。】




　海面から上がり、再生したばかりの足を引きずり、砂すな浜はまをひたひたと歩く。

　私は全身が水でつくられた、水人族のサリヴァだ。




「やはり、黒魔王様であったか」

　今やっと得た確信とともに、私は懐なつかしさと同じくらいの憎にくしみを〝あの方〟に抱いだいた。

　教国の司教が側そばをうろうろしていたせいで、なかなかあの方に近寄る事が出来なかったが、やっと。

　やっとあの方は魔導要塞を発動した。この目で確認した。

　どうやら、あの方の魔力に引きつけられ、本能的に食おうとした魔族たちが、一人残らず魔導要塞に閉じ込められたようだ。

　こうなってしまっては、魔族は誰だれ一人ひとり、あの空間から戻もどっては来ないだろう。

〝黒魔王様〟が、この王都で引き起こした我々魔族の所業を、許すはずが無い……

「二〇〇〇年前から、お変わりない偉い大だいなお力だ……いや、むしろ強くなっている」

　自らの〝腕うで〟と〝足〟を犠ぎ牲せいにしたおかげもあり、黒魔王様の現在の力をこの体で感じる事が出来た。

　空間を扱あつかう魔法は相変わらず緻ち密みつで、恐おそるべき威力がある。

　特に魔導要塞は、トワイライトの者たちのおもちゃとは違ちがう。

　ただ、黒くろ髪かみと黒目を持つお姿はかつての面影もあれど、纏まとう雰ふん囲い気きは二〇〇〇年前よりずっと柔やわらかく、人間に近いものに感じる。

　それは、あの黒魔王様の隙すきとなるのかもしれない。

「……閣下にご報告しなければなるまい。西の大陸のルスキア王国に、黒魔王様がいると言う事を」

　私は、確認し、確信した事を、全て我が〝閣下〟にご報告しなければならない。

　青い、限りなく青い水面に浸ひたり、私は通信用のラクリマに語りかけたのだった。








第六章　約束の場所









【ユリシス、約束の場所の意味を知る。】




　僕の名前はユリシス。

　かつて、白賢けん者じやと呼ばれていた男だ。




　トール君に導かれ、僕とペルセリスは、かつてシュマが〝約束の場所〟と言った残留魔導空間に入った。

　そこは、青白い霧きりと、真っ白のようで沢たく山さんの色の高い木々が規則正しく、だけど不自然に並ぶ、まるで絵画のようなマーブルの抽ちゆう象しよう世界。

　僕たちは一時、その不思議で静かな空間で立ち惚ほうけていた。

　確かにここは、現実の世界ではない。

　おとぎ話のような、絵本の一ページのような、だけどもう誰だれも来ない寂さびしい世界。

「……空が見えないね」

「きっと、空が無いんだ。全て青白い木で囲まれた世界……こんな場所、いったい何の為ために作ったんだろう……」

　判別出来ない、コロコロした高音が、上から落ちてくる。僕らは少し歩いた。

「……？」

　生き物のいない世界だと思っていたのに、どこからかすすり泣く声が聞こえた気がして、ペルセリスが僕の腕に身を寄せた。

　僕は彼女の前に出て、向かい側をまじまじと確認する。

　人ひと影かげだ……真っ白の人影。子供の人影だ。

「まさか、迷まよい子……？」

　徐じよ々じよに見えてくるシルエットに、僕もペルセリスも、目を疑った。

　真っ白の服を着た、白い髪かみ、緑の瞳の一〇歳程ほどの少年だった。

　その子供が泣きながら、こちらにてくてく歩いてきたのだ。

「……シュマ……」

　ひやりとした感覚と、押し寄せてくる胸の熱い感覚。

　色々な事が繫つながった気がした。

　ペルセリスはいっそう僕の服の袖そでを摑つかんで「どうして……」と呟つぶやいている。

「ひっく……ひっく………父様……母様……」

　シュマはこの空間で迷っているのだ。

　きっと、帰り道が分からなくて、泣いている。

　僕は彼にそっと近づいて「どうしたんだい」と声をかける。

　シュマはやっと僕らに気がついた様で、小さな体を一度びくりと上下に震ふるわせ、いっそう表情を歪ゆがめた。

「うわああああっ、うわあああああん」

「……よしよし……迷ったのかい？」

　僕は膝ひざをついて視線を合わせ、シュマの頭を撫なでた。

　かつて、我が子にいつもしていた様に。

　そうするとシュマは落ち着いて、肩かたをあげながらも、僕をしっかりと見つめた。

「迷ってしまったんだね。ここから帰れないのかい？」

「……っ……はい。探検していたら迷い……っました……っ」

　こんな場所から出られなくなるなんて、それはとても怖こわい事だったろう。

　でも、探検せずにはいられなかったなんて、やっぱりシュマだな……本当にそう思うよ。

　僕は彼の頰ほおを両手で包んで涙なみだを拭ふきながら、少しの間、彼を見つめた。

「……シュマ……っ！」

　ペルセリスが我が慢まん出来ずに、彼に飛びつき抱だきしめた。

　そして、シュマに負けず劣おとらず大きく泣き始めたのだ。彼の背に手を回し、キツくキツく抱きしめながら。

　当然だ。前世の我が子と、こんな場所で、こんな風に会話しているのだから。

　なんて奇き跡せき的な事だろう。

「お姉さんも……迷ったんですか？」

「……ううん……お、お姉ちゃんは……最近、やっと帰り道が分かったの……」

　ペルセリスは自分の涙を拭いて、シュマにニコリと笑いかけ、僕の方を見た。

　僕もゆっくり頷うなずくと、シュマに向かって一つ提案する。

「僕らが、出口を一いつ緒しよに探してあげよう。君のお父さんと、お母さんが……きっと待ってるからね」

「……はい」

　シュマはその緑の瞳ひとみを潤うるませ、そしてどこかホッとした様子でまた涙を一つ零こぼした。




「お兄さんと、お姉さんは、いったいどこから来たんですか？」

「はは、遠い所から、かな」

　随ずい分ぶん、遠い遠い未来から。

　この残留魔ま導どう空間が可能にした、僕らの出会い。

　右手を僕に、左手をペルセリスに委ゆだね、真ん中でてくてく歩くシュマの様子が、とても愛らしく懐かしい。

　遠い過去に、だけど確かに、存在した僕らの関係。

　シュマは僕とペルセリスを、とても不思議そうに見上げていた。

「お兄さんもお姉さんも……なんだかとても、父様と母様に似ています」

「はは、そうか……そうかもね」

「ふふ、私たちの方がずーっと若いけどね」

　シュマの父と母であるユノーシスとエイレーティアより、ずっと若く見えるはずなのに、僕らに面おも影かげを抱いだいてくれるのはとても嬉うれしい。本当に嬉しい。

　確かにシュマは鋭するどい感性を持った子供だったけど。

「お父さんとお母さん……好き？」

　ペルセリスがふいに尋たずねた。

「はい。大好きです……ずっと一緒に居たいです」

「……」

　シュマの答えに、僕とペルセリスは目を細め、少しの間だけ言葉が出なかった。

　このままシュマをあの時代に返して、それで待っているのが、あの未来なら……

　一いつ瞬しゆん脳のう裏りをよぎったお互たがいの思いが、手にとる様に理解できたのだ。

「……そっか……」

　だけど、ちゃんと分かっていた。

　僕らに出来るのは、ユノーシスとエイレーティアの元へ、無事にシュマを返す事だ。

　それ以上の事なんて、何一つ許されないんだと。




　四角く光る、シュマが出るべき出口を見つけた。

　これは、僕らが入った場所と違い、彼が出られるだけの子供の大きさ程しかない。

「ほら……シュマ、ここからやってきたんだろう？　お父さんとお母さんの元に帰る事が出来るよ」

「……お兄さんとお姉さんは、ここから出ないのですか？」

「僕らは……〝ここ〟からは出られないんだよ」

　指に絡からんだ糸は、全く別の方向から伸のびている。

　出口の次元が違うのだ。

「……シュマ……ッ」

　ペルセリスが、どうしても彼の服の端はしを離はなさなかった。

　シュマは彼女を見上げて、そして、ぎゅっと腰こし元もとを抱きしめる。

「……お姉さん……母様と同じ匂においだなあ……」

「……シュマ……シュマ……ッ」

「どうして泣くのですか？　どこか痛いのですか？」

　シュマにはきっと、ペルセリスの涙の意味は分からないだろう。

　それでも、ペルセリスを心配して慰なぐさめようとしている。

「ペルセリス、駄だ目めだよ。僕らはシュマを、ちゃんと、あの二人の元に帰さないと」

「でも……でも。嫌いやだよ！　あんな、あんな場所に、あの〝棺ひつぎ〟に、この子は……っ」

「ペルセリス！」

　僕は少し口調を強めた。

　ペルセリスはハッとして、揺ゆれる瞳を僕に向ける。

　僕には、ただ首を振ふる事しか出来ない。

　ペルセリスは、やっとシュマから離れた。

　僕はまた、シュマと視線を合わせる様に膝をついて、彼の頭を撫でながら語る。

「……シュマ。君はとても賢かしこい子だ。お父さんもお母さんも、きっと自じ慢まんだよ。だから……」

　ここから先の言葉を、僕は後こう悔かいするだろうか。

「君は君の、正しいと思った事をやるんだよ。守りたいものを、守るんだよ……」

　シュマはその言葉をちゃんと聞いてくれていた。

　彼の強い瞳の色で分かる。コクンと頷いて、ニコリと笑った。

「約束ですか？」

「……？　うん、そうだね……約束しよう」

「だったら、ここは僕らの〝約束の場所〟ですね」

「……そうだね」

「約束を守ったら、ご褒ほう美びをくれますか？」

「うーん……そうだねえ。考えておくよ」

「また会えますか？」

「……側そばに居るとも」

「もう一つ、良いですか？」

「何だい？」

　シュマは一つ息いき継つぎをして、僕に問いかけた。

「あなたたちは、僕の父様と、母様ですか？」

「……」

　白い木々の隙すき間まから、光が射さしてきた。

　僕はこの空間に空という概がい念ねんは無いのだと思っていたが、差し込む光はあったようだ。

　柔やわらかい光が、世界を照らす。

　そこはとても美しい、何もかもがみずみずしい、水みず菓が子しのような世界だった。

「……そうだったら……信じてくれるかい？」

「信じます。だって、そうとしか、思えないから……」

「……シュマ」

　そして、僕は彼から手を離した。

　シュマはまるで、また僕らに会えると思っているような様子で手を振りながら、出口の方へ向かって行った。

　ペルセリスは、あの子を行かせたくないのを必死で抑おさえる様に、僕の手を握にぎっていた。

　僕もその手を握り返す。

「ご褒美、用意しておいて下さいね！」

「……分かってるよ」

「約束ですよ」

「……うん、約束だね」

　そうしてシュマは、光の中へ消えていった。

　四角い光の出口は、あの棺の形と重なって、僕は彼が出て行くのを見送りながら口元を震わせる。

　ああ……結局、僕らはあの子の運命を変える事は出来ない。

「……シュマ……さようなら……………ありがとう」

　君は約束通り、聖域を守ろうと、母を守ろうとしたんだね。

　あの混こん沌とんとした時代、小さな体を捧ささげてまで。

　白賢者ユノーシスは知らない。

　シュマと共に、約束の場所を探したあの男はまだ知らない。

　知っていたら、たとえ自分の使命でも罪でも、そんなもの全部捨てて聖域に留とどまった。

　勇者を捜さがしになんて、行かなかったのに。

「……っ」

　僕とペルセリスは、少しの間その場で、ただ二人だけで泣いた。

　お互い慰める言葉をかける事も無く、ただどうしようもない悔くやしさに身を任せ、子供の様に。お互いの手の温かさだけを救いに。

　ここは約束の場所。

　僕はやっと、ここに至ったんだよ……シュマ。







「あ、帰ってきた」

　僕とペルセリスを、出入り口で迎むかえてくれたマキちゃんの第一声。

　リエラコトンの糸は、ちゃんと僕らの次元の出入り口に導いてくれた。

　ただ、出た所から爆ばく煙えんの臭においと、焼けた砂すな浜はまに驚おどろく。

「え……何があったの？　敵てき襲しゆう？」

「あ、まあ色々と」

　トール君とマキちゃんは「ねえ」と顔を見合わせて頷き合っていた。意味が分からない。

　ただ、マキちゃんは僕の顔を見て、尋ね返す。

「どうしたの……泣いたの？」

「はは、シュマがね……居たんだよ」

「……え？」

「やっと分かったんだ。あの子が……この空間で、父と母に会ったと言っていた理由が。〝約束の場所〟は、確かに存在したんだ」

　僕はペルセリスの手を引いて、出入り口から降りる。

　トール君が、その出入り口を開いていたキューブ形の立体魔ま法ほう陣じんを回収したことで、四角い光の出入り口は、またとても小さいものになった。

「どうする。この空間、さっき解かい析せきが終わったんだ。……壊こわそうと思えば壊せるが」

「……そうだね。残していたら、また来たくなる。会えるかもと、期待してしまう。でも、きっとそれは良くない。だから、壊そう」

　僕がそう言うと、ペルセリスは少し悲しそうな顔をした。しかし彼女は胸に手を当てると、何かに納なつ得とくした様に頷うなずいた。

　空間の割れていく、その光の美しい事。音の高く繊せん細さいな事。

　細かくなって、ガラスの粒つぶの様にキラキラして、そして高く空へ昇のぼっていく。

　僕はその様子を見ながら、一つ考えていた事があった。

　ちゃんと約束を守ったシュマへのご褒美、何にしようかな……と。

「ねえ……ペルセリス。僕は、シュマを……大地にかえすべきだと……思うんだ」

「………それって」

「あの子を棺から解放しよう」

　ペルセリスはとても複雑な顔をしたが、長い長い息を吐はくと、またコクンと頷いた。

　もう、あの子の姿を見る事は出来なくなるけど、あの子の役目は、やっと終わったんだ。

　肉体はあるべき場所へとかえされるべきだ。

　大地へ。

　ペルセリスはとても疲つかれたような、しかしどこか安あん堵どした表情で僕を見上げた。

「でも、今日は……あの子の側そばで寝ねても良いかな…………ユリシスも一いつ緒しよよ？」

「……うん」

　空が白くなって、朝日を迎えようと色を得る時間。

　僕らはやっと、長い長い、長過ぎた一日の終わりを迎えたのだ。










「おやすみ、シュマ……」




　聖地に戻もどり、シュマの棺の隣となりで眠ねむりにつく、僕とペルセリス。

　目をつむり、眠ねむ気けに身を任せながら。

　僕らはただ、夢を見る余地の無い、真っ白な眠りについた。

　それは深い深い、僕ら家族の、解放の眠りだった。




　二〇〇〇年前。

　まだこの場所が地上にあった頃ころ。

　惜おしみなく聖地に差し込んでいた柔らかい日差しが、あの子の愛いとしい微笑ほほえみが、閉じたまぶたを横切っていく。

　そして遠くへ行ってしまったけれど、追ったりしない。




　ただ、見送っただけだった。










【トール、棺ひつぎに抗あらがうこと。】




　俺はトール。

　二〇〇〇年前、黒魔王と呼ばれていた男だ。




　四国会議は無事に終わった。

　数日間この話題で持ち切りだったルスキア王国だが、すぐに話題をかっさらったのは、やはりユリシス第五王子の婚こん約やく発表である。

　ユリシスの王位継けい承しよう権けん放ほう棄きと、緑の巫女みことの婚約のニュースは、ルスキア王国を駆かけ巡めぐる電でん撃げきの様で、国民は大いに驚き喜んだ。

　こんなご時世、王室のおめでたいニュースは国民にとっても刺し激げきなんだろう。

　とは言え、ユリシスは一七歳、ペルセリスは一五歳。

　一応ルスキア王国と教国の定める結婚年ねん齢れいは越こえているものの、ユリシスの意向でペルセリスが一六歳になってから、正式に結婚すると言う事になったようだった。

　だから今は、まだ婚約扱あつかいと言える。

「だって、日本の女性の結婚出来る年齢が一六歳だったから。一五歳の幼な妻って、何だか……罪深くない……？」

　ユリシスが主張するこの部分に、俺とマキアだけが「まあね」と納得出来る。

　ペルセリスが童顔なだけに、いっそう……







「……あ」

「あ？」

　マキアと共に聖域に行くと、エスカが普ふ通つうに居た。

　司教服を着ているのが妙みような感じだが。

「お前、本当に司教だったんだな」

「あ？　だから言ってんじゃねーか。俺は未来の大司教だって」

「……生なま臭ぐさ坊ぼう主ずってこういうのを言うのかしら」

　目つきも顔色も口調も悪い司教が居たものだ。

　しかしまあ、こいつもこいつでユリシスが巫女の花はな婿むこになれる様、色々と頑がん張ばってくれたらしい。

　巫女様の花婿候補の最終会議で、教国関連の大おお御ご所しよたちが推すい薦せんする、言ってしまえば教国や自分にとって都合の良い花婿候補の中で、一ひと際きわ異い彩さいを放つ魔王クラスコンビだったとか。

　ユリシスは笑え顔がおで知略的に自分を推おし、エスカは半脅おどし的にユリシスを推し、花婿の座を手に入れたとか。

　教国にとっては、随ずい分ぶん大きすぎる両目の上のたんこぶになったと言う事らしい。

　これからヴァベル教国はこの二人に乗っ取られるぞと、会議に参加していたメディテ卿きようが嬉うれしそうに教えてくれた。




　婚約の一連の手続きが終わり、色々と落ち着いた後、ユリシスとペルセリスはシュマを棺から解放した。

　シュマの遺い骸がいは、棺の底の深い泉に落とされたのだ。

　ヴァビロフォスの大樹に抱だかれながら。

「……」

　ユリシスとペルセリスは二〇〇〇年前から変わらぬ息子むすこの顔を目に焼き付け、そしてもう、二度と見る事はない。

　だけど二人は、決して泣かなかった。

　沢たく山さん沢山、泣いたからだろう。

　ただ強く手を繫つなぎ、シュマが水底に落ちて行くのを、じっと、ずっと見つめていた。

　その魂たましいがいつかまた、この世界で彩いろどりを得られる様に。

　ゆらゆらと、透とう明めいな泉の水の中を、白く柔やわらかい衣服の布が美しく揺ゆれ、落ちる。

　まるでシュマを包む揺りかごの様だ。

　俺とマキアは少し離はなれた所で、言葉の無い緑色の、静かな埋まい葬そうを見守っていた。

　ただ強く、目を逸そらす事の無いユリシスとペルセリスの様子を見つめ、マキアは小刻みに肩かたを震ふるわせていた。

　俺はそれを見み逃のがさない。

　心の奥にあるいくつかの後こう悔かいと懺ざん悔げの気持ちが、彼女にあったのだろう。

　たとえ、ユリシスとペルセリスがマキアを許していたとしても、今ここで、マキアがシュマに対し抱いだく気持ちは、誰だれにも、どうにもできないものだ。

　マキアは胸に手をあて、シュマを思い、祈いのっていた。

「ねえ、トール……シュマはまた、転生するかしら」

「メイデーアの、魂の絶対量は変わらないと言われている。シュマだって、また生まれ変わるさ」

「……もしシュマが生まれ変わって、どこかで会えたのなら、私……あの子に何だってするのにな」

「……」

　マキアはその埋葬から目を逸らさない。

　全すべてが終わり、棺は空となる。

「分かっているのか、紅魔女……この棺が空になった意味を………」

　エスカが、俺たちの脇わきを通り過ぎる際、呟つぶやいた言葉だ。

　俺は奴やつを睨にらんだ。

　マキアは拳こぶしを握にぎりつつ、それでも決して、弱々しい表情はしない。

「あんな奴の言う事なんか気にすんなよ。お前は堂々と生きてりゃ良いんだから」

「……トール」

　俺はマキアの頭を小こ突づいた。

　マキアは少し驚おどろいた様子で、小突かれた頭に手を当てていたが、すぐに勝ち気な笑えみを浮うかべるのだ。

「分かってるわよ。そう簡単に死んでやるもんですか！」

「はは……やっぱりお前はそうじゃないとな」

　そうだ。

　分かっているだろう、マキア。

　俺たちはまだ、死ぬ訳にはいかない。

　きっと、やらなければならない大業がある。

　吸い込まれそうなあの棺の四角に、抗い続けるしか無いのだ。








エピローグ









　私は、マキア・オディリール。

　二〇〇〇年前の前世では、紅魔女と呼ばれていたの。





雪国の獣けものたち

四し肢しを折られて繫がれた

黒魔王に鎖くさりで繫がれた




深い森のミューサたち

皮ひ膚ふを剝はがれて血を抜ぬかれた

紅魔女に全部吸われた




湖の精せい霊れいたち

騙だまされて鍋なべで煮に込まれた

白賢けん者じやに缶かん詰づめにされた




ああ怖こわい

扉とびらの向こうに大魔ま王おう






　私は今いま更さら、エスカがカードに残したって言う、三大魔王の唄うたを知った。

　何度も読み返し、額に筋を作り「ほお」と。

「私、見た事も無い童話の妖よう精せいの皮膚を剝はいで、血を抜いた事なんて無いんだけど……ていうか、なぜ私は美女に嫉しつ妬とする系の逸いつ話わが多いのかしら。美しさなら間に合ってるのよ」

「まあ、こういうのは時代と共にねじ曲がって行くものだ。仕方ないと思え。俺のは、多分魔族を統治していた事に対する皮肉だろうけど。白賢者のはブラックジョークっぽいな。精霊との契けい約やくの事を言っているんだろう。……お前に関しては御ご愁しゆう傷しよう様さまとしか言えない。なぜ紅魔女はやたらと悪く言われるのか」

　これを見せてくれたトールは、そう言いながらもぷっと噴ふき出す。

「実際、この唄より悪い事しちゃったからね、私」

　私も自分で皮肉を言って、肩を竦すくめた。

「それと……魔族の件だ。あいつら、まだまだ王都に潜せん伏ぷくしてそうだ。事件は相変わらず起こるし、最近は露ろ骨こつに魔族の仕し業わざだと分かるものもある。あいつらは顧こ問もん魔術師を狙ねらっているらしいから、お前、気をつけろよ。一番狙われやすそうだ」

「魔法はあまり使うなとか言ってなかったっけ？」

「この前、堂々とバイオ兵器を投げといて」

「あれは、特例よ。それにもう全部使っちゃった」

「流石さすがに、一人でいる時に危険な目にあったら、魔法を使えよ。俺が側そばに居るときは守ってやるけどよ」

「……はいはーい」

　私はトールの小言を適当に聞きながら、彼の隣となりにあるバスケットを目め敏ざとく見つける。

　僅わずかに、良い匂においがしたのだ。

「何それ」

「あ……さっそく見つけやがった。流石だな」

　トールはバスケットを私との間に置いて、蓋ふたを開く。

「王宮第一層のカフェで、一番人気のランチボックスだ。たまにはこういうのも良いだろう？　ま、ここにいれば勝手に良い食事が出てくるけどさ」

　中には、生ハムとチーズ、トマトとレタスを挟はさんだベーグルサンドと、エビとサーモン、アボカドのサラダ、オレンジの炭酸水が二つセットになってきっちり収まっていた。

「わあわあ、良いわね！　デリアフィールドでピクニックに行った時みたいっ！」

　思わず私は大はしゃぎ。

「王宮の上品なコース料理も良いが、やっぱりたまにはこういうの食べたくなるよな～」

「第一層って、こういうのあるのね」

「何でもあるぞ。働き手の多い階層だからな」

　王宮は三つの層に分かれているんだけど、役人や騎き士しが働いているのは第一層。

　大事な会議などが行われるのが第二層。

　王族や私たちが暮らしているのが、第三層になる。

「ふふっ」

　私は笑みをこぼし、包み紙ごとベーグルサンドを取り出して、一口食べた。

　トマトとチーズの酸味と、生ハムの甘いうまみがたまらなく良くあっている。

　レモンジュレのソースね。

「うーん……懐なつかしい感じ」

「美味うまいか？」

「うんっ！」

「そーか、なら俺の言うことを聞いて、ちゃんと周囲には気をつけろよ」

「えー……う、うん」

　食べ物をもらった後に、トールの言うことを聞かない訳にもいかず。

　素す直なおにコクンと頷うなずいた。

　その時、空中庭園の美しい花の小道の向こう側から、ユリシスがこちらに向かってやって来ているのを見つける。

　彼は最近とても忙いそがしく、なかなかここへはやってこないから、私とトールは驚いた。




「マキちゃん、トール君ちょっと良いかな？」

「ユリシス……珍めずらしいわね、あんたがここに来るの」

「色々と終わったら、君たちにお礼をしなければと思っていたんだ」

「何かしたか？　俺たち」

　私とトールは顔を見合わせる。

　ユリシスはクスッと笑うと、私に一つの花を差し出してきた。

　真っ赤な、桔き梗きようの花だ。

　ユリシスがペルセリスに結けつ婚こんを申し込んだ時の白桔梗の儚はかなさとは正反対の、どこか力強さを感じる赤桔梗の花。

「あんた……良いの？　ペルセリス以外の女に花なんか贈おくったら、誤解されるわよ」

「はは……この事は彼女に言ってあるさ。だって赤桔梗の花言葉を教えてくれたのは、ペルセリスだから」

「花言葉？」

　トールは花言葉なんて知らないだろうから、不思議そうに聞き返す。

「うん。白桔梗が〝永遠に君を愛する〟なら、赤桔梗は〝永遠に君を信じている〟。僕はね、トール君やマキちゃんが居たから、今の決断に至る事が出来たんだよ。だから、僕は君たちをずっとずっと信じている。君たちに何かあったら、必ず助ける。その証あかしだよ」

「キザねえ」

「トール君には流石さすがに無いけど……花」

「……いらねーよ」

　思わず、三人で噴き出す。

　ユリシスはここ最近、グッと男らしく、頼たよりがいのある奴になった気がする。

　元々余よ裕ゆうのある男だったけれど、ユリシスも一応、悩なやんで苦しむ一人の人間なんだと思い知ったばかりだったから。

　私は赤い桔梗の花を受け取り、優やさしい香かおりをかいでみる。

　そのまま花を空に掲かかげながら、夕方の色味よりいっそう強い赤を、誇ほこりに思った。

　私とトール、そしてユリシスの関係は、あの二〇〇〇年前を経て、地球を経て、今この立ち位置に至った。

　長い長い、沢たく山さんの記き憶おくと感情を持って、積み上げて行った関係を、私は大切に思うのだ。

「私も、ユリシスとペルセリスは大好きよ。だから、あんたたちに何かあったら、絶対に絶対に助けるから。トール、あんたもそうでしょう？」

　トールは格好付けで、なかなかこういう事が言えないから、脇わき腹ばらを小こ突づいて促うながす。

　彼は後ろ髪がみを撫なでつつ、唸うなりながらも言う。

「まあな。お前とペルセリスはこれからも大変だろうから……何かあったら助けるさ。俺たちが居れば、心配する事なんて何も無いだろう」

　照れてる。トール、頑がん張ばったわね。

　ユリシスは少しだけ空を仰あおいだ。

「……うん、無敵だね。僕たちは」

　そう言って彼は、私たちに手を差し出した。

　何ごとかと思ったけれど、私たちは順番に固く手を取り、握あく手しゆをする。

　まっすぐ見つめ合い、信じ合う瞳ひとみで。

　さらさらと風に流される髪かみと、舞まう木葉。

　残暑の香りはどこか切なく、ずっと昔に、同じ匂いを体いっぱいに吸った事があるかの様に、懐かしい。

　地球で、ただの高校生だった三人が遊び、帰った家路を、ふと思い出す。




『無敵だね』




　ユリシスの言ったその言葉に、泣きたくなる程ほどの安心感を覚えた。

　困った時、辛つらくて仕方が無い時、大だい丈じよう夫ぶだから、何も心配は要いらないからと、側そばにいてくれる人たちが居る。

　無敵だからと、笑ってくれる人たちが居る。

　私たちは、困った時に助け合える大きな力を持っている。

　幸せになって欲しい人たちが、幸せになる様に、力を尽つくす事が出来る。

　持って生まれた力を嘆なげくより、誇らしく思える方がよほど幸せな事でしょう？

　私たちは二〇〇〇年前、この人外の力をもって生まれ、この力故ゆえに深い闇やみや苦しみ、大きな罪や後こう悔かいを背負ってしまった。

　だけど、強い力というものは、争い、何かを破は壊かいする為ためだけのものでは決してないと、今だからこそ理解出来る。

　この先の人生ずっと、貰もらった赤い桔梗の花に誓ちかって、私たちはお互たがい、信じあえる存在でありたい。

　その為に力を尽くせる、誇りある自分でありたいと、そう願う。




　いつか、この力があって良かったと、自分自身の手のひらに感謝出来ます様に。








あとがき









　こんにちは。かっぱ同どう盟めいです。

『メイデーア魔ま王おう転生記』、第二巻をお手に取って頂きありがとうございます。

　今日も今日とて、かっぱはあちこちの沼ぬまと秘境と時々都会を移動しながら、ＵＭＡ捕ほ獲かく隊の追つい跡せきを撒まいております。

　音おと沙さ汰たなくなったら、某ぼうアメリカの研究施し設せつに連れて行かれたと思ってください。




　さて。第二巻はユリシスとぺルセリスの、前世と今を巡めぐるお話でした。

　実は、このメイデーア魔王転生記を書き始めた頃ころ（当時ウェブでは「俺たちの魔王はこれからだ。」という完全投げやりなタイトルだけだったのですが）、ぼわわわーんと頭の中にあった設定の中で、一番書きたいと思っていたのが、この家族を巡る〝約束の場所〟のエピソードでした。書しよ籍せきとして、この二人の物語を再び書く事ができて、とても嬉うれしく思っております。

　追つい憶おく編、いわゆる魔王クラスの前世の回想を挟はさみながら物語が進むのが、この作品の一つの（厄やつ介かいな）特とく徴ちようで、今回初めてそれが出てきたのですが……

　ここでいきなり問題です。

　実は、追憶編の前にかなりの確率で確かく認にんできる現象というものがあります。

　それは、何らかのきっかけで当事者の身に起こる事なのですが、何だと思いますか？

　続きの物語でもこの現象は確認できると思いますので、機会があれば、そのうち答え合わせをしたいなと思っております。ぜひ、考えてみてくださいませ！




　一巻のあとがきで触ふれる事をすっかり忘れていたのですが、本作の外伝「メイデーア魔王転生記・地球篇へん─俺たちの高校生活はこれからだ。─」というものが、富士見書房さんの無料小説サイト〝ファンタジアBeyondビヨンド〟の方で連れん載さいしております。

　一巻の冒ぼう頭とうで、透とおる、真ま紀き子こ、由ゆ利りはすぐにメイデーアに転生してしまったのですが、外伝は彼らが地球の一いつ般ぱん人として送った、平へい凡ぼんな高校生活の日常風景を描えがいているものです。

　メイデーアに来るまで、彼らはどんな高校生活を送っていたのか、ご興味ありましたらぜひのぞいてみてください。




　担当の編集様。二巻におきましては、かっぱがあれこれ慌あわてていた事もあり、色々とご迷めい惑わくおかけしました！　我わが儘ままも沢たく山さん聞いて頂き、二巻の発売のために沢山のお力を添そえて頂きました事、本当に感謝しております。

　イラストを担当してくださったるろお先生。このあとがきを書いている時、まだ二巻のイラストを見る事は出来ていないのですが、かっぱは毎日楽しみにしております。第二巻も担当して頂きありがとうございました。

　お手に取って頂いた読者の皆みな様さま。心から感謝致いたします。

　第一巻の発売の後、書籍からウェブ版を読んでくださった方もいらっしゃったようで、本当に光栄に思います。今後とも魔王たちの行方ゆくえを見守って頂ければ。




　第三巻を出す事が出来れば、おそらくそれは黒魔王トールの物語となります。

　そちらでも皆様にお会い出来れば、嬉しい限りです。

　ではでは、どうぞよろしくお願い致します。





かっぱ同盟　












メイデーア魔ま王おう転てん生せい記き２




─俺おれたちの魔ま王おうはこれからだ。─








かっぱ同どう盟めい
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